














アラバーナの海賊たち




出航は波乱の香り








伊藤たつき





[image: ]

角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　奇き妙みような静けさと辺りを照らす僅わずかな灯あかりに、男は眉まゆを寄せた。

　浮うき彫ぼりされた細密な天てん井じよう画がも今は暗くら闇やみに包まれている。この広間は王宮の中でも最も美しい装そう飾しよくが施ほどこされていて、たとえ貴族や大臣であろうとも許可なく立ち入る事はできない場所だ。なぜこんな所に呼ばれたのかが判らず、男は鋭するどい視線で辺りを見回した。

「やあ、よくきたね。待っていたよ」

　誰もいないと思っていた部屋の中から声がして、男は珍めずらしく表情を強こわばらせた。仕事がら人の気配には敏びん感かんだ。後ろをとられるような間ま抜ぬけでは、戦場で生き残れない。

　しかしすぐに男は、声の主が自分を呼びだした人物だと気づいて、膝ひざを折り頭を下げた。

「命令によりはせ参じました。ご用は」

　男がそういうと、暗闇の中からすうっと現れた声の主が、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

「国王命令を伝える為ために呼んだんだよ、カッサラ海軍大たい佐さ。内密のね」

　カッサラは顔を上げ、強い意志の光を宿した瞳ひとみで目の前の男を見あげ、御ぎよ意いと一言呟つぶやいた。

「ある人物を捕とらえて欲しい……それは…………」

　その薄うすい唇くちびるから発せられた人物の名前に、カッサラは驚きよう愕がくして息を吞のんだのだった。
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　今夜は新月。港の片かた隅すみは閑かん散さんとしていて、月明かりのない暗い闇やみは、身を隠かくすにはもってこいだった。

　布で全身を隠すように覆おおった男は、出航準備をしている船長に囁ささやきかける。

「本当にこんな小こ舟ぶねで大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　強い海風で、布が吹ふき飛ばされないようにするのは大変だった。辺りに人がいないのは判わかっているが、今この布の中の姿を誰かに見られるわけにはいかない。

「おうっ、任せとけって。ちゃんと連れて行ってやるよ」

　軽い調子で茶色い船服を着た男がそういう。だがどうみても、二人乗れば一いつ杯ぱいの小さな船だ。

「でも私達が行くのは、あの〝船の墓場〟なんですよ」

　噂うわさは男の耳にも入ってきている。船の墓場に近付けば、命はないのだと。

「平気だって。見かけは小さいが、この俺が操あやつる船だぞ。大船に乗ったつもりでいろよ」

　目の前の船長はまだ若そうにみえるが、本当の年ねん齢れいは男も知らない。長いつきあいの中で、うっかり信用して騙だまされた事もあるが、一つだけ確かなことがある。

　自分が知る限り、彼は船長として最も優ゆう秀しゆうな人物なのだ。

「……判りました。行きましょう。船の墓場、バーナムへ」

　男の決意を込めた声が、海に吸い込まれるように消えていった。
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「バルク号副船長、シャルマか。話はよく判った。だがお前達は、同盟の掟おきてに背そむいている」

　海かい賊ぞく同盟の本部に赴おもむいたシャルマは、跪ひざまずいて低い威い圧あつ感かんのある声を聞いていた。大理石の椅い子すに座った大おお柄がらな男は、シャルマをじっと見み据すえたまま、視線を逸そらさない。後ろに撫なでつけた短い髪かみと、黒い瞳。整っているせいで、無表情さが更さらに際きわだつ顔。この男がシャルマは苦手だった。大たい抵ていの人間は、自分の頭脳と口で言いくるめることもできるが、彼だけは自分の上をいくだろうことが判っているからだ。

「はい、ですがそれには、色々と事情がありまして……」

「判っている。マハル王国から、バルク号船長を〝海賊〟と認める書状が届いているからな。だが見習いが試練を受ける時は、滞在許可と国王への謁えつ見けんの手続きが必要になる。お前達はマハル王国の同盟支部から、そのどちらの許可も受けていない。それが掟破りなのは判るな？」

　海賊とは、アラバーナ大陸と海の平和の為に活動する者達だ。海賊の見習いは、各国のスルタン達から試練を与あたえられる。それを達成できれば、その国の紋もん章しよう入りの旗を貰える事になっていた。アラバーナ大陸八カ国、すべての旗を集めれば、その船の船長は正式な海賊として認められるのだ。しかしその試練を受ける為には、同盟が決めた手順を踏ふまなければならない。

「不法滞在については、行方ゆくえ不明の船長を捜す為という事情を汲くんで、罪には問わないでおく。だが手続きしなかった事は別だ。本来ならマハル王国の旗は無効になるが、エジド王の書状もある。旗を認めるか否いなかを議会で決定するまでは、バルク号に出港禁止を命じる」

　シャルマは目の前の男を見あげ、反論しようと口を開きかけた。しかしどう説得しても、この命令を取り消す事はできないだろう。ここで騒さわぎを起こしては、自分達の不利になるのは明らかだ。それだけは絶対に避さけなければならなかった。

「……承知いたしました、盟主様」

　仕方なくシャルマはそういった。バルク号船長ジャリスの父、海賊同盟盟主、マラファムに向かって─────
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　空は晴天。太陽の光を受けた紺こん碧ぺきの海は眩まぶしい程ほどで、バルク号の甲かん板ぱんに立つと、潮の匂においのする海風が頰ほおを撫でた。いつもなら大好きなその匂いに、バルク号船長、ジャリス・シンリクットは心ここ地ちよさを覚えるのだが、今日は違ちがった。

「出港禁止なんて……。やっぱり帰ってこない方がよかったのかなぁ」

　甲板の手すりにもたれたジャリスは、港に並んだいくつもの船に青い瞳を向けため息をつく。

　ジャリス達がいるのは、アラバーナ大陸の北に位置するカトゥーナ国の首都、ヘンリスの港だ。ここは天然の良港で人の出入りも激しく、商人達が集つどうバザーが軒のきを連ねている。買い物や立ち働く人々の喧けん噪そうで、港町は盛大な賑にぎわいをみせていた。

　またカトゥーナ国には、ジャリス達が所属する海賊同盟の本部がある。故郷でもあるこの国に、ジャリスが戻もどってきたのには訳があった。

「そうはいかないだろ。マハル王国の同盟支部から、本部に一度戻るよう言われたんだから」

　そういったのは、元マハル王国の王室御ご用よう達たし商人で、今はバルク号の乗組員となったコダートだ。ジャリスと同じ白い船服に身を包み、甲板に座り込んで破れた帆ほの修理をしていたコダートは、手を休めて彼女を見あげた。

「シャルマも言ってただろう。掟を破ったのは事実だし、カトゥーナ国は海賊同盟が王宮に次いで実権を握にぎっている。ここは大人おとなしくしたほうがいいって」

「それはっ……確かに、マハル王国の事は正式な試練とは言えないかもしれないわ。だから旗を認めるかどうか、議論するのは当然だと思う。でも何でその間待機なの？　同盟なんてお役所と一いつ緒しよで、結論出るまですっごく時間がかかるのよ。待機したまま、もしかしたら何ヶ月もかかっちゃうかもしれないわ」

　ジャリスは思わず声を上げてしまう。そうして、先月マハル王国で起こった事件を思い出した。それは皇子のイルシュが魔物ジン達に誘ゆう拐かいされ、ある事情から記き憶おくをなくしたジャリスが、巻き込まれたというものだった。コダートは魔物達に噓うそを吹き込まれ、利用されていた。しかしジャリスは、真実を知った彼と協力し、イルシュを無事に救い出したのだ。その礼としてマハル王国のエジド王から、海賊として認める証あかしである、紋章入りの旗を受け取ったのだ。ところが、それが同盟では問題となっていた。

「思ったんだが、盟主はお前の父親なんだろう。出港禁止を解といて貰えるよう頼たのめないのか？」

　そういったコダートに、ジャリスはぶるぶると首を振ふった。

「そんな事したら、すぐさま同盟から追い出されるわっ」

　父であるマラファムは、ジャリスが海賊になりたいと言った時、一番に反対した人物だ。そんな父に頼んだ所で、結果は火を見るより明らかだった。

（内ない緒しよで出港する事はできるかもしれないけど、そんな事したらそれこそ同盟から追放になっちゃうし……ああっ、でもこのままじゃ本当にまずいわ。まずは出港禁止を何とかしないと！）

　決意に燃えた瞳で拳こぶしを握ったジャリスに、背後からコダートが冷静に声をかけた。

「おい、お前。シャルマに言われた事、忘れてないだろうな。くれぐれも余計な事しないようにって言われただろ。俺はお前の見張り頼まれてるんだから、面めん倒どうだけは絶対にごめんだぞ」

　出港禁止を告げた後、シャルマはリクを連れてさっさと同盟の手伝いに行ってしまった。ジャリスが行方ゆくえ不明の時に使い込んだ、航行費用を稼かせぐためだ。空いた時間は有効に使わねばという彼は、最も前向きな考えの持ち主かもしれない。

　だがこのままここに足止めされる訳にはいかない。これからどうするかを考えようとしていたジャリスの耳に、ふと見知らぬ男の声が響ひびいた。

「バルク号はこちらでしょうか。カトゥーナ国の王宮より、書状をお届けにまいりました」

　船から桟さん橋ばしを見下ろすと、金細工を使った見事な装そう飾しよくの施ほどこされた馬車の隣となりで、数人の護衛を従えた中年の男が立っていた。

「ラスミア女王陛下からの至急のご用でございます。どうかプス船長にお目通りを」

　男の言葉に、一体何事なのだろうと目を見あわせたジャリスとコダートの髪を、強い海風が吹き抜ぬけていった。
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　コダート達が連れてこられたのは、カトゥーナ国王宮の謁見の間だった。

「見て、コダート。あの水すい晶しようの花か瓶びん、すごいわねー」

　そう言われてコダートは、ジャリスの指さした方に目をやった。誰もいない大広間の壁かべ際ぎわには、彼女の背せ丈たけ程もある花瓶がある。それにはまるで、生きているかのような豹ひようの姿が細密に彫ほり込まれていた。それにどれだけの価値があるか、商人だったコダートにはよく判っていた。

「触さわるなよ。それだけで十年は航海できるんだぞ。壊こわしでもしたら、弁べん償しようは絶対無理だ」

　厳しい声でコダートがそういうと、ジャリスはむっとした顔をしながらも、慌あわてて手を引っ込めた。そんな彼女の様子に、コダートは大きなため息をつく。

「何よ、ため息なんかついちゃって。言われなくても触ったりしないわよ」

「そうじゃない。何でこんな所にきてしまったのかと、自己嫌けん悪おに陥おちいってるんだ」

　カトゥーナ国の芸術と言われる水晶や硝子ガラス細工はいい目の保養だ。しかしコダートは、やはり来なければよかったと、心の底から後こう悔かいしていた。

「でも女王陛下のお召めしよ。わざわざ馬車まで用意されたのに断れないわ。船はナッシルが留守番しててくれるから大だい丈じよう夫ぶ。コダートも船に乗ってるの辛つらかったんでしょ。船ふな酔よいするし」

「そうじゃない！　お前がまた余計な事をしないように見張りにきただけだ」

　図星をつかれて、コダートは思わず声を上げた。コダートの弱点は、船に乗って商売をしていたというのに船に酔よう事だ。船医であるナッシルが作る船酔いの薬は効果覿てき面めんだが、なぜか材料を教えてもらえない。ジャリス達に聞いても、慌てた様子で知らないと言うだけだ。彼女達の不ふ審しんな様子を見たコダートは、あの薬に疑問を覚えていた。できれば口にはしたくない。

「ラスミア女王が一体何の用だ？　アラバーナ大陸唯ゆい一いつの女王様は相当切れ者らしいぞ」

　気を取り直したコダートが、ジャリスにそう聞いた。女性がスルタンになるというのは、ジャリスが船長であると同じくらい驚おどろくべき事だ。しかしカトゥーナ国だけは、何か事情があるらしく、女性スルタンを王宮も国民も認めているのだという。

「さあ、わたしも女王陛下にお会いした事はないの。でもラスミア女王はまだお若いのに、カトゥーナ国を見事に治めてらっしゃるのよ。前にロッキスの町が海蜥蜴とかげに襲おそわれそうになった時も、海賊同盟と協力して軍を指揮したの。その決断力は素す晴ばらしいって、父さんが誉ほめてた」

　ジャリスはそういった後、ふと表情を曇くもらせた。ジャリスの父は海かい賊ぞく同盟の盟主だというが、彼女はなぜか彼を避けているように見える。マハル王国での報告を、シャルマに頼んだぐらいだ。どういう事かは判らないが、もしかしたら二人の間に何か問題があるのかもしれないと、コダートは敏びん感かんに感じ取っていた。

　そんな時、大広間に鐘かねの音が響きわたる。それと同時に扉とびらが開いたのに気付いて、コダートはジャリスと一緒に、正面にある大きな金きん縁ぶちの椅い子すに向かい膝ひざを折った。頭を下げたままでいると、数人の足音が扉から聞こえてくる。

「あなたが……プス船長？　顔を上げなさい」

　女性にしてはかすれた低めの声、凜りんとしたその響きにコダートとジャリスは面を上げた。

　目の前には、赤いクマーシュを肩かたからかけ、金の首くび飾かざりと同じく頭覆いの上から金色の髪かみ飾かざりをつけた、見み目め麗うるわしい女性が椅子に座っていた。鋭するどい切れ長の瞳ひとみは美しく、透すけたベールの下には赤く彩いろどられた唇くちびるがうっすらと見えている。

　椅子の両りよう隣どなりに美しい女性達を侍はべらせ、足を組んで座るその姿は圧あつ倒とう的な存在感を持っていた。

「はい、ジャリス・シンリクットと申します。ラスミア女王にはご機き嫌げん麗しく」

　ジャリスの言葉にラスミアは、彼女をじっくりと上から下まで観察するように見つめる。

「女だったのね、知らなかったわ。でも見事な金きん髪ぱつだこと。母親にそっくりね」

　そう言われた瞬しゆん間かん、ジャリスの身体からだが小さく震ふるえた事に、コダートは気づいた。

「母を、ご存じなのですか？」

「ええ、昔一度見た事があるわ。それに有名な話じゃない。海賊同盟、盟主マラファムの輝かがやかしい経歴の唯一の汚お点てん。彼を誑たぶらかした、異国の踊おどり子」

　コダートはそれを聞いて眉まゆを寄せる。ジャリスの母親は彼女を産んだ後死んだと聞いていた。

　ラスミアの侮ぶ蔑べつの混じった言葉に、隣にいたジャリスの瞳が怒いかりに染まる。いつもの調子で反論させる訳にはいかない。ここは王宮で、目の前の女性は女王なのだ。コダートがその場を取り繕つくろおうと口を開きかけたが、それより一いつ瞬しゆん早く、ジャリスが燃えるような瞳を伏ふせた。

「……ご用は何でございましょうか？　ラスミア女王様」

　声を抑おさえたジャリスに、ラスミアは面おも白しろそうに笑えみを浮うかべた。

「さすがね。まあ、散々言われ慣れてるでしょうし、今いま更さら怒る程子供じゃないって事かしら。そういう所はマラファム譲ゆずりね」

　ラスミアは満足したように目を細めた。その様子にコダートは、ラスミアがジャリスを試ためしたのだと気づいて、思わずむっとする。いくら女王でもこのやり方は気に障さわった。

「噂うわさではまだまだ半人前だって聞いてたけど、少しはできるみたいね。でもせっかく来て貰もらったけど、帰ってくれるかしら。さっき同盟にあなた達の事を問い合わせたら、出港禁止中だと返事が来たわ。だったら役には立たないから」

　ラスミアは、まるで虫でも追おい払はらうかのように片手を動かし、さっさと席を立とうとする。

（おいおい、わざわざ呼びだしておいてそれかよ……まあいい。この女王には関かかわらない方が良さそうだ）

　そう思ったコダートが、ジャリスに帰るよう声をかけようとした時だった。

「何の御ご用ようかぐらい教えてくださってもいいんじゃないでしょうか！　確かに船は使えませんが……それでもできる事はあると思いますっ」

　瞳に闘とう志しを滲にじませたジャリスが、ラスミアに向かってそう声を上げたのだ。
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（この馬ば鹿かっ……。ここは大人おとなしく帰る所だろ！　話をややこしくするんじゃない）

　心の中で叫さけんだコダートが、ジャリスを止めようと隣にいた彼女を肘ひじでつついた。しかしジャリスはそんなコダートを完かん璧ぺきに無視し、引き下がる様子すらみせない。

「……面白いわ。船のない海賊なんかが、私の悩なやみを解決できるというの？　ああ、ごめんなさい。まだ見習いだったわね」

　ちっとも申し訳なさそうな様子を見せず、ラスミアがそういう。しかしジャリスに少しは興味を持ったのか、浮かしかけていた腰こしを再び椅子に戻もどした。

「まあいいわ、話ぐらいはしてあげる。……実は、私のお友達が失しつ踪そうしてしまったの。名前はフィクル。彼を捜さがし出して欲しくて、あなたを呼んだのよ」

　ラスミアはそういうと、傍かたわらにいた青いベールの女性に目配せした。彼女はうやうやしく一礼すると、コダートとジャリスの許もとまで歩み寄り、一枚の紙を見せる。そこには目鼻立ちの整った、優やさしそうな表情の若い男の似顔絵が描えがかれていた。

　コダートはその似顔絵を見て、思わずあっ、と小さく声をあげた。

「知ってるの？　コダート」

「……ああ、カトゥーナ国の王室御ご用よう達たし商人だ。まだ若いが切れ者だと評判の男だ」

　マハル王国で御用達商人をしていたコダートは、ロッキスでフィクルをみかけた事があった。異国の商人と交易できるロッキスの町に入る事を許されているのは、精々各国二、三人の御用達商人だけだ。知りあいと言うほどでもないが、彼の顔は知っていた。

「彼がいなくなったのは、一月前の事よ」

　そういってラスミアは、フィクルがいなくなった時の事を話し出した。フィクルは仕事でヘンリスの港を訪おとずれたという。しかしその時に妙みような事が起こったらしいのだ。

「港で仕事をしていたフィクルと使用人達が、原因不明の眠ねむ気けに襲われて、倒たおれてしまったとか。でもしばらくしたら目も覚めて、誰も身体に異常はなかったし、荷物も奪うばわれた形けい跡せきはなかったから、取りあえずみんな帰宅したそうよ。でもその夜、フィクルが突とつ然ぜん姿を消したの」

　先さき程ほどの強気な態度はどこへいったのか、事情を説明するラスミアの瞳が伏せられ、心配そうに揺ゆれている。

（友達ね。この様子じゃ、単なる友達じゃないのは確かだな。さしずめ人には言えない関係か？）

　コダートは、商人仲間の間で流れていた噂を思い出した。フィクルはラスミア女王のお気に入りで、平民の身で許可無く王宮に出入りできるのだと。

「彼が私に内ない緒しよで、姿を消すはずがないわ。きっと何か事情があるはず。でも軍隊を使って捜させているけれどまだ見つからないし、海賊同盟にも依い頼らいしたけれど、今の所何の報告もないの。もしかしてプス船長なら、何か違ちがう捜そう索さくができるかと思ったの」

　そこまで言ったラスミアは、急にふうっと気の抜ぬけたようなため息をついた。

「でも船が使えないなんて、身動きがとれないじゃない。ちょっとだけ期待してたのに」

　とげとげしく言われているにも拘かかわらず、ジャリスが急に満面の笑みを浮かべて顔を上げた。その瞳を輝かせた表情に、コダートは嫌いやな予感を覚える。ジャリスがこんな顔をする時は、何かを思いついた時だ。だがそれが、いつもいい事だとは限らない。

「大丈夫です！　そのフィクルという人を必ず捜し出してみせます。ですがその代わりお願いがあります。女王陛下」

　挑ちよう戦せん的てきなジャリスの瞳を、真正面からラスミアが受けて立つ。二人の間で火花が散っているように見えるのは、コダートの気のせいだろうか。

「何かしら？　もし見つけられたら、何でも言うことを聞いてあげるわ。ああ、でも旗はあげられないわよ。これは私の個人的なお願いですからね」

　さすがにラスミアは、公私の分別をつけていた。海賊の見習いに与あたえられる試練は、その国にとって利益になる事が前提だ。知りあいの行方ゆくえを捜すくらいで旗を貰える程、甘くはない。

「判わかっています。そうではなくて、わたし達は今、出港禁止処分を受けています。もし、フィクルという人を見つけだせたら、それを解いて貰えるよう同盟に進言して頂けないでしょうか」

「自分で頼たのんだらいいでしょう。お父様に泣きついたら？」

　その言葉を聞いたジャリスのこめかみに、ぴくりと青い筋が立った。この表情は、怒りを抑えるので精せい一いつ杯ぱいの顔だ。そんなジャリスを止める事を、コダートは放ほう棄きした。この女二人の戦いは、自分の手には負えないからだ。なるようになれと、既すでに諦あきらめの境地にすら立っていた。

「女王陛下は、同盟を説得する事もできないのですか？　この国で一番権けん威いがあるはずなのに」

　そのジャリスの言葉は、思いの外ラスミアの誇ほこりを傷つけたようだ。つりあがった瞳が、恐おそろしいまでにジャリスを睨にらみつけている。

「愚おろかな事を……。いいでしょう。もしフィクルを見つけたら、私が責任を持って同盟を説得しましょう。でもそれだけ言い切るからには、必ずフィクルを私の所に連れていらっしゃい」

　その女王の言葉に、ジャリスは自信満々の笑顔を浮かべ、大きく頷うなずいた。

　やっぱり面めん倒どうな事になったと、コダートは再び悔くやんだがもう遅おそい。これからまず初めにやってくるであろう、シャルマの嫌み攻こう撃げきに備える為ために、コダートは心の準備をした。
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「何で、そんな頼みを聞いてきたんですか？」

　片かた眼鏡めがねを押し上げながらそういったシャルマの声は、氷のように冷たく、辺りに漂ただよう空気も心なしか寒く感じる。ジャリスは、やっぱり言わなければ良かったと、少しだけ後こう悔かいした。

　狭せまい船長室は、甲かん板ぱんで昼ひる寝ねしているナッシル以外の全員が集まったせいで、さらに息苦しく感じる。さすがにジャリスも反省していた。売り言葉に買い言葉で、つい挑戦的になってしまったが、ラスミアの頼みはかなり難しい類たぐいの物だ。

「ちゃんと言ったんですか？　プス船長の冒ぼう険けん談だんはほとんど作り話だって。軍や同盟が捜しても見つからないんですよ、正式な試練でもないし、お金になる訳でもないっていうのに。まったくこんな面倒に巻き込まれないように、ジャリスの見張りを頼んだんですよ、コダート」

　矛ほこ先さきがコダートに向けられる。彼は予想していたのか、片手を顔の前にやり素す直なおに謝った。

「すまない……、止める暇ひまもなかったんだ」

「大体何者なんです。そのフィクルという男は」

　コダートの詫わびを聞いても、シャルマの表情は変わらない。それでも少しは事件に興味を持ってくれた事をこれ幸いと、ジャリスは懐ふところからフィクルの似顔絵を取り出して木の机に置いた。

「カトゥーナ国の王宮御用達商人ですって」

「いくら御用達商人だからって、何で女王陛下がただの平民を捜すんです」

　シャルマの疑問は尤もつともだ。ラスミアとフィクルは、恐らくただの知りあいではないだろう。

「あんまり大きい声じゃ言えないけど、もしかしたら恋こい人びとなのかもしれないわ。ラスミア女王がまだ独身なのは、誰か好きな人がいるからだって噂をきいた事あるもの」

　王族は幼い時から結けつ婚こん相手を決められ、十代のうちに婚こん姻いんするのが普ふ通つうだった。しかし既にラスミアは二十代半ばだ。今までも縁えん談だんはいくつもあったが、彼女がそれを頑かたくなに拒こばんでいるというのは有名な話だった。

「ああ、俺も商売をしていた時に、同じような話を聞いた。フィクルは平民だが、港の報告だとか異国の商人からの贈おくり物を届けに、足あし繁しげく王宮に通ってるらしいって。ラスミア女王もフィクルが御用達商人になる時に、かなり便べん宜ぎを図はかったらしい」

　そういったコダートに、シャルマが呆あきれたように声をあげた。

「恋人がいなくなったからというだけで、軍を使って捜させているんですか？　そんなのは公私混同もいい所です。そんな頼みなんて聞く事はありませんよ。大体自分から失踪したのなら、それだけの理由があったんじゃないですか？　聞いていると、その女王様も相当我の強い人のようですし。彼女の我が儘ままについていけなくなったとか」

（うーん、それはないとも言えないわ……あの女王様、綺き麗れいだけど気が強すぎる。まあ、気が強いのは人の事言えないかもしれないけど……）

　人の振ふり見て我が振り直せという言葉がふと浮うかんだが、ぷるぷると頭を振ってジャリスはそれを追い払はらう。

「で、でも見つけだしたら、出港禁止を解くよう同盟に掛かけ合ってくれるって……」

　気を取り直したジャリスが、そう言おうとするが、シャルマの冷れい徹てつな視線はそれを許さない。

「同盟は完全に独立した組織です。たとえラスミア女王でも、口を出せる訳がないでしょう」

　確かにシャルマの言う通りだ。同盟はアラバーナ大陸において、常に中立の立場でなければならない。同盟の決定を変える事は、恐らくラスミアでも無理だろう。

　シャルマの言葉を聞いて、寝ね椅い子すに転がっていた最年少のリクが上半身を起こした。

「なあ、前から思ってたんだけど、カトゥーナ国って、どうしてスルタンが女の人なんだ？」

　そう聞かれて、ジャリスはふと視線を落とした。あまりその話を口にしたくなかったからだ。

「……カトゥーナ国には、王室に男女の双ふた子ごが生まれた時だけ、女性がスルタンになる決まりがあるの。ラスミア女王も双子だったのよ」

「何で双子の時だけ？」

　再びリクに聞かれて、ジャリスは重い口を開いた。

「それはね、随ずい分ぶん昔……病気のスルタンに代わって国を治めていた皇子が、魔物ジンに操あやつられてしまう事件が起こったらしいの。罪のない領民達を処しよ刑けいしたり、税を増やしたりして人々を苦しめたそうよ。でもそんな皇子を救ったのが、彼と双子だった皇女なの。皇女は操られていた皇子を長い時間をかけて説得し、ついに魔物の洗脳から解き放ったとか。でもその時すでに皇子は、身も心もぼろぼろで、正式に王位を継つぐことはできなかったそうよ」

　本来なら縁えん戚せきの男子から跡あと継つぎを選ぶはずだったが、大臣達の勧すすめと領民達の圧あつ倒とう的な支持を得て、皇女はアラバーナ大陸初の女王として即そく位いしたのだという。

「その皇女様は女王として国を平和に導いたそうよ。それ以来、男女の双子が生まれた場合に限って、皇女が女王になる決まりがカトゥーナ国にはあるの。ただ、話はこれで終わらないの」

　ジャリスが再び顔を曇くもらせた。悲劇はそこから始まっている。王位を継ぐ者は、跡継ぎを残す為に何人もの妻を娶めとり、多くの子供をもうける。その為カトゥーナ国でも男女の双子が生まれることは時折あった。その時は跡継ぎとして皇女は大切にされるが、双子の皇子は呪のろわれていると忌いみ嫌きらわれる。

「ラスミア女王の双子の弟皇子は、生まれた時に闇やみに葬ほうむられたそうよ。それがこの国の昔からのしきたりだからって……」

「詳くわしいんだな」

　コダートにそう言われて、ジャリスは小さく頷いた。

「ええ、この国だけじゃなくて、アラバーナ大陸の国々の歴史は小さな時から勉強してたから」

　最初にその伝説を聞いた時、幼かったジャリスは泣きそうになった。何の罪もないのに、伝説のせいで殺されるなど、あってはならないことだったからだ。

　唇くちびるを嚙かんだジャリスに、リクが心配そうに顔を歪ゆがめた。

「俺……いけないこと聞いたか？」

「あ、ううん、平気よ。……その伝説があるから、現在はラスミア女王がこの国を治めているの。判った？」

　ジャリスに聞かれて、リクは大きく頷いた。そして勢いよく寝椅子から立ち上がる。

「よしっ、じゃあその女王様の為に、人捜さがししようぜ！」

「あなたは私と一いつ緒しよに同盟の仕事があるでしょう。あなたの怪かい力りきが役に立つからって、倍の手間賃を貰もらってるんですよ。得になるかも判らない依い頼らいより、仕事が優先です」

　言い切ったシャルマにリクが口を尖とがらせる。だが逆らっても無む駄だなのは判っているようだ。金がからんだ場合のシャルマは恐ろしく手て強ごわい。

「とにかく、ここは大人おとなしくしておいた方がいいと私は思います。もし何か面倒を起こしたら、出港禁止ぐらいじゃすまなくなりますよ」

　シャルマにそういわれたが、ジャリスは首を縦には振らなかった。

「でもラスミア女王は、このアラバーナ大陸で一番同盟と関かかわりの深い人物よ。少しでも出港禁止を解く可能性があるなら、わたしはフィクルを捜したいわ。ねっ、コダート」

　突とつ然ぜん話を振られて驚おどろいたのか、コダートが慌あわてて顔を上げた。

「えっ？　俺は……」

「シャルマ達に迷めい惑わくはかけないわ。これは、わたしとコダートで引きうけた依頼だもの」

　そういってジャリスがコダートの方を向くと、彼は困こん惑わくした表情で片手を上げた。

「ちょっ、ちょっと待て、俺は……」

　だが何事か言いかけたコダートを遮さえぎるように、シャルマが仕方なさそうに頷うなずいた。

「いいでしょう。好きにしてください。ただし、これ以上立場が悪くなるような事はしないように。コダート、今度こそジャリスの事を頼たのみましたよ」

　シャルマに頼まれてしまったコダートは、面めん食くらったように慌てて口を開く。

「いや、だから俺は別に、人捜しなんて興味……」

「頑がん張ばりましょうねっ。コダート」

　にっこり笑ったジャリスに、コダートはしばらく目を瞬しばたたかせていたが、結局は渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「判わかったよ……。やればいいんだろ」

　コダートの声に悲ひ愴そうさが漂ただよっていたが、ジャリスはそれに気づかず、張り切って声をあげた。

「じゃあ取りあえず、フィクルって人の屋や敷しきに行ってみましょう！」

　ジャリスの元気な声に、肩かたを落としたコダートが、ため息つきつつ頷いた。
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「何で屋敷に誰もいないのよ……」

　そう呟つぶやいたジャリスの声は、港を行き交かう人々の喧けん噪そうに、かき消されそうに小さかった。沈しずみ始めた夕日が、より一層気持ちを沈ませる。あの後ジャリスとコダートは、早さつ速そくラスミアから聞いたフィクルの屋敷を調べに行ったが、何の手がかりも見つけられなかったのだ。

　白い船服姿のジャリスを、ちらちらとまわりの人々が見ていたが、アラバーナの他ほかの国々のように異い端たん視しするものではなかった。この国には異国の商人が訪おとずれるロッキスの町がある。そのせいか、ジャリスのような容姿の異国人を見かける事はたまにあるからだ。それでも女が船服を着て歩いているのは珍めずらしいらしく、ジャリスは無駄に目立つ結果となってしまった。

「でも御ご用よう達たし商人って聞いてたから、コダートが前に住んでたみたいな成金っぽい屋敷かと思ってたけど、案外こぢんまりとしてたわね」

「成金って言うなっ。……言っておくが、フィクルだって相当儲もうけてたはずだぞ。それこそ、この国一番の商人だと言っていいはずだ」

　フィクルの住んでいた丸まる天てん井じようの屋敷には、派手な彫ちよう刻こくも飾かざりもなく、石でできた頑がん丈じような壁かべが続いているだけで、人の気配すらない。近所に住む人を捕つかまえて聞いてみると、元々使用人も数える程ほどしかおらず、フィクルが失しつ踪そうした後は、みんな違ちがう仕事をみつけて出ていったという。

（気のせいかなぁ。あの屋敷わざと目立たないようにしてるみたいだった……でも何の為ために？）

　俯うつむき加か減げんで考え込んでいたジャリスの耳に、ふいに叫さけび声が響ひびいた。

「大変だー！」

　驚いてジャリスが顔を上げると同時に、腰こしにぶら下げた水差しから、くんくんと鼻を鳴らしながら水差しの精のアブウが姿を現した。

「ご主人さま、何か変な匂においがしますよ」

　そう言った彼は、もやもやとした煙けむりの姿をしている。何かあると、すぐに水差しから顔を出す人ひと形がたの精霊ジヤーンアブウは、銀色の髪かみと瞳ひとみのせいでかなり目立つ。だから人がいる所では、目立たないように、もう一つの姿である煙けむり状態でいるようにと、ジャリスは言い聞かせていた。

　どこが鼻かも判らないアブウは、しょぼしょぼした目を懸けん命めいに鋭するどくする。

「ご主人さま、大変ですっ。これは……」

「火事だー！」

「ああ！　アブウが言おうとしたのにー」

　情けなさ全開でそういったアブウを水差しに戻もどして、ジャリスは慌てて声の方に駆かけ出した。

　後を追うコダートとともに、煙の上がっている場所まで駆けつける。見ると港の一角に黒い大型船があり、甲かん板ぱんに立っている三本の帆ほ柱ばしらの、船首に近い一本から火が上がっていた。

（壁に鳳ほう凰おうの絵がある。あれって確か、サウルナ国の紋もん章しようだわ……！）

　そう思ったジャリスの隣となりで、後を追ってきたコダートが、辺りのきな臭くささのせいか眉まゆを寄せて一言呟いた。

「サウルナ国の軍ぐん艦かんみたいだな。だが……これはもう駄だ目めだ。凄すごい煙だぞ」

　鉄で補強してあるようだが、木造船である事に変わりない。船乗りが最も恐おそれている一つが火災だった。火が船を燃やし尽くすと何も残らないからだ。

　船の乗組員達なのか、赤い長衣に黒い腰こし帯おびを巻いた男達が、必死で消火にあたっている。しかし火の勢いはとどまることをしらず、帆柱に巻き付けられた真っ白な帆ほを赤い炎ほのおが包む。

「何吞のん気きな事言ってるのよ。コダート、手伝うわよ！」

　口元を覆おおいつつそういったジャリスに、コダートが目を丸くする。

「消火をか？　もう無理だぞ。今は燃えているのは帆だけだが、すぐに他にも燃え移る」

「いいから、早くっ！」

　火事場の周りに集まった人々を押しのけて、ジャリスは梯子はしごを登ろうとする。そんな彼女の耳に、甲板で消火にあたっている男の声が響いた。

「海水をもっと汲くみ上げろ！　火が回るのを防ぐんだ。絶対に他の船に延焼させるなっ」

　男の声をあざ笑うかのように、火は勢いを増していく。乗組員達は、甲板から縄なわをくくりつけた桶おけを投げ入れて、海水を汲み上げていた。それで消火にあたっているが、海水は火のついた帆柱の先までは届かない。どんどん激しくなる炎に、ジャリスは思わず足を止めた。

「あれじゃあ間に合わないわ……そうだ！　アブウっ」

　ジャリスは、あることを思いついて声を上げた。その叫びに水差しがぷるぷると動いて、再び煙状態のアブウが顔を出す。

「何ですかぁ。ご主人様」

「あの火を消したいのよ！　何とかならない？」

　その言葉にアブウがうーんと考え込む。そしてしょぼしょぼした目を困ったように伏ふせた。

「それはですね、何というかちょっと難しいというか、大変だなぁというか……」

　できないとは言わないアブウに気づいて、ジャリスは更さらに声を荒あららげた。

「人の命がかかってるの！　できるならやってちょうだい、お願いよっ」

　ジャリスに凄い剣けん幕まくでそういわれて、アブウは情けない表情で渋しぶ々しぶと頷いた。

「やりますぅ。ではご主人様、申し訳ありませんが、水差しを甲板まで持っていってください」

　アブウはそういうと、吸い込まれるように水差しの中に戻っていった。

「待て、ジャリス。甲板に行ったらあの男に話しかけろ」

　梯子を登ろうとしたジャリスを、コダートが呼び止めてそういう。彼が指さしたのは、乗組員達に次々と指示を出している一ひと際きわ大おお柄がらな男だった。

「あの男が恐らく船長だ。話を通しておいた方がいい。行くぞ」

　コダートに言われて、ジャリスは先に梯子を登りだした彼に慌てて続いた。

　甲板までジャリス達がたどり着くと、数十人もの男達が手に水の入った桶を持って走り回っていた。火の勢いは増すばかりなのに、誰一人として避ひ難なんしようとするものはいない。みな一様に火を消そうと必死だ。

「あいつのせいだ！　カッサラ船長っ、あのリンドの奴やつがランプを倒たおしたんだっ。なのに一番に逃にげやがって」

　乗組員の一人が、顔をすすだらけにしてそう叫んだ。

　船長と呼ばれた男、カッサラは、短い黒くろ髪かみに黒い瞳、逞たくましい体たい軀くを赤いラシャで作られた異国風の長衣で包み、黒い腰帯を巻いていた。その長衣の胸には船と同じ鳳凰の図ず柄がらが縫ぬい込まれている。恐らく年の頃ころは二十代後半だろう。彫ほりの深い顔立ちで船を襲おそう火を見あげながら、冷静にそして的確に消火の指示を出していた。

「今はそんな事言ってる場合じゃないだろう。手を止めるな！」

　叫んだ次の瞬しゆん間かん、カッサラはジャリスの方に顔を向け、驚おどろいた表情でこちらにやってきた。

「異国人か？　なぜこんな所にいる！　船から下りろ、危険だぞっ」

　鋭い視線が射い貫ぬくように向けられて、ジャリスは一瞬圧あつ倒とうされる。だがジャリスはすぐに気を取り直すと、カッサラに話しかけた。

「火を消すのを手伝いたいの！　このままじゃあみんな燃えちゃうわっ」

「火事場に女がくるものじゃない。お嬢じようさん、危ないから戻るんだ」

　カッサラにそういわれるのは予想していた。論より証しよう拠こだと、ジャリスは手に持っていた水差しを彼に突つきつけた。

「……そんな水差しで、火を消そうというのか？」

「ただの水差しじゃないわっ。アブウ、お願い！」

　叫んだジャリスの言葉に応こたえるように、水差しの口からぼわんと煙が舞まい上がる。その中から出てきたのは、銀色の髪と銀の瞳を持つアブウだ。彼はこんな状じよう況きようだというのに、宙に浮ういたまま優ゆう雅がにお辞じ儀ぎして、華はなやかな笑えみを浮かべた。

「宙に浮いてるぞっ。あれ、もしかして精霊ジヤーンじゃないか！　も、もしかしてランプの……」

　乗組員の一人がそう叫ぶと、珍しくアブウが眉をつり上げて彼を睨にらみつけた。

「違ちがいますっ。私は水差しの精のアブウ。ランプの精なんかより、ずっとお役に立ちますよ。それはもう比べものにもなりません！」

　両りよう腕うでを腰に当てて言い切ったアブウは、胸を大きく張って身体からだをのけぞらせる。ジャリスはそんなアブウに思わずため息をついた。アブウは事あるごとにランプの精に敵対心を燃やしているが、本当に勝てるかどうかはかなり疑問だ。

　そんなアブウを、甲板にいる乗組員達が恐れるようにして見あげている。

「手を止めるなと言っただろう！」

　だがカッサラの一いつ喝かつで、乗組員達は戸と惑まどいながらもすぐに消火作業に戻った。まさに鶴つるの一声だと、ジャリスは思わず感心する。

「ランプの精より役に立つかどうかは微び妙みようだけど、火を消すのは手伝えると思う。協力させて」

　ジャリスがそういうと、カッサラは一瞬考え込むように眉を寄せたが、燃えさかる炎を見てすぐに口を開いた。

「たとえ魔物ジンの仲間だろうと、今この火を消すことができるのなら、お願いしたい」

　カッサラの言葉に、ジャリスは大きく頷うなずいた。そして宙に浮かんだままのアブウに目を移す。

「お願いね、アブウ。このままじゃあ、乗組員達の命も危ないわ」

　帆柱を赤い炎がなめるように包んでいる。このままではあの帆柱が倒れてくるのも時間の問題だった。甲板にいくつか並んでいる大たい砲ほうの火薬に引火でもしたら、大災害となるだろう。

「はい、お任せください！　ではご主人様、水差しを火もとに向けてください！」

　自信たっぷりにそういったアブウは、ジャリスが持っていた水差しを帆柱に向けたのを確かく認にんした後、おもむろに口を開いた。

「アブウ必殺！　水大砲発射っ」

　アブウが声こわ高だがに叫さけぶと同時に、水差しから大量の水が噴ふき出した。水差しを持っていたジャリスが、思わず水圧で倒れそうになる。しかしそれにいち早く気づいたコダートが、素す早ばやくジャリスの背後に回って支えてくれた。それでも身体が水の力に負けそうになっていると、カッサラや他ほかの乗組員達が、ジャリス達を支える為ために後ろに回り込み、協力してくれた。

　ジャリスは渾こん身しんの力を込め、帆柱を燃やしている火に向かって水差しの口を動かす。

「見ろっ。火が消えていくぞ！」

　乗組員の叫びに後押しされるように、ジャリスはみんなの力を借りて消火を続けた。勢いのある大量の水のおかげで、火はあっという間に弱まっていく。夕日を浴びて降りそそいだ水のせいで、空には虹にじができていた。ずぶ濡ぬれになったジャリスが、その光景にようやく気づいた頃には、火は完全に鎮しずまっていた。

「やったー！　消えたぞっ」

　やがて乗組員達の一人が叫び声を上げると、他の者達も一いつ斉せいに歓かん声せいを上げた。火薬に引火しなかったのは不幸中の幸いだった。

「ご主人様ー、アブウはやりましたよ」

　そう言いながら舞い降おりてきたアブウは、心なしかフラフラとしながらジャリスの前まで来ると、急にどさっと彼女の身体の上に頽くずおれた。

「きゃっ！　ど、どうしたの？　アブウ」

　さすがにアブウを受け止められなかったジャリスが、一いつ緒しよに倒れ込む。慌あわてたコダートがぐったりとしているアブウを抱だき起こした。

「ご主人様、長い間ありがとうございました……。ご主人様のような優やさしいお方の側にいられて、アブウは幸せ者でございました。アブウは力を使い果たしてしまいました……」

　弱々しくそういったアブウは、急にぐったりとのけぞった。ジャリスは真っ青になって彼の身体を揺ゆさぶる。

「アブウ、死んじゃ嫌いやよー！」

　泣きそうになりながら、ジャリスがそういった時だ。ぼわんとアブウの身体から白いもやが出て、彼は煙けむりの姿に戻もどってしまう。だがアブウはジャリスの声に驚いたように、再び目を開く。

「あ、死なないですよ。でも疲つかれたのでしばらく寝ねますぅ。明日には起きますのでー」

　最後にそれだけ言うと、アブウはあっという間に幸せそうな寝息をたてていた。

「何よそれー！」

　そんな叫びにも動じず、眠ねむり続けているアブウに呆あきれつつも、ジャリスは彼の身体を両手で優しく持ち上げて、水差しの蓋ふたを開けると中に戻した。

「まったく、心配したじゃないっ。もう……」

　ジャリスが憤ふん慨がいしつつも、アブウが無事だった事に内心ほっとした時だ。

　ふいにバキッと何かが折れる音が聞こえた。ジャリスが慌てて音がした方を見あげると、焼けこげた帆ほ柱ばしらに大きなひびが入っていた。そのひびは見る間に大きくなり、それと同時にバキバキと音を立てて、帆柱がジャリスの方に倒れてくる。

（噓うそでしょー！　つぶされるっ）

　折れた帆柱が、ジャリスのすぐ頭上に迫せまっていた。逃げるのも間に合わず、ジャリスが思わず目をぎゅっと瞑つぶって、両手で頭を抱かかえた時だった。

「危ないっ。ジャリス！」

　近くにいたコダートがそう叫んで、ジャリスの身体をぐっと抱き寄よせたのだ。勢い余って二人で倒れ込んだが、間かん一いつ髪ぱつで帆柱を避さける事には成功した。

　帆柱が船の手すりを直ちよく撃げきして倒れ込む。それと同時に船が大きく揺れ、巨きよ大だいな帆柱の先せん端たんが海へと落ちて船が傾かたむいた。

「大だい丈じよう夫ぶかっ」

　カッサラが慌てて、コダートに抱きかかえられたまま倒たおれていたジャリスの許もとに駆かけ寄る。

「え、ええ。私は平気よ。コダートは？」

「俺も怪け我がはない。まったく、どうしてお前といると、こう危ない目に遭あうんだ」

　憎にくまれ口を叩たたくコダートに、それでもジャリスはほっとして胸をなで下ろした。

「まず怪我人がいないか確認しろっ。みんな大丈夫か！」

　カッサラの声が甲かん板ぱんに響ひびいた。折れたのが主帆柱ではなく、一回り小さい補助の帆柱だったのが幸いだ。船も損傷はしているが、火を消すのが早かったので、何とか修理もできるだろう。

　帆柱が倒れる際に下した敷じきになった人間も居おらず、軽傷者が数人だけのようだった。

　状況を確認して、必要な指示を乗組員達に出したカッサラは、改めてジャリスに向き直った。

「私はこのアクラブ号の船長、カッサラだ。サウルナ国の海軍大たい佐さで、この港へは我が国の国王からラスミア女王への贈おくり物を届ける為に来たのだが、思わぬ災難にあってしまった。だが君たちのおかげで、何とか切り抜けられた。本当に助かった、ありがとう」

　カッサラはそういうと微笑ほほえみを浮かべた。それを見たジャリスは、最初に彼から感じたとっつきにくさが消えたのに気付いた。

（あ、この人怖こわそうだと思ったけど、そんなでもないのかな。何だか優しそうな笑顔だわ）

「わたしはジャリスよ。火が消えてよかったわ、火事なんて船乗りとして一番嫌な事だもの」

　ジャリスがそういうと、カッサラは更さらに目を細めた。そして彼は、背後でこちらを何事かと見守っている男達に、号令をかける。

「全員、整列！」

　乗組員達はカッサラの声に、すぐさま甲板の上で隊列を組む。顔や服はすすで汚よごれていても、百人近くいる乗組員達が一斉に整列する様は見ていて爽そう快かいだった。

「おっ、火が消えたみたいだなぁ」

　だがそこへ吞のん気きな声が聞こえた。ジャリスが声のした方を見ると、男が梯子はしごを登ってくる所だった。細身の青年は、カッサラ達と同じ赤い長衣を着て、茶色の髪かみを一つにまとめている。鼻び梁りようも高く、整った顔立ちをしてはいるが、浮うかべている笑みが軽けい薄はくな印象を与あたえていた。
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「い、今いま頃ごろ何しに……！」

　叫んだのは乗組員の一人だ。しかしカッサラがそれを手で制した。

「……リンド、隊列に入れ。消火に協力してくださった方に礼をする」

　カッサラにそう言われて、リンドはジャリスを見つめる。ジャリスの金きん髪ぱつが珍めずらしいのか、眉まゆをぴくんと跳はね上げて、肩かたを竦すくめた。

「礼ねぇ、そんな事してていいのかなぁ。任務中なのに」

　リンドはそう言いながらも隊列の一番前、カッサラの後ろに立った。

（ええっ、そこに立つって事はこの人副船長よね。でも軍人ぽくないなぁ。っていうか、ちょっと浮いてる？）

　髪型も服装もだらしないリンドを見て驚おどろいていたジャリスに、コダートが声をかけた。

「ジャリス、もう日が暮れる。帰らないとシャルマにまた怒おこられるぞ」

　火が消えたことを確認したコダートにそう言われ、ジャリスはカッサラ達に別れを言った。

「じゃあね、わたしもう戻らないといけないから。後始末まで手伝えなくてごめんなさい」

「いや、その気持ちだけで十分だ。それより、これが私たちの気持ちだ。全員、礼！」

　そのカッサラの号令とともに、男達が一斉に右手を胸に、左足を後ろにやって頭を下げる。

　一糸乱れぬその動きに、ジャリスは思わず感かん嘆たんする。これはサウルナ国の正式な敬礼だった。

　ジャリスは、百人近い男達を纏まとめ上げているカッサラに、思わず尊敬の眼まな差ざしを向けていた。
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　バルク号には、三角帆ほが取り付けられた帆柱が二本立っている。風を受けて走る帆はん船せんでは、その帆が重要な役割を持っているのだ。しかし甲板から綺き麗れいに畳たたまれたその帆を見あげて、ジャリスはため息をついた。

「結局今日も、情報は集まらなかったわね」

「そうだな、ここ数日の収しゆう穫かくは、火を消して人助けしただけだ」

　船底部に続く階段を下りたジャリス達は、話しながら船せん尾びにある船長室に入っていった。

「ああ、この間の事？　けが人もほとんどなかったみたいだし。よかったわよね」

　船長室にはジャリスが休む為ための寝ね椅い子す、木でできた簡素な机といくつかの椅子があり、壁かべには海図とアラバーナ大陸の地図がかけられている。

　その地図には、大昔起こった地じ震しんで大陸を分断した亀き裂れつが、忠実に書き込まれていた。それを見るたびにジャリスは悲しくなる。この地震のせいで起こった領土争いの戦争。五十年前に停戦してはいたが、未いまだ各国はその戦争の痛手を引きずっている。自分に何かできないかと、ジャリスはこの地図を見る度にいつもそう思う。しかしここに足止めされたままでは、それを探すことすらできない。

　そんな事を考えていたジャリスの耳に、船長室の扉とびらが開く音が聞こえた。振ふり向くと、仕事から帰ってきたのか、シャルマが顔を見せていた。

「お帰りなさい、シャルマ。同盟はどうだった？」

　気を取り直したジャリスがそう声をかけると、シャルマは腕うでを組んで肩を竦める。

「経理の仕事ですからね。大した事はありませんよ。簡単すぎてつまらない程ほどです」

（つ、つまらないって……同盟の収入って国家予算と一いつ緒しよぐらいって聞いたわよ。その経理が簡単なはずないのに。シャルマの頭の中ってどうなってるんだろ……）

　できるなら彼の頭を覗のぞいてみたかったが、ジャリスには理解できない難しいことばかりだろう。想像しただけで頭痛がしそうだった。

　椅子に座っていたジャリスとコダートに、シャルマが手早くお茶をいれてくれる。礼を言ってジャリスはそれを一口飲んだ。疲つかれた身体からだには、甘いお茶は嬉うれしかった。

「あなた達も今帰ってきたんですか？　何か情報は手に入ったんですか」

「それが……毎日港や屋や敷しきを回ってるんだけど、フィクルの行方ゆくえどころか失しつ踪そうした理由も判わからないの……。あ、でもラスミア女王の言ってた、港で起こった妙みような出来事は調べてきたのよ」

　フィクルがいなくなる直前の昼間に、港で起こった奇き妙みような出来事。それは仕事をしていたフィクルと、数人の使用人達が一いつ斉せいに眠ってしまったという事件だった。

「その時に近くにいた露ろ天てん商しようの男を見つけたの。その人も急に眠くなって、倒れたそうなのよ。目が覚めたら、近くにたくさん人が倒れてて驚いたって。普ふ段だんと違ちがう事といえば、倒れる前に今まで嗅かいだことないような、甘い匂においがした事だって言ってたわ」

　その匂いの正体が何かは判らない。しかし、みんなが眠ってしまった原因はそれではないかと、ジャリスは睨にらんでいた。

「でも一体何が起こったのかしら……。甘い匂いって何なの？」

　今まで得た、少ない情報を頭の中で整理して呟つぶやいたジャリスに、シャルマがため息つきつつ口を開いた。

「それは呪じゆ術じゆつ師しの仕し業わざですよ」

　突とつ然ぜんそんな事を言いだしたシャルマに、ジャリスは驚いて顔を上げる。

「えっ！　ど、どういう事？　どうしてそんな事が判るの」

「その港で薬を使った呪術師を、すでに海かい賊ぞく同盟が捕とらえているからです」

　シャルマがさらりと、何でもない事のようにそう言った。

「そんな……ラスミア女王はそんな事、一言も言ってなかったわよ」

　同盟に依い頼らいはしたが、未だに何の報告もないと憤いきどおっていたラスミアを思い出す。その怒りの激しさに、それは噓うそではないだろうとジャリスは信じていた。

「それが妙なんです。その呪術師の事を、同盟はひた隠かくしにしているんです。恐らくラスミア女王にも、伝えてはいないのでしょう」

　同盟はフィクルの事を、ラスミアに頼たのまれて捜しているはずだ。その手がかりであるはずの呪術師を、なぜ内密にしているのだろう。

「呪術師か。なら港にいた人々が、一斉に眠ねむらされたという話も納なつ得とくがいくな。怪あやしげな薬を使う呪術師なら、眠り薬ぐすりを使った香こうをたくぐらいわけないだろう」

　コダートの言葉にジャリスも頷うなずく。露天商の言っていた甘い匂いの正体はそれだったのだ。

　呪術師は色んな薬を使って人を呪のろったり、反対に助けたりもする。かなり眉まゆ唾つばな話も多いが、中には本物の呪のろいの薬を使う呪術師もいるのだと、ジャリスは聞いた事があるのだ。

「呪術師は大金で何者かに頼まれて、ある薬をフィクルが眠っている間に飲ませたそうです」

「薬って……どんな？」

　ジャリスが聞くと、シャルマは表情を引き締しめおもむろに口を開いた。

「呪術師が言うには、恐おそろしい呪いの薬だそうです。どこまで本当かは判りませんが」

「何の為にそんな事を？　一体誰が呪術師に頼んだって言うんだ」

　コダートの問いは尤もつともだった。何の目的があってフィクルにそんな事をしたのだろうか。そしてフィクルの失踪は、それと何か関かかわりがあるのだろうか。

「判りません。……実は呪術師は同盟に捕つかまった直後、何者かに殺されてしまったそうです」

　それを聞いてジャリスは、驚きよう愕がくして思わず声を上げてしまう。

「殺されたって、同盟の中で？　そんな事ありえないわ」

「ですが詳くわしい話を聞こうとした矢先に、呪術師は牢ろう獄ごくの中で首を吊つったのだとか。しかしその死には不ふ審しんな所があるそうで、同盟では内通者がいるのではないかと調査中です」

（それって……同盟に裏切り者がいるって事なの？）

　民間人の立ち入れない同盟の中で、呪術師が本当に殺されたのなら、もうそれしか考えられない。ジャリスは冷静になろうと息を一つ吐はく。そして今は優先すべき問題を選んで口にした。

「……フィクルがいなくなったのは、その薬が原因かもしれないわね」

　薬を飲まされたその夜、彼は姿を消している。偶ぐう然ぜんではないだろうとジャリスは思った。

「その呪術師の事で、何か他ほかに情報はないの？」

　ジャリスが聞くと、シャルマは突然ふっと笑みを浮かべて、懐ふところから一枚の紙を取り出した。

「これは機密扱あつかいですが、呪術師の居所は、何者かが同盟に手紙で知らせたそうです。同盟の人間が半信半疑で行ってみると、縄なわで縛しばり上げられた呪術師を見つけたとか。彼を問い質ただすと、フィクルに薬を飲ませた事を白状したそうですよ。そして……これを見てください」

　同盟の機密は、おいそれと外部の人間が知ることはできないものだ。どうやってシャルマがその情報を知ったのか不思議に思ったが、ジャリスはとりあえずその疑問は後回しにして、シャルマが目の前で広げた紙をじっと見つめた。

　真新しい紙に描えがかれているのは、似顔絵のようだった。しかしただの似顔絵ではない。同盟の八角形の印が四よ隅すみにつけられ、絵の下に数字が書かれている。

「これ……賞金首の手配書じゃない」

　賞金首とは、アラバーナ大陸全土で手配されている凶きよう悪あく犯達の事だ。捕まえられれば、海賊同盟から賞金を貰もらえる。海で乱暴の限りを尽つくす海蜥蜴とかげの頭など、悪名の高い者ほど賞金の額も高かった。

　手配書に描かれている男は、長い黒くろ髪かみを一つに結び、つばの広い帽ぼう子しを被かぶっていた。無精ひげに黒い瞳ひとみ、年の頃ころは二十代中頃で、整った顔立ちをしているが、何となく表情がにやけている。賞金首は凶悪犯である事を強調する為か、恐ろしい形相で描かれている事が多い。なのにこの男はまるで、何かを面おも白しろがっているような印象さえ与あたえた。

　しかしジャリスがまず気になったのは、男の容姿ではなかった。

「賞金額……一億ディナル！　何、この金額。こんな高い賞金つけるなんてどういう事よっ」

　考えたことすらない金額に、ジャリスはめまいがしそうだった。

「つい最近手配されたそうです。名前はターラ。聞いた事ありますか？」

　ジャリスはぶんぶんと首を横に振って、まじまじと似顔絵を見つめた。

（わたしの知ってる過去最高の賞金首は、海蜥蜴の大頭だったけど、それでも五千万ディナルだったわ。なのにこんな見たことも聞いた事もない男に、この金額っておかしすぎでしょーっ）

　心の中で叫さけんだジャリスは、気持ちを落ち着けようと、お茶を一口飲んでから口を開いた。

「でも普ふ通つうなら、最初はもっと安い金額から始まるはずでしょ。いきなりこの賞金って……」

「異例ずくめの賞金首ですよ。賞金の額もさる事ながら、生きて捕らえる事が絶対条件です」

　再びジャリスは目を丸くした。生いけ捕どりの賞金首など聞いた事がなかったからだ。賞金首は、相当の悪行で名をはせた者達ばかりだ。生け捕りなどと言っていたら、捕らえる側の命も危険にさらされる。その為ため普通は生死を問わない事になっていた。

「でも一体、この男が何の関係があるの？」

「呪術師が捕らえられた直後、同盟にあったこの手配書を見て、自分を縛り付けたのはこの男だと話したそうです。ターラは呪術師のねぐらに突然乱入して、フィクルに飲ませた薬の事を問い質したとか。残念ながら同盟が詳しい尋じん問もんをする前に、呪術師が首を吊ってしまったので、それ以上の事は判わからなかったのですが……」

　ジャリスはそれを聞いて驚愕しつつも、もう一度手にした手配書をじっくりと見直した。

「この男が何かを知っているって事かしら？　じゃあ彼を見つければ……」

「ええ、見つければ一億ディナルです」

　きらりと目を光らせたシャルマにそういわれて、ジャリスはがっくりと肩かたを落とした。

「違ちがうでしょ。フィクルを捜すのが目的なの！」

「何を言ってるんですか。一億ディナルあったら、航行費用だって心配いらなくなるんですよ。船だって補強できるんです。まあ、ついでですからフィクル捜しもやってもいいでしょう」

　シャルマの言葉に口を尖とがらせたジャリスだったが、そこへコダートがふっと笑えみを浮うかべた。

「いいじゃないか。要するにシャルマも、捜すのにつきあってくれるって意味だろ。とにかくそのターラという男は何かを知っていそうだし、彼を捜すとしよう」

　その言葉に、ジャリスは目を瞬しばたたかせてシャルマを見あげた。

「そういえばそうよね。手伝ってくれるのよね。シャルマ！」

　そういわれたシャルマは片かた眼鏡めがねを押おし上げて、ふう、とため息をついた。

「あくまでついでですけどね」

　減らず口のシャルマだったが、それでもジャリスは満面の笑みを浮かべる。

（やった！　強い味方が増えたわ。これでやっとフィクル捜さがしも一歩進んだし、後は……）

　そこまで考えたジャリスはふと呟いた。

「……でも賞金首なんて、どうやって捜せばいいのかしら？」

　その言葉にコダートが、何かを思いだしたように顔を上げた。

「そういえば、ヘンリスの港に裏の情報に詳しいって男がいたような……」

　彼の呟きを聞き逃のがさなかったジャリスは、身を乗り出してコダートに詰つめ寄よった。

「本当に？　コダート、その人にはどこに行けば会えるの？」

　勢い込んで聞いたジャリスだったが、なぜかコダートは渋しぶい顔をしたまま、言葉を濁にごすのみだった。
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　夕暮れの港では、海に沈しずんでいく太陽が船を照らし出していた。港の倉庫の陰かげで、赤い長衣に身を包んだカッサラが、波は止と場ばに並んだ船の一つを見あげて呟つぶやく。

「あれが、プス船長の乗るバルク号か……。今の所動きはないようだな」

　桟さん橋ばしに着けてある木造船は、何の変へん哲てつもない普通の小型船だった。周りの商船と違うのは、その帆ほ柱ばしらの頂いただきに海賊同盟の旗が立てられていることだ。しかしそれさえも、同盟本部があるこの国ではさして珍めずらしい事ではない。

「海賊の見習いか。出航しても一枚の旗も貰えずにヘンリスに帰ってくる者も多いと聞くが、二枚の旗を手に入れたプス船長は、さすがというしかないな」

　カッサラがそういうと、隣となりにいたアクラブ号の副船長であるリンドが肩を竦すくめる。

「そうかな、案外大した事ないかもよ。噂うわさでは出港禁止を言い渡わたされてるらしいし」

　とても上官に対する言こと葉ば遣づかいとは思えない口調で、リンドはそう言った。彼は今回の任務にあたる直前に、アクラブ号に配属されてきた。一応部下だが、軍人としての教育は受けていないだろう。それは彼の言動で明らかだ。リンドについて詳しい事は知らされていない。だが彼の尊大な態度からして、サウルナ国のお偉えら方がたの隠かくし子ではないかと、カッサラは思っていた。庶しよ子しが軍に預けられるのはよくある話だったからだ。

「リンド、服を整えろ。私たちはサウルナ国の海軍だぞ」

　着き崩くずしたリンドの船服をカッサラが注意すると、彼は口を尖らせながらも、襟えりを直した。

「まったく船長さんは厳しいね。そんなに頑がん張ばってどうするのさ。いくら張り切っても海軍はまともな任務なんて貰えないよ。大した手て柄がらだって今の所ないし、海に面してもいないサウルナ国の海軍なんて、名ばかりの役立たずだって散々言われてるでしょ。今いま更さら服装がどうだって言われてもね」

　ぶつぶつとそういったリンドに、カッサラが眉まゆを寄せる。だがリンドの言うことは噓うそでも何でもない事実だった。サウルナ国の軍の中でも、数年前に新設されたばかりの海軍の位置は低く、軍ぐん艦かんと呼ばれるのもアクラブ号くらいの物なのだ。

　そんな海軍の地位を、確立したいというのがカッサラの願いだ。毎日必死で働く部下達の為ためにも、軍のお荷物だと陰口をたたかれている状じよう況きようを何とかしたかった。

　カッサラは、やる気のないリンドにため息をつきそうになったが、それをどうにか抑おさえた。自分の部下としてリンドが配属されたからには、カッサラは彼を軍人として育てるしかないのだ。上官の命令は絶対だ。それが軍人としての宿命なのだから。

　気を取り直したカッサラは、再びバルク号に目を向けた。

「……プス船長については、タバラン国での奴ど隷れい解放や、先月のマハル王国での活かつ躍やくも耳に入ってきている。皇子を魔物ジンの魔の手から救い出したそうだ。相当な猛も者さなのだろうな」

　語り部べ達の物語は信用できないが、この二つの話はサウルナ国の確かな筋からの情報だった。

「待てよ！　ジャリス、危険だぞ」

　そんなカッサラ達の耳に入ってきたのは、聞き覚えのある名前だった。驚おどろいて倉庫の陰から声のした方を見ると、夕暮れの太陽の日差しに照らされた、金色になびく髪かみが見えた。

「あれは……！」

　バルク号の甲かん板ぱんに現れたのは、先日の火事の時、ジャリスと名乗った少女だった。その時に一いつ緒しよにいた黒髪の男も姿を現し、カッサラは驚きつつも様子を見守った。

「だってそこに行けば、情報が集まるかもしれないんでしょ。その何とかいう酒場に」

「そうだが、女が行くような場所じゃない。ただでさえ目立つんだぞ。俺とシャルマで行って来るから、お前は船で待ってろって……」

　何事かもめているらしい二人を、カッサラは困こん惑わくした表情で見守った。甲板で言い合いをしている二人は、先日と同じ白い船服に身を包んでいた。バルク号の乗組員は、皆みな白い船服を着ているとの情報は、カッサラの耳にも届いている。ジャリスの容姿から、異国の旅人だろうと思い込んでいたカッサラは、さすがにバルク号にいる二人を見て、彼らの正体に気付いた。

「あの男がプス船長だったのか……。だが女性を乗組員にしているとは驚いたな」

　アラバーナ大陸では、女性が船に乗る事は不ふ吉きつだとされている。海の女め神がみに嫉しつ妬とされ、呪のろわれてしまうと言うのだ。馬ば鹿かな迷めい信しんだと思うが、女性が男の身なりで船旅をするのは、カッサラも感心しない。女性は守るべき存在だと、父親から教えられて育ったからだ。

「あの男が？　それにしちゃ何か様子がおかしいよ」

　そういわれて、カッサラがリンドの指さした方を見ると、いつの間にか梯子はしごを降りてきたコダートとジャリスが、まだ言い合いをしていた。

「だから、待てって言ってるだろ」

「行くって言ったら行くの！　コダート、これは船長命令よ。わたしを連れて行って！」

　びしっと指さしてそう言い放った言葉に、カッサラが彼らしくなく呆ぼう然ぜんとした。

「船長……ジャリスが……？」

　呟いたカッサラの後ろで、リンドが小さく口笛を吹ふいた。

「なるほどね……どうりで」

　リンドの妙みように冷静な声が、風に乗って消えていった。
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　うす暗い酒場は、まだ時間が早いからか人もまばらだった。辺りに漂ただよう酒の匂においと、顔を赤くした何人もの男達が物もの珍めずらしくて、ジャリスは辺りを見回した。

　日が暮れてしばらくたつが、夜の世界ではまだ宵よいの口だ。港町のヘンリスには一歩裏道に入れば、こんな酒場があちこちにある。その中でも特別派手でも大きくもない酒場に、ジャリスはコダートとシャルマと一緒に足を踏ふみ入れていた。粗そ末まつな机に酒と簡単な料理が並べられ、その匂いがジャリスの鼻をくすぐった。

「酒場ってこんな感じなのね。何だかどきどきするわ」

　小声だがはしゃいだように言うジャリスに、コダートがため息をついた。ジャリスはコダートに言われて、クマーシュを肩かたからかけ、頭覆いとベールで髪や顔を隠していた。だがそれでもジャリスは、男だらけの酒場では目立っていた。

「ジャリス、どうしてお前は何にでも首を突つっ込みたがるんだ。俺達に任せておけばいいのに」

「同感ですね。その性格は直した方がいいです、そのうち痛い目を見ますよ。しかも問題はあなただけではなく、私達にも被ひ害がいが及およぶ事です。私が嫌きらいな事の一つである煩わずらわしい騒そう動どうだけは、絶対に起こさないでくださいね」

　シャルマの手厳しい一言に、ジャリスはベール越ごしの唇くちびるを尖らせた。このままでは分ぶが悪い。せっかく二人を説とき伏ふせてついてきたのにと、ジャリスは話を変える。

「でも本当にこんな小さな酒場に、情報屋がいるの？」

　そんなジャリスに、渋しぶ々しぶとコダートは口を開いた。

「ああ、王宮御ご用よう達たし商人をしていた時に聞いた事があるんだ。カトゥーナ国で裏の情報が聞きたければこの酒場に行けってな。謝礼次し第だいで欲しい情報を引き出せるそうだ。信頼度も高い。賞金首になる程ほどの男なら、こういう場所の方が情報が手に入るかもしれない」

　コダートはそういうと、ジャリスをじっと見み据すえた。

「いいか、言っても無む駄だかもしれないが、大人おとなしくしてろ。口を開くな。俺達から離はなれるな。できなきゃすぐ帰るぞ」

　言い聞かせるようなコダートの言葉に、ジャリスが憤ふん慨がいする。

「何よ、小さな子供じゃないのよ。そんなに言わなくても判わかってるわ」

「……子供じゃないから困るんだろ」

　コダートの言葉の意味が判らずに、ジャリスは思わず首を傾かしげた。

「もういい、行くぞ。あれが店主だろう」

　コダートはそういうと、ジャリスの前に立って歩き出す。彼女を挟はさんで後ろをついてくるシャルマが、辺りに目を光らせていた。

（何でそんなに気を張るのよ。目立ってるけどいつもの事じゃない）

　酔よった赤ら顔の男達が、自分を見る目が普ふ段だんと違ちがうことにジャリスは気づいていない。酒場に女が入るというのは、商売女の類たぐいだと思われても仕方ないのだ。

　コダートは向けられた視線を気にしつつ、店主らしき男に近付いた。酒さか瓶びんが並んだ棚たなを背にした男は、骨と皮だけかと思う程にやせていて、くぼんだ目だけが爛らん々らんと輝かがやいている。無精ひげを生やし、だらしない服装をした男は、横に長い机の前に立ったコダート達を見あげた。

「あんたが店主か？　俺はクヒドの知り合いだ」

　クヒドとはコダートの知り合いで、フィクルと同じカトゥーナ国の王宮御用達商人だ。昔のコダートと同じく内密に武器を取り扱あつかい、この国の裏社会で絶大な権力を持っているらしい。

「あんたの事なら知ってるよ。黒の若わか獅じ子しだろ。マハル王国の王宮御用達商人……ああ、もう元、だったな。どうしたんだい、その白い服は。黒い衣装があんたの商標がわりだっただろ」

　そういって中年の店主はにやっと笑った。情報通なのは確かなようだ。コダートがすでに王宮御用達商人ではないことを知っている。

「あんた商売やめちまったのかい？　もったいねぇな。たった千ディナルで大たい砲ほう買ったって話は、今でも語りぐさなのにな」

　店主に言われて、コダートは苦く笑しようしながら、机の前に並べてある木でできた椅い子すに座った。

「もう昔の事だ。それより何か飲み物を。ああ、こっちの女は酒じゃないほうがいい」

　吞のん気きな口調で飲み物を注文したコダートの腕うでを、ジャリスがつつく。

「コダート、お酒なんてどうでもいいじゃない。それより早く情報を……」

　酒の用意の為、離れた店主に聞こえぬように、ジャリスがコダートに小声で耳打ちする。

「馬鹿、こういうのは焦あせっちゃ駄だ目めなんだ。交こう渉しようごとは任せろ。じゃないと足元見られるぞ」

　余よ裕ゆうの表情を浮うかべるコダートに、ジャリスは渋々と口を閉じた。

「はいよ、それにしても珍めずらしい客だな。あんたはこういう所が嫌いだって聞いたぜ」

　店主の差し出した酒を一気に飲んだコダートは、口元にだけ笑えみを浮かべる。表情は笑顔なのに、視線だけは鋭するどく店主から目をそらさない。そうするとコダートは妙に大人びて見えた。この顔をジャリスはよく知っている。マハル王国で商売をしていた頃のコダートは、こういう表情を浮かべていることが多かった。

「嫌いなわけじゃない。忙いそがしくてな」

　そのままコダートは、店主と世間話を始めてしまった。仕方なくジャリスはシャルマと一緒に、コダートの隣となりに座る。

「……なぁ、あんたプス船長の船に乗ってるって話は本当かい？　その白い服、バルク号の船服だろ。もしかして、その人がプス船長かい？」

　しばらくコダートと話した後、ふいに店主が値ね踏ぶみするように、シャルマを見ながらそう聞いた。シャルマはそんな店主に愛あい想そのいい笑みを浮かべる。

「いいえ、私は違ちがいますよ。プス船長は船の指揮に忙しくて、なかなか下船できないんです」

　その言葉に、ジャリスは思わず口を開いた。

「ちょっと、船長はわたし……」

　言いかけた所を、シャルマとコダートが思いっきりジャリスを睨にらみつけて、黙だまらせる。

「静かにしてる約束でしょう？」

　そしてすぐさまにっこり微笑ほほえんで、シャルマがジャリスにそう返した。

（もうっ、わたしが船長なのにー）

　ジャリスが船長だと言っても、この店主が信じないのは経験で判っている。女の船長などいるはずないと、鼻で笑われるのが落ちだ。判ってはいるが、ジャリスの心は悔くやしさで一いつ杯ぱいだ。

「プス船長の情報は、みんな喉のどから手が出るほど欲しがってるんだ。語り部達は色々言うが、実際どんな船長なのか、みんな言う事がまちまちだろ。何だったら高く買うぜ」

　自分の情報を高く買うと言われて、ジャリスは妙な気持ちになる。どうやら知らない所で、色んな憶おく測そくが飛び交かっているようだ。

「やっぱり噂うわさ通り、見あげる程の大男なのかい？　毛むくじゃらでいかつい海の男だって話が一番信しん憑ぴよう性せいがあるんだが、俺が仕入れた情報によると、どうやら異国の血を引いてるらしいな」

　惜おしい、とジャリスは心の中で叫さけんだ。異国の血を引いているのは合っているが、いかついのは違う。それ以前に自分は男ではない。

「まあ、当たらずとも遠からず」

　コダートは苦笑してそういうと、すっと表情を真しん剣けんな物に変え、低い声で店主に話しかける。

「プス船長の話は、本当は外にもらしてはならないんだが……あんたになら教えてもいいぜ」

　それを聞いた店主が、にやりとした笑みを浮かべた。

「だが交こう換かん条件があるんだろう？　黒の若獅子は抜ぬけ目がないからな」

　苦笑したコダートは、懐ふところからゆっくりと賞金首の手配書を出して机の上に置いた。

「ほう、賞金首かい。最近手配された男だな。過去最高額だって話じゃないか」

「捜さがしてる。何か情報は？」

　コダートが本題を切り出すと、店主は急に笑い声を上げた。

「何がおかしいの？　こっちの質問に答えてよ」

　約束を結局守れず、ジャリスがそう聞くと、店主は彼女を見ながら更さらに高笑いする。

「お嬢じようちゃん、いくらプス船長の情報とひきかえでも、一億ディナルの賞金首だぜ。そう易やす々やすと教えられねぇよ」

「ということは、何か知ってるんだな」

　コダートの言葉に、ふっと店主の笑い声が止やんだ。コダートの言葉は図星だったらしく、店主は急に真剣な顔になる。

「油断ならねぇな。まあ、隠かくしてもしょうがない。知ってるぜ。ただでは教えられないけどな」

「いくらだ？」

　情報を買う為ための金額を聞いたコダートに、店主はにやりと笑った。

「一千万ディナルだ。それ以下では売れねぇ」

　その金額にジャリスは目をむいた。それと同時に隣に座っていたシャルマが、急に席を立つ。

「帰りましょう。そんな大金を、たかが情報を買う為に使えません」

「勝手にしな。俺はどっちでもいいさ。一千万ディナル出しても情報が欲しいって奴やつはいる。何しろ一億ディナルだからな」

「本当に確かな情報なのか？　がせじゃないだろうな」

　大げさな態度でコダートがそう聞くと、店主がむっとしたように口を開いた。

「まさか！　まあ、あんたには特別に話してもいいが、ちょっと前にこのターラって男は、うちの店に来てるんだ。奴の行き先も俺は知ってるぜ。本人に直接聞いたからな」

　その店主の言葉にジャリス達は顔を見あわせる。フィクルを捜そう索さくし始めて、初めての有効な手がかりだ。どうしてもその情報は手に入れたかった。

「黒の若獅子さんよ。あんたにとっちゃ、一千万ディナルなんて大した額じゃないだろう。俺の情報は買って損はないぜ」

　先程まで酒に酔ってだらしなかった男が、急に態度を変えた。店主はコダートが王宮御ご用よう達たし商人をやめた事は知っているようだったが、彼がその財産をマハル王国に寄付した事までは知らないらしい。コダートの事を大金持ちだと思って、この話を持ちかけているのだ。

　コダートはそんな店主の様子に、薄うすく微笑んだ。

「なぁ、俺がどうやって、千ディナルで大砲を手に入れたか知りたいか？」

　コダートがそういうと、店主の目つきが明らかに変わる。

「そりゃ知りたいさ。結局詳くわしい話は誰も知らないしな。だが情報と引き換かえにはできないぜ」

　そう言いながらも店主の目がぎらついている。情報屋をやっているぐらいだ。他人の秘密を覗のぞくのが好きなのだろう。

　コダートは店主の背後に酒と一いつ緒しよに並んでいる、陶とう器きでできた片手でもてる程の杯を指した。

「その杯を三つと金貨を一枚持ってきてくれないか。……実はな、千ディナルっていうのは噓うそなんだ。俺は一ディナルもあの時払はらってない。ちょっとした賭かけで、大砲を手に入れたんだ」

　コダートはそういうと、店主が持ってきた杯を三つとも逆さに並べた。

「賭けは簡単だ。このどれか一つにあんたが金貨を入れて、俺がそれをどこにあるか当てる。三回連続で俺が当てられれば俺の勝ちだ。情報を貰もらう。一回でも間ま違ちがえればあんたの勝ち。どうだ？　あんたに有利な勝負だろう」

　それを聞いた店主がふん、と鼻を鳴らした。

「いかさまする気だな？」

「いかさまなんてとんでもない。ここはあんたの店で、あんたの杯に金貨だ。金貨を入れるのもあんた。俺達は目め隠かくしして後ろを向くよ。仲間がいない証しよう拠こに、どこか別室に移ってもいい」

　余裕を見せてそういうコダートを、探さぐるような目つきで見ていた店主は、ふいに彼から視線を逸そらして横を向いた。

「面おも白しろそうだが、あいにくと俺にはその賭けを受ける理由がないな。勝ったって何の得にもならねぇ。まあ、そのお嬢ちゃんが商品としてついてくるなら、話は別だけどな」

　不ふ穏おんな目つきで見つめられて、ジャリスは思わず背筋に悪お寒かんを覚えた。

「わたしが商品って……この店で働けって事？」

「店が嫌いやだったら俺の家でもいいぜ。あんたみたいに若い娘むすめは大だい歓かん迎げいだ」

　店主のいやらしい笑い声が辺りに響ひびいた。さすがにその意味が判らない程ほど、ジャリスも子供ではない。だがすぐに店主の笑い声が、ジャリスの隣でどん、と立てられた音に遮さえぎられる。

　見るとシャルマが、机に両手程もある布袋を勢いよく置いた所だった。

「金貨で百万ディナルあります。これを賭かけるというのはどうでしょう」

　その言葉にジャリスは驚おどろいた。こんな大金を持ち歩いているシャルマにも驚きだが、命の次に大切な……いや、もしかしたら命より大事だと思っているかもしれないお金を出したのだ。

「あなたが勝てば情報もいりません。この金貨も差し上げます。賭けだってあなたに有利な勝負なんです。まさか断りませんよね」

　微笑みを浮うかべていても、目は笑っていない。こういう表情のシャルマに逆らうと、後が怖こわいことをジャリスは知っている。店主にも、シャルマの冷たい笑みは効果があったようだ。

「い、いいだろう。どうせ三回連続なんて無理に決まってるからな」

　店主はそういうと、コダート達を奥にある部屋へと案内した。




　ジャリス達が連れてこられた店の奥は、うす暗い狭せまい部屋だった。あちこちに空の酒さか瓶びんやつまみの材料が置いてある。部屋の真ん中に木の机があり、その椅い子すにコダートが腰こし掛かけた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね。もし負けたら、一生船でただ働きして貰いますよ」

　シャルマの冷たい声に、コダートは妙みように自信ありげに頷うなずいた。

「多分、大丈夫だ。どうせ一千万ディナルなんて用意できないんだ。よしんば金を集めても、足元見られてもっと吹ふっかけられる。ここで勝負に出た方がいい」

「多分ってなんですか？　そんな弱気な事でどうするんです」

　座る場所がなくて立っていたジャリスの隣となりで、シャルマが憤いきどおった様子でそう言った。

「勝負は時の運さ」

　コダートが肩かたを竦すくめてそういった時だ。部屋の扉とびらがゆっくりと開いた。薄うす笑わらいを浮かべた店主が、盆ぼんに先程の三つの杯と金貨を一枚載のせて、部屋に入ってきたのだ。店主はそれをコダートの前にある机に置いて、黒い布きれをジャリス達に渡わたした。

「金を机に置け。それから目隠しだ。早さつ速そく始めよう。それから後でやっぱりやめるなんて泣き言は通じないからな」

　店主に言われて、コダートは余よ裕ゆうの表情のまま頷き、黒い布きれで目を覆おおう。そんな彼に倣ならって、ジャリスとシャルマも目隠しをした。真っ暗になってしまった視界の先で、何事か店主が動いている気配は感じる。ジャリスは必死で耳を澄すまし、手がかりになるかもしれない音を拾い上げようとしたが、何も聞こえなかった。しばらくして店主が合図したので、ジャリス達は目隠しを取る。先程とまったく変わりないように見える杯に、ジャリスは眉まゆを寄せた。

「どれなんだろう。シャルマ、わかった？」

「いいえ、あいにく」

　お金がかかっている以上、シャルマも相当真しん剣けんだ。冷静を装ってはいるが、食い入るように杯を見る視線は恐おそろしい程だった。反対にコダートは口元に手を当てたまま、目を眇すがめているだけだ。その顔には少しの焦あせりも見受けられない。

「さあ、どれだ？　黒の若わか獅じ子しさんよ」

　しかし店主も鷹おう揚ような態度を崩くずさなかった。明らかにこれは運の勝負だ。三回連続で当てる事などできはしないと、高をくくっているのが感じられた。

「……右だ。一番右。ああ、俺から向かって右だ」

　そんな店主の問いに、コダートがあっさりと、ジャリス達から見て一番右の杯を指さした。

　その瞬しゆん間かんに店主がすっと表情をなくすのを、ジャリスは見み逃のがさなかった。

「開けてくれよ」

　笑えみをなくした店主と対照的に、コダートは自信たっぷりにそういう。店主の骨張った手がゆっくりと動いて杯を開ける。そうすると、中から光を放つ金貨が現れた。

「あったー！　凄すごいっ。コダート」

　歓かん声せいを上げたジャリスとほっと胸をなで下ろしたシャルマに、店主はむっとした顔をする。

「まぐれだ、そうそう続きやしないさ」

　そういって店主は再びコダート達に目隠しさせると、二回目の賭けを始めた。しばらく待ってから、店主の合図で目隠しをとったジャリス達は、やはり少しも変わった様子のない杯に困こん惑わくする。しかしコダートは再び口元に手を当てると、すぐに金貨の場所を指し示した。

「今度も右だ。さっきと同じ」

　あっさりと答えたコダートに、ジャリスは思わず心配になって叫さけんだ。

「もっとよく考えなくていいの？」
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「そうですよ。せっかく一回目が当たったんですから、ここはじっくり考えた方が……」

　だがコダートの気持ちは変わらなかったらしい。再び右みぎ端はしの杯を指し示した。

「いや、じっくり考えても一緒さ。間違いない。ここに金貨はある」

　コダートの言葉に、店主は再び目を据すわらせた。その口元がわなわなと引きつっている。コダートがもう一度店主を促うながすと、彼は渋しぶ々しぶと杯を開けた。すると先程と同じ金貨が、薄うす暗ぐらい部屋の中で眩まぶしい程の煌きらめきを放っていた。

「やった！　後一回よっ」

「偶ぐう然ぜんだっ。次は絶対にあたらないさ！」

　声こわ高だかに店主が叫ぶのを聞きながら、ジャリス達は三度、目隠しをした。

　ジャリスが耳を澄ましていると、陶器でできた杯に金属が当たる音が、かすかに聞こえた。

「いいぞ、当てられるものなら当ててみろ！」

　店主が今度は自信満々に言い放つ。しかしジャリスには先程聞こえた金属音から、金貨がどこにあるか予想がついていた。

「コダート、今度は左よ。わたし耳がいいの」

　こっそりとコダートに耳打ちするが、彼は珍めずらしく眉み間けんにしわを寄せて考え込んでいた。

「左だってば。コダート」

　じれたように彼の身体からだを揺ゆさぶったジャリスに、コダートはゆっくりと首を横に振ふった。

　先程までの彼とは様子が違ちがう。つり上がった瞳ひとみで店主を睨にらみつけたコダートは、いきなり立ち上がって机の上を叩たたいた。

「ふざけた事してくれたな。いかさまするなんて、カトゥーナ国一の情報屋の名がなくぜ」

　コダートにそう言われ、店主が一いつ瞬しゆんで青ざめた。何度も目を瞬しばたたかせて、コダートを見あげる。

「な、何馬ば鹿かな事を……」

「この中に金貨は入ってない。どうせ後から杯を開ける時にこっそり入れようと思ったんだろ」

　コダートはそういうと、素す早ばやく三つの杯を開けた。すると確かにコダートの言う通り、その杯の中に金貨は影かげも形もなかったのだ。

「あ、あんたが今開ける時に、金貨をとったんじゃ……」

　あくまで惚とぼける店主の腕うでを、いつの間にか彼の背後に移動したシャルマが捻ひねり上げた。

「ずるはいけませんね。お仕置きが必要でしょう」

「うわぁぁぁ！」

　店主の腕を更さらに捻り上げたシャルマは、彼の手に隠かくされていた金貨を取り上げる。

「私が嫌きらいな事の二つ目が不正です。悪い事をすれば、必ず天てん罰ばつは下るものです。あ、そうそう、私のお金を返して貰もらいますね」

　穏おだやかな口調だが、有う無むを言わさずシャルマは片手で男の腕を締しめ上げて、もう片方の手で机の上の金貨を、腰帯にくくりつけた革かわ袋ぶくろに素早く戻もどした。

「約束よ。コダートは賭けに勝ったんだから、情報を教えてちょうだい」

「勿もち論ろん、教えて頂けますよね。早いほうがいいですよ。このままだと腕が折れます」

　シャルマの一言と同時に捻り上げられた腕の痛みに、店主が悲鳴を上げた。

「わ、判ったっ。俺が悪かった。教えるから放してくれっ」

　その言葉でどうにか腕が折れる前に解放して貰った店主は、恨うらめしそうにシャルマを見あげた。だがすぐさまシャルマの冷たい視線にびくりと身体を震ふるわせて、恐こわ々ごわ口を開く。

「そいつは……そのターラって男が店に来たのは半月ほど前だ。海図が欲しいって来たんだよ。その時はまだ賞金首の手配書が回ってなかったから、あいつが賞金首だって知らなかった」

「海図だと？　それは一体どんな海図だ」

「……船の墓場、バーナムへの航路を示した海図だよ」

　それを聞いたジャリス達は顔を見あわせた。聞いた事のある名前だったのだ。

「バーナムって、カトゥーナ国から北の方角にあるっていう島でしょ。恐ろしい船の墓場だって噂うわさは知ってるけど、実在の島じゃないってきいたわ」

　ジャリスがそういうと、店主は恐ろしそうに目を伏ふせながらそれを否定した。

「いいや、バーナムは実在する。島の周りは波が荒あらくて、小さな船で近付くと波にもまれて沈しずんじまうんだ。それが船の墓場と呼ばれる所以ゆえんさ。大型船でも天候によっちゃ危ない。それに一度島に上陸すると、生きては戻れないってもっぱらの噂だ。でもターラはどうしてもそこに用事があるって言うんだ。何でも一いつ緒しよにいた男を、連れて行かなきゃいけないとか何とか……」

　それを聞いたジャリスが、きらりと目をひからせた。

「一緒にいたのは、どんな男だったの？」

「どんなって、頭からすっぽりと布っきれを被かぶってたから、顔はよく判わからなかっ……うわぁっ」

　再びシャルマに腕を摑つかまれた店主は、悲鳴を上げた。

「ちゃんと思い出してください」

　顔は笑顔だが、シャルマの声は恐ろしいほどに冷たい。逆らえばどうなるか、店主は身体でよく判っているようだった。

「わ、判った！　顔は本当に判らなかったんだ。でも確かターラは、フィクルって呼んでたっ」

　店主の悲痛な叫びとともに出た言葉に、ジャリス達は顔を見あわせる。やっと手がかりがみつかったのだ。シャルマにようやく腕を放して貰った店主に、今度はジャリスが微笑ほほえみかけた。

「その海図、わたし達も貰うわ。いいでしょ」

「勿論いいですよね」

　続いてにっこり笑ったシャルマに、店主は怯おびえたように何度も頷うなずき、壁かべに取り付けられた棚たなから、海図を取り出してジャリスに渡わたした。

「や、やるよ。だからもうあんた達、帰ってくれよっ」

　そのまま気が抜ぬけたようにへたり込んで、泣き言を言った店主に、コダートが膝ひざをついて口を開いた。

「もう一つ、不思議な指輪の話を聞いた事はないか？　それかシャイターンの事でもいい」

「シャイターンって、あの魔物ジンの中でも一番恐ろしい悪あく魔まってやつか？　そんなの本当にいる訳ないだろ。それに、不思議な指輪なんて話はいくらでもあるぜ。みんな眉まゆ唾つばだけどな」

　眉を寄せた店主の答えに、ジャリスは肩かたを落とした。もしかしたら、マハル王国で奪うばわれた指輪の手がかりが見つかるかと思っていたのだ。だが指輪に関する情報は何も得られず、ジャリス達が仕方なく部屋を出ようとした時だ。店主の呟つぶやくような声が、ジャリスの耳に届いた。

「指輪が一体どうしたって言うんだよ。あいつも指輪がどうのって……」

　その言葉を聞き逃のがさなかったジャリスが、慌あわてて店主に詰つめ寄よる。

「あいつって誰？　わたし達の他ほかにも誰か指輪の事を聞いた人がいるの？」

　ジャリスに胸むなぐらを摑つかまれて、店主の身体が大きく揺さぶられた。

「わ、判ったよ。話すから……ターラだよっ。あいつが指輪の情報を欲しがってたんだ」

　その言葉に、ジャリスは賞金首の手配書に描えがかれた、ターラのにやけた顔を思い出していた。




　店を出た時には辺りはもう既すでに真っ暗になっていた。いつもなら寝ねている時間だ。ジャリスは両手を上げてのびをしてから、先程店主に聞いた情報を頭の中で整理した。

（もし、ターラが連れていた男がフィクルだとして、なんで二人は一緒にいるのかしら？　彼が呪じゆ術じゆつ師しに飲まされた薬って、一体……）

　だが薬はどうやら毒ではなかったらしい。酒場に姿を見せたのがフィクルなら、失しつ踪そうして半月以上経たってからここに現れた事になる。つまり彼は生きているということだ。最悪薬のせいで、命を落としている可能性もあっただけに、ジャリスはほっと胸をなで下ろした。

　ターラの目的が何であるかは不明だが、情報はやっと手に入った。後は行動するのみだ。

「ターラの探してる指輪……あのマハル王国の銀の指輪とは、関係ないんだろうか」

　コダートが夜空に浮うかんだ月を見あげて、低い声でそう呟いた。

　店主が言うには、ターラは緋ひ石せきと翡ひ翠すいをくり貫ぬいて作った、二つの指輪を探していたらしい。

「どうかしら。でもターラが探している指輪は、マハル王国の銀の指輪とは全く別の物でしょ」

　そうは言ったが、ジャリスも何だかその指輪の事が気になっていた。マハル王国で魔物達が皇子であるイルシュを誘ゆう拐かいしたのは、王家に代々伝わる指輪を手に入れる為ためだった。魔物達に奪われてしまった指輪を、必ず取とり戻すとイルシュに約束したジャリス達は、その行方ゆくえを捜さがしているのだ。

「ここで考えていても判らないでしょう。ターラを早く見つけて問いただせばいいことですよ。それより、コダート。見事な勝利でしたね。でも勝負は時の運じゃなかったんですか？」

　シャルマに言われて、コダートはふっと笑えみを浮かべた。

「ああ、そうだ。確かに時の運だ。でも俺は勝ち目のない勝負はしないんだ。商人だからな」

「じゃあ勝ち目が最初からあったの？　でもあの賭かけはどうみたって、運の勝負でしょ」

　目を丸くしてそういったジャリスに、コダートは肩を竦すくめて苦笑した。

「……実はな、俺は今まであの賭けで負けた事がないんだ」

　ジャリスは思わず自分の耳を疑った。負けた事がないとは一体どういう意味だろう。賭けで必ず勝つ方法などあり得るのだろうか。

「も、もしかしてずるしたの？　コダート」

「違うね、いかさまなんて必要ない。なぜなら、俺は絶対にあの賭けで負けないからだ。チェスや札を使う賭けはさすがに全勝とまではいかないが、ああいう運が勝負の賭けは、生まれた時から一度も負けたことがない。じっと見るとどこに金貨があるか判る……というか感じるんだ。理り屈くつじゃ説明できないんだが……」

（す、すごーい！　でもそれが本当なら、もう勘かんとかいう問題じゃないんじゃ……？）

　実際に目まの当たりにした勝負は、コダートの言う事を証明していた。だが必ず当たる事を、勘と呼んでいいのかジャリスが悩なやんでいると、隣となりにいるシャルマがほくそ笑んで口を開いた。

「では賭と場ばに行けば、大もうけできますね」

「そうだが、あんまりやりたくはないんだ。勝つと判わかってる勝負程つまらない物はないからな」

　コダートはそういうが、航行費用がなくなれば、シャルマに嫌いやでも賭場に行かされるだろう。ジャリスは今からその光景が目に浮かんだ。

「で、でも海図も手に入ったし、手がかりが見つかったんだからバーナムに行ってみましょう」

「どうやって？」

　シャルマに冷静に言い返されたジャリスは、きょとんとして口を開いた。

「どうって、バルク号で……ああっ！」

　ジャリスはそこまで言って、すぐに自分達の状じよう況きようを思い出した。

「出港禁止だったんだー！」

　夜の港町に、ジャリスの声が響ひびき渡った。
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　太陽の光が燦さん々さんと降りそそぐ甲かん板ぱんで、ジャリスはブブ鳥のルークを呼び出すための笛を取り出した。この笛を吹ふくと、どこにいても飛んできてくれる巨きよ大だいな怪かい鳥ちようのルークに乗れば、バーナムまで行けると思ったからだ。

「何してるんですか！」

　だが笛を吹こうとしていたジャリスに、丁度船室の扉とびらを開けて出てきたシャルマが、目を見張って叫さけぶようにそういった。彼はすぐにジャリスの許もとに駆かけ寄って、笛を取り上げる。

「バーナムに一人で行く気ですね。駄だ目めですよ」

「様子を見てくるだけよ。平気」

「いいえ、一人では危険です。本当にターラがバーナムにいるかどうかはまだ判らないんですよ。急せいては事をし損じます。ここはみんなでバーナムに行く方法を考えるべきです」

　シャルマの言う事も尤もつともだった。しかし現状ではそれはかなり難しい。それが判っているからこそ、ジャリスは一人ででもバーナムへ行ってみようと思ったのだ。

「ジャリス、これだけは譲ゆずれません。これ以上心配かけないでください。お願いですから」

　いつも嫌みを言いながらも、シャルマはある程度、ジャリスが自由に行動するのを見守ってくれる。だが今のシャルマは、見た事もないような憂うれいを帯びた表情を浮かべ、ジャリスの腕うでを摑んだまま放さない。痛い程強いその力が、シャルマの気持ちをジャリスへと伝えていた。

「……判ったわ。違ちがう方法を考えましょう」

　そうは言ったが、バルク号が使えなければ、バーナムに行く方法はない。小こ舟ぶねなら借りられるかも知れないが、波が荒あらいというバーナムに小舟で行くのはあまりにも危険だった。ジャリスは船乗りとしての経験は浅いが、海の怖こわさは十分に判っている。

　考え込んでいるジャリスに、シャルマが言いにくそうにしながら口を開いた。

「ジャリス、盟主様に出港禁止を解いて貰もらえるよう、直じか談だん判ぱんしてはどうでしょう」

「そんなの絶対に無理よ。父さん……盟主様が許可を出すはずないわ。海かい賊ぞくの見習いになる時も散々反対されたのよ」

　ジャリスが育ったのは、カトゥーナ国から船で半日程行った所にある小さな島だ。ルタナ島というその島は島民が数十人しかおらず、のんびりしていてジャリスは大好きだった。ジャリスをその島で育てるよう指示したのは、祖父であるシンリクット船長だったという。理由は判らないが、祖父の命令は絶対だ。だからジャリスは、アラバーナ大陸で成人とされる十五歳まで、ルタナ島を出る事は許されなかった。

　だがジャリスは、少しも寂さびしいと感じた事はなかった。親代わりにジャリスを育ててくれたナッシルは優やさしかったし、同盟の仕事がある為にヘンリスで暮らす父のマラファムも、忙いそがしい合間を縫ぬってジャリスに会いに来てくれた。あまり表情の変わらない父を、少しでも笑わせることが幼いジャリスの楽しみだったのだ。

　そんな父とすれ違い始めたのは、ジャリスがヘンリスにやってきた十五歳の時だ。父は、ジャリスが海賊になりたいと見習いの許可を求めた時に、こういったのだ。

　何の為に海賊になりたいのか、と。

　ジャリスはその問いに、人の役に立ちたいからだと答えた。その気持ちに偽いつわりはない。だがそれを聞いた父は、お前が海賊になるのは無理だと、一言そういった。なぜなのか理由を教えてはくれなかった。それでもどうしても海賊になりたいのだと言い張ったジャリスに、渋しぶ々しぶ父は見習いとしての許可を与あたえてくれたのだ。

「娘むすめとして会いにいっても拒きよ否ひされるのよ。どうやって直談判するの」

「では海賊の見習いとして、正式な面談の申しん請せいをするのはどうでしょう。盟主が見習いの報告を聞くのは義務のはずです。断れませんよ」

　そう言われてジャリスは唇くちびるを嚙かんだ。お前には無理だ、と一言言われた時の、冷たい父の表情を思い出すと泣きたくなる。また拒きよ絶ぜつされたらと思うと、どうしてもその勇気が出なかった。

「……駄目よね！　これじゃ」

　だがジャリスは自分を鼓こ舞ぶするようにそういうと、顔を上げて大きく息を吸い込んだ。

「同盟に行って正式な申請を出してくる！　いつまでも同じ所で迷ってたら先に進めないもの」

　決心したジャリスは、甲板から広大な海を眺めた。物心ついた時からずっと見ている海だが、いくら見ても見み飽あきる事はない。

　この海の向こうには何があるんだろうと、ずっと思っていた幼い自分と、船長としてここに立っている今の自分はもう違ちがうのだと、ジャリスは心を奮い立たせていた。




　同盟へ面談の申請を出しに行ったジャリスは、夜も更ふけた甲板で一人物思いに耽ふけっていた。

　申請は受理された。明日は久しぶりに父に会えるのだ。ジャリスは嬉うれしくもあり、その反面恐おそろしくもあった。偉い大だいな父はジャリスの誇ほこりでもあったが、盟主としての彼はジャリスを娘とはみていない。海賊を目指して同盟の一員になったのだから、それは仕方のない事だ。判ってはいるのだが、冷たくされるのは辛つらかった。

「ジャリス、ごはんできてるぞ。食べないとリクにみんな食われちまうぞ」

　そんなジャリスに、船室の扉を開けてナッシルが声をかけた。

「うーん、いい。今日はいらない」

　とても食欲などない。ただでさえ父と会うのは緊きん張ちようするのに、その父に出港禁止を解いて貰うよう、説得しなければならないのだ。

「いらないって、いつもはリクと競きそい合って食べてるお前が？　変な料理作って全部美味おいしいってみんな食べちまうお前が？」

　おどけたようにそういったナッシルに、ジャリスはむっとして口を開いた。

「やめてよっ。わたしが凄すごい大おお食ぐらいみたいじゃない。一応年とし頃ごろなのよ。そういうこと言われると傷つくの。それにわたしの料理は、世界一美味しいじゃない」

　言い切ったジャリスに、ナッシルが苦く笑しようしながら近付いてくる。そしてジャリスの足元に座り込むと、酒瓶びんの蓋ふたを開けてごくりと吞のんだ。

「何だか面めん倒どうな事になってるみたいだな。女王様の恋こい人びとを捜さがすのに船がいるんだって？」

　ナッシルがジャリスのやる事を知りたがるのは珍めずらしい。一いつ緒しよに旅しているが、ナッシルはあまり船から外には出たがらないのだ。ジャリスの行動を止めはしないが、手助けする事もほとんどなかった。

「うん、フィクルって人なんだけど……どうやら同盟が指名手配してる男と一緒にいるみたい」

　ジャリスはそういって、酒場で仕入れた情報をナッシルに話して聞かせた。そしてフィクルが一緒にいると思われる、賞金首の男の事を話す。

「名前はターラって言うらしいわ。これが手配書」

　ジャリスがそういうと、ナッシルは吞もうとしていた酒瓶の手を止めて首を傾かしげた。

「ターラ？」

　眉まゆを寄せたナッシルが、ジャリスの差し出した手配書に目を移した。

「なんじゃっ、こりゃ！」

　それを見たナッシルが、船中に轟とどろくかと思うくらいの大声を上げた。あんぐりと口を開けて手配書を食い入るように見つめているナッシルに、ジャリスは頷うなずいた。

「驚おどろくのも無理ないわ。一億ディナルだものね」

　賞金額が半はん端ぱではないのに驚いたのだろうと、ジャリスがそう言うと、ナッシルは目を瞬しばたたかせ慌あわてて頷く。

「そ、そうだな。一億ディナルの賞金首なんて初めてだぜ」

（変なの……。こんなナッシル初めて見るわ。何だか動どう揺ようしてるみたい……）

　ジャリスが、声をうわずらせたナッシルをいぶかしそうに見ていると、彼は一つ咳せき払ばらいをして、再び手配書を見ながら声を上げた。

「それより、ジャリス。確かなのか？　この男がバーナムにいるって」

「ええ、どんな用事かは判わからないけど、バーナムに行かなければならないと言っていたそうよ。彼と一緒にいたのがフィクルみたいなの。何とか二人の後を追いたいんだけど、船が……」

　そこまで言って、ジャリスは停てい泊はくしたままのバルク号の手すりに摑つかまり、口を噤つぐんだ。

「まあ、マラファムを頑がん張ばって説得してこいよ。あいつは頑がん固こだが判らず屋じゃない、多分な」

　ナッシルにそう言われて、ジャリスはため息をついた。そしてふと何かを思いついたように、座ったままのナッシルに視線を移す。

「…ねぇナッシル。わたしの母さんの事聞かせて」

　ジャリスが言うと、優しく微笑ほほえんだナッシルが肩かたを竦すくめた。

「またかよ。お前は子供の時から、何かあると母親の話を聞きたがるな」

　シンリクット船長は多くの孤こ児じ達を育てた事でも知られている。ナッシルやマラファムもその中の一人だ。血の繫つながりはなくても、マラファムは弟としてナッシルの事を信しん頼らいしていた。口さがない者達の中には、ジャリスの母を異国の踊おどり子だと悪く言う者も多い。ジャリスがそれを気にしないでいられるのは、父と母の真実の姿を、ナッシルが聞かせてくれるからだ。

「お前の母親はいい女だった。綺き麗れいだし優しいし、いつもは大人おとなしいのに、間ま違ちがった事には絶対屈くつしない強い精神の持ち主だった。それに、あのマラファムを殴なぐり飛ばした勇気ある女性だ」

　ナッシルのその話は、何度聞いてもジャリスを驚かせる。あの父を殴った母とはどんな人なのだろうと。

「まあ、あれはマラファムも悪いんだ。あいつ頭固かたいだろ。最初異国の女に不信感を抱いだいていたんだよな。でもひっぱたかれて目が覚めちまったんだ。ついでに恋こいも生まれたみたいでさ。ああー、何であの時、俺は二人のことに気づかなかったんだろうなっ」

　ナッシルが母の事を話すと、必ず最後はこの話に行き着く。

「俺の初はつ恋こいだったんだぜ。海で漂ひよう流りゆうしていた彼女を助けたのはマラファムだけど、優しくして面倒みたのは俺なのに。いい所は全部マラファムが持っていっちまうんだ」

　嘆なげいたナッシルにジャリスは苦笑する。ナッシルが母の事を好きだったという話は、もう何度も聞かされていた。その度たびにマラファムに取られたと悔くやしがるのだ。おかげで三十代後半になってもまだ独身だとぶつぶつ言う。

　だがこれが自分を元気づける為ための話だと、ジャリスには判っていた。この話の最後はいつも同じ言葉で締しめくくられる。

「異国の女を妻にしたマラファムには、相当な障害もあった。でもお前の父さんと母さんは、それを乗り越こえたんだ。お前はそんな二人に愛されて生まれてきた、奇き跡せきの子供なんだよ」

　優やさしい瞳ひとみでナッシルにそう言われると、ジャリスの心の中にゆったりと温かい感情が芽生えてくる。たまにしか会えないが、父の無言の愛情は感じていた。

　まだ幼い頃ころ、流行病で高熱が続いた時に、父はナッシルの連れん絡らくを受けてすぐに駆かけつけてくれた。そしてずっとジャリスの手を握にぎってくれていたのを、今でも覚えている。病気が治った後はすぐに同盟に戻もどってしまったが、それでもジャリスは自分が愛されている事を実感できた。

「でも……父さんはわたしを認めてはくれないわ。海かい賊ぞくになりたいって言った時も反対した」

　ナッシルの前でジャリスは思わず本音を漏もらす。これはナッシル以外の乗組員には決して言えない事だ。ずっと自分を見守り育ててくれたナッシルだからこそ、そんな自分をみせられた。

「ジャリス、お前が海賊になりたいって、初めて言ったのはいつだ？」

　だがナッシルに突とつ然ぜんそう聞かれ、ジャリスはそういえばいつだったろうと、考えを巡めぐらせた。

　ルタナ島にいた住民達は同盟に籍せきを置く者達の家族だった。その住民達からジャリスは海賊の事、祖父のシンリクット船長の事、そしてその同盟を取り仕切る偉大な父の話を聞いていた。

　そして幼いジャリスは、父がルタナ島を訪おとずれた時にこういったのだ。海賊になりたい、と。

　あの時は、そうすれば父の側にずっといられると、単純に思っていた。ジャリスがそういった後の父は、珍しく薄うすい笑えみを浮うかべていた。

「子供の時かな。あの時は父さんも、子供の言う事だからって本気にしてなかったみたい」

　そんなジャリスにナッシルは一つ息をつき、しばらく考え込んだ後、おもむろに口を開いた。

「これは、俺が言う事じゃないかもしれない。本当はマラファムが自分の口で言うべきなんだが……。お前、ルタナ島にいた時からアラバーナ大陸各国の関係とか歴史とか、作法や古代文字にいたるまで、勉強させられてただろう？」

　そういわれて、ジャリスは頷いた。最初はナッシルが教師だった。だが大きくなるにつれて勉強も専門的になり、ナッシルが島の外から教師を連れてきてくれた。ジャリスは勉強するのが好きだった。自分が優ゆう秀しゆうになれば、父の為に働けるかもしれないと思っていたからだ。

「あれは、ナッシルが……」

「違ちがう、あれはマラファムの指示なんだ。いいか、お前は島で育ったから判らないかもしれないが、女性があんなに専門的な勉強をするなんてあり得ない。せいぜい行ぎよう儀ぎ作法を習って嫁よめに行くのが、名家に生まれた女性の務めだ。なのにお前は、一国の皇子に匹ひつ敵てきする程ほどの知識を勉強してる。お前に教える為に島に来た人達は、有名な賢けん者じやや学者ばかりだ。それを手配したのはマラファムなんだぞ」

　そういわれて、ジャリスは驚いて目を見開いた。ジャリスの教師達は数人いて、みんな優しいが、授業には厳しい人達ばかりだった。熱心に教えてくれる先生達に応えようと、必死で勉強したのを覚えている。

「父さんが……どうして？」

「どうしてか考えてみるといい。ただこれだけは言っておく。マラファムはお前の事を大切に思っているよ。お前の意思を最大限尊重しようとしている。それに応えられるかはお前次し第だいだ」

　ナッシルの言葉がジャリスの胸に突つき刺ささる。

　その意味を考えるには、夜の静かな海は最適だった。
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　同盟はカトゥーナ国の王宮にも負けない程大きい。石造りの建物で、四よ隅すみに高い尖せん塔とうと真ん中には大きな丸まる天てん井じようがあった。しかし王宮と違うのは、壁かべや扉とびらに華か美びな装そう飾しよくが一いつ切さいない所だ。それがまるで無む駄だな事を嫌きらう父のようだと、ジャリスはここに来るたびに思う。

　一いつ緒しよについてくると言ったシャルマやコダートを断り、ジャリスは一人で同盟へと赴おもむいた。何も言わず肩を叩たたいてくれたナッシルに、元気良く、行って来ます、との言葉を残して。

　盟主と直接面会できる時間は限られている。その中で父を説得する自信は、はっきり言ってなかったが、それでもジャリスは父と一人で会うべきだと、昨夜一晩考えて心を決めた。

「盟主様は、中庭に居おられます」

　案内の男にそういわれ、ジャリスは頭を下げる。建物の中も広いが調度品の類たぐいは一切なかった。中庭に続く廊ろう下かを歩いていると、ジャリスの耳に数人の男達の声が聞こえる。

「あれを見ろ。ジャリスじゃないか。帰ってきてたのか」

「知らないのか？　今バルク号は出港禁止なんだ。大方父親に泣きつきにきたのさ」

　声を落としているが、わざと聞こえるように話している男達。本当にここは変わっていないとジャリスは思う。初めてきた時、同じように容姿や母親の事を言われて腹をたてていたが、今はもう気にならない。自分にはやるべき事があるのだ。走り出した以上、止まる事は許されない道だ。

　同盟の中庭は、丁てい寧ねいに手入れされた緑で溢あふれている。中心に泉があり、そこから引いた水は小川となって庭を流れていた。泉の脇わきには植物の蔓つるを巻き付けた棚たながあり、その下の日ひ陰かげに木でできた椅い子すと机が置いてある。

　その椅子に座り、後ろを向いているのは間違いなく父だった。一目で判わかるその後ろ姿に、ふいに涙なみだがこみ上げてくる。それが嬉うれしさからくるものだと、ジャリスはすぐに気づいた。結局、自分は父に会いたかったのだと痛感する。

「手短に」

　振ふり向きもせずそういったマラファムに、ジャリスはぐっと涙を堪こらえて膝ひざを折り頭を下げた。

「バルク号船長、ジャリス・シンリクットです」

「判っている。無駄な事はいい。顔を上げて、手短に」

　冷たい低い声。それでもジャリスは顔を上げる。すると、いつのまにかこちらを向いているマラファムと、視線がぶつかった。今年確か四十歳になるはずだ。だが鍛きたえられた大おお柄がらな体たい軀くも鋭するどい眼光も、少しも変わっていない。久しぶりに会う娘むすめにも、その表情が動くことはなかった。ここにいるのはジャリスの父ではなく、海賊同盟の盟主なのだ。

「バルク号の、出港禁止の撤てつ回かいをお願いにあがりました」

　ジャリスがそういうと、マラファムはわずかに眉み間けんのしわを深くする。

「沙さ汰たがあるまで、待つように指示したはずだが」

「納なつ得とくいきません。マハル王国の旗を認めるかどうかは同盟の判断に任せますが、なぜ出港禁止なのですか？　このままカトゥーナ国に足止めされては、私達の目的が果たせません」

　ジャリスがそういうと、マラファムは一いつ瞬しゆん目を眇すがめて、ゆっくりと口を開いた。

「目的とは、海賊になる事か？　前にも聞いたが、お前はなぜ海賊になりたいのだ」

　その言葉に、ジャリスは自分を奮い立たせるように膝に置いた右手を握りしめ、強い意志の光を宿した瞳をマラファムに向けた。

「わたしは以前、海賊になりたいのは人の役に立ちたいからだと答えました。今でもその気持ちに変わりはありません。ただ以前のわたしが憧あこがれと……そしてあなたに認めて貰もらいたいという気持ちで、海賊を目指していた事も事実です」

　正直な気持ちだった。父もきっと気づいている。隠かくしても始まらないとジャリスは思った。

「今でもその気持ちはないとはいいません。でも以前とは違ちがう事もあります」

　ジャリスはそこで一呼吸置くと、気合いを入れるように腹に力を入れた。

「違う事とは？」

　低いマラファムの声は、それだけでジャリスを緊きん張ちようさせる。だが自分には守らなければならない約束と、果たさなければならない目的がある。ここで父に負けてしまうようでは、海賊を目指す資格さえないだろう。

「マハル王国での事は、同盟にも報告されているはず。アラバーナ大陸で魔物ジン達が暗あん躍やくしはじめています。彼らを野放しにしておいては、いずれこの大陸の大きな障害となるでしょう。わたし達は、彼らの行方ゆくえと目的を突き止めたいのです。もちろん海かい賊ぞくの資格も得たいと思っています。その資格があれば、もっとわたしにできる事も増えるからです。資格を取るのは、平和への道を探さがす、一つの手段でしかありません。ですが大陸の現実をこの目で見た今、少しでもアラバーナ大陸が平和になるように、自分の信じた道を進みたいのです」

　ジャリスは必死で感情を押し殺そうとした。成功しているかは判らないが、取り乱さず話せたと思う。しばらくの沈ちん黙もくが中庭に流れた。鳥たちのさえずりが妙みように耳について離はなれない。

「……海賊になりたいと言う者は多い」

　マラファムが突然何を言い出したのかと、ジャリスは彼を見つめる。

「だがなぜ海賊になりたいのかを問うと、多くの人間がこう答える。海賊になれば人の役にたてるだろうから。大陸の為ためになるだろうから。そう言う人間は挫ざ折せつする者が多い。なぜなら具体的な目的がないからだ。自分が海賊になって、何をしたいのかを示せない。資格を取ることが一番の目的になってしまって、資格を取った後どうするかまで考えていない。それでは各国のスルタン達は海賊として彼らを認めない」

　その言葉にジャリスは、以前の自分が彼の言う目的のない見習いだったと判って、恥はずかしくなる。

「大切なのは海賊になって、自分が何をしたいのかということだ。資格はその目的を補ほ佐さするだけのものでしかない」

　マラファムはそういうと、静かに立ち上がった。そしてジャリスに向かって一歩歩み寄る。

「マハル王国で魔物ジン達に指輪を奪うばわれたそうだな？　それはどんな指輪だ」

「銀の指輪です。王家に代々伝わる不思議な指輪を、魔物達に奪われてしまいました。わたしはマハル王国のイルシュ皇子と約束しました。必ずその指輪を取り戻もどしてみせると。あの指輪が何なのかは判りませんが、魔物達の手に渡わたしたままでは、きっとよくない事がおこります」

　マラファムはそれを聞いて深く頷うなずいた。鋭い視線が跪ひざまずいたジャリスを見下ろしている。

「バルク号の出港禁止を撤回してください。わたしは必ず魔物ジン達の目的を阻そ止しし、指輪を取り戻してみせます」

　言い切ったジャリスに、マラファムはしばし無言で彼女を見つめた。そしてふいにジャリスに背を向け、ゆっくりと口を開く。

「……それはできない」

　予想はしていた言葉だったが、それでもジャリスは食い下がった。

「ですがっ、このままでは……！」

「お前の気持ちは判る。しかし決まりは決まりだ。見習いである以上特別扱あつかいはできない。だが魔物ジン達の事は捨ててはおけない。議会を開いてなるべく早くに結論を出すようにはするが、それまで出港は禁止だ」

　後ろを向いたままマラファムがそういう。ジャリスは反論しかけたが、父の背中がこれ以上の論議を拒きよ否ひしていた。彼が一度決めた事を覆くつがえすのは無理だと、ジャリスもよく判っている。

　ジャリスは唇くちびるを嚙かみしめて一礼すると、立ち上がった。そしてきびすを返して、その場を去ろうとする。しかしジャリスはどうしても、もう一度父の顔が見たかった。次に会えるのはいつになるか判らないからだ。そう思って振り向いたジャリスは、思わず目を見開いた。背中を向けているとばかり思っていた父が、こちらを向いてジャリスを見送っていたのだ。ほんの少しだけ目を細めて、ジャリスを見ているマラファムは、最後に一言呟つぶやくように言葉を発した。

「気をつけて行け。道は険しいぞ」

　かすかな声だったが、耳のいいジャリスには、はっきりと聞こえた。ジャリスは思わず瞳ひとみに涙を浮うかべるが、それをぐっと堪えた。

〝はい、父さん〟

　口を動かしただけで、声にはださなかった。見習いとなったあの時から、父とは呼ぶなとマラファムに言われていたからだ。でも無む性しように、ジャリスはマラファムの事を盟主ではなく、父と呼びたかった。堪えられない涙が溢れそうだったが、今はそんな場合ではないと判っている。

　やっと父に認められた気がして胸が熱くなったジャリスは、深々とその場で頭を下げて一礼し、中庭を後にした。
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　コダートはバルク号が停てい泊はくしている桟さん橋ばしに立ち、同盟に直じか談だん判ぱんしにいったジャリスの帰りを待っていた。そして港に並べられた大小の船を見ながら、ふと自分が商人だった頃ころに、この港を訪おとずれた時の事を思い出す。

　ヘンリスの港は喫きつ水すいの深い大型船でも停泊できるように、沖おきに向かって突とつ堤ていが作られている。コダートが商人だった頃使っていた大型船でも、着岸するのに困らなかった。

　それと同時に、一いつ緒しよに商売をしていた男の顔が、コダートの頭をかすめる。思い出したくない過去。騙だまされていた愚おろかな自分を、コダートは一生悔くやんでも悔やみきれないだろう。

　だがコダートが思い出すのは、自分を騙していたはずのハジの穏おだやかな微笑ほほえみばかりだ。幼い頃から心底信しん頼らいし、自分を常に安心させてくれていたあの笑え顔がおを思い出すと、コダートはいつも息ができないほどの苦しさを覚える。その優やさしそうな笑顔が、シャイターンとしての冷れい徹てつな顔に変わった時の衝しよう撃げきは、今でもコダートの心に深い傷として残っていた。

（ハジ、お前は生きているはずだ。俺には判る。必ずあの指輪を取り戻し、そしてお前を……！）

　拳こぶしを握にぎりしめ、決意を込めた瞳を煌きらめかせたコダートに、背後から声がかけられた。

「コダート。どうかしたの？」

　振り向くと、いつの間にか帰ってきたジャリスが立っていた。コダートは、先程までの鋭い表情を一瞬で消し去って、ジャリスに何食わぬ顔をしてみせた。

「いや、何でもない、ちょっと考え事をしていたんだ。……それより、船の事はどうだった？」

「ごめんなさい、駄だ目めだったわ」

　肩かたを竦すくめながらジャリスはそう言ったが、不思議と表情が明るかった。

　マハル王国では常に笑顔を絶やさなかった彼女が、このカトゥーナ国にきてから、時折辛つらそうな様子を見せるのにコダートは気づいていた。しかし今のジャリスは何かをふっきったかのように、晴れ晴れとした顔をしている。不思議には思ったが、なぜだか理由を聞くのは、はばかられた。

「……そうか。では同盟の許可が下りるのを待つしかないだろう。バーナムは本当に危険らしい。大型船ならともかく、バルク号ぐらいの規模でも、波を乗り越こえるのは難しいそうだ」

　ジャリスが同盟に行っている間にコダートが集めた情報によると、バーナムの潮流はおいそれと乗り越えられるものではないようだ。昔の商人仲間達が、皆みな口を揃そろえてこう言うのだ。

　船の墓場バーナムから、生きて帰った船乗りはいない、と。

「ええ、でもなるべく早く議会を開くって言ってたけど、いつになるか判らないのよね」

　ジャリスにそう言われ、コダートは焦あせりを感じつつも、今は待つしかないのだと自分の心に言い聞かせていた。ハジの生死を確かめ指輪を取り戻さなければと思うが、コダートは先走りすぎて、周りが見えずに失敗する事の恐おそろしさを知っている。

「あれ、ジャリス、だったよね」

　そんな時に声をかけられて、コダートとジャリスは驚おどろいて顔を上げた。

「あなた、確かアクラブ号の……」

　茶色の長めの髪かみに、薄うす笑わらいを浮かべた男に見覚えがあった。以前ジャリスが、というよりアブウが火を消した軍ぐん艦かんの乗組員の一人だったのだ。

「リンドだよ、副船長の。こんな所で何してるんだよ？」

　赤い長衣の前を開けて楽な格好をしたリンドは、軽快な足取りで近付いてくる。彼の軽そうな口調と乱れた服装に、コダートは眉まゆをひそめた。サウルナ国はアラバーナ大陸でも最も広い領土と、それを守る強大な軍を保有している。特に軍は勇ゆう猛もう果か敢かんだと有名で、砂さ漠ばくの蠍さそりと称たたえられていた。ひとたび攻こう撃げきを受けると、確実に死に至るのだと。

　だが目の前のこの男が、そのサウルナ国の軍人だとはとても思えなかった。

「うん、ちょっとね……それより船はどう？」

　だがジャリスは、リンドの軽けい薄はくな態度を気にしてはいないようだ。親しげに声をかけてきた彼に物もの怖おじすることなくそう聞いた。

「ああ、今修理してる所さ。幸い折れた帆ほ柱ばしらが修理できたみたいだ。船も大した損傷なかったし、まあちょっと問題もあるけどね」

　リンドがそういうと、ジャリスはふと何かを思いついたように顔を上げた。瞳をきらきらと輝かがやかせている表情には、見覚えがある。コダートは無性に嫌いやな予感がした。

「ねぇ、確かアクラブ号はサウルナ国の軍艦よね。じゃあ修理がすんだら国に帰るんでしょ？」

「まぁ、任務がすんだらね」

　それを聞いたジャリスが、満面の笑えみを浮かべた。

「船長に会えないかしら？　ちょっとお願いがあるんだけど」

　ジャリスのその言葉に、コダートは自分の嫌な予感が、確実に当たった事を悟さとっていた。
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　ジャリスはコダートとともにリンドの案内で、アクラブ号にやってきていた。ある頼たのみをこの大型船アクラブ号の船長にしたかったからだ。

　火事で折れてしまった前方の帆柱は、鉄で補強し再び甲かん板ぱんに立てられている。傷ついた船体も応急処置ではあるが、補修されていた。火事の被ひ害がいが思っていたより少なかった事に、ジャリスはほっと胸をなで下ろした。

　アクラブ号の甲板に登ったジャリスは、船長であるカッサラに相対する。カッサラは皺しわ一つない赤い長衣に身を包み、突とつ然ぜんやってきたジャリスを見て、驚いた顔をしていた。

「バルク号船長、ジャリス・シンリクットです」

　この挨あい拶さつをすると、大たい抵ていの人間は鼻で笑うか、不ふ審しんそうに見つめるかどちらかだ。だがカッサラはそのどちらでもなかった。彼は胸に手を当てて、ゆっくりと頭を下げたのだ。

「アクラブ号船長、カッサラ・リフォント海軍大たい佐さです。先日はプス船長のおかげで大した負傷者も出さずに、どうにか火事を食い止める事ができました。改めて礼を申し上げます」

　そんなカッサラの丁てい寧ねいな挨拶にジャリスは驚いた。自分が船長だと名乗って、素す直なおに受け入れられたのは初めてだったからだ。

「ジャリスで結構です。死者がでなくて本当によかった。船は修理できますが、人の命はそうもいきません」

　面めん食くらいつつもそういったジャリスを、カッサラの部下達が目を眇すがめてみている。疑わしそうにジャリスを見るこの反応が、本来ならば普ふ通つうの事だ。しかしジャリスは、自分を船長だと認めて挨拶をしてくれたカッサラに一安心して、本題を切り出した。

「船の修復に手間取っているそうですね」

　これは先程リンドから聞き出した情報だった。彼は副船長だというのに、自分が乗る船の事をよく喋しやべってくれた。軍人がこんなに口が軽くていいのかと、ジャリスが心配する程ほどだ。

「どうして、それを……リンド」

　ジャリス達と一緒にいたリンドをカッサラが厳しい声で呼ぶと、彼は素知らぬ顔でそっぽを向いた。

「わたし達がお手伝いできるかもしれません。荒あら縄なわが手に入らないのでしょう？」

　帆柱を修理し燃えてしまった帆ほは新しい物が買えたが、それを張る為ための長大な荒縄が手に入らないとリンドに聞いたのだ。これだけ大きな船の帆を張る荒縄は、相当な長さが必要だった。

「……お恥はずかしい話だ。帆を買う金は何とか工面できたが、荒縄までは資金が足りなかった。帆柱の補強に使う鉄が高額だったせいもあるんだが……。たかが縄でもこれだけの大型船だと費用もかかる。今、国からの送金を待っているのだが、いつまでかかるか判わからないのが現状だ」

　カッサラは彫ほりの深い端たん整せいな顔を、物もの憂うげに曇くもらせる。赤いラシャの長衣は彼の男らしい顔立ちによく似合っていた。その袖には、いくつかの白い線が入っている。線の数で階級が一目で判るようになっているのだ。サウルナ軍の規模は、アラバーナ大陸一だとジャリスは聞いていた。いち早く異国の指揮系統を取り入れ、階級制度を敷しいているという。

「お急ぎなのでしょう？　荒縄を用意しましょうか」

　思い切ってそういったジャリスに、カッサラが眉を寄せる。

「急ぎ……？」

　呟つぶやいたカッサラに、ジャリスの背後にいたリンドが声を上げた。

「急いでるでしょ、船長。早く国に戻もどれって命令が来てたでしょ」

　とても部下とは思えない口調でリンドがそういうと、カッサラは何かに気づいたようにジャリスに視線を移した。

「……しかし金を借りるのは」

「お金ではありません。わたし達もそんなにお金持ちじゃないですから。荒縄は椰や子しの木の樹皮でできているでしょう。その樹皮を手に入れられれば、荒縄は自分達で編む事ができます。この船は幸い乗組員達も多いようですし」

　ジャリスは距きよ離りを置きつつ、こちらを一いつ生しよう懸けん命めい窺うかがっている数十人の男達を見てそういった。

「だが相当な量がいるぞ。この港にある椰子の木だけでは……」

　そういったカッサラに、ジャリスはにっこり笑って胸を叩たたいた。

「任せてください。必要な量を明日までに揃えて見せます。その代わりと言ってはなんですが、わたしの願いを聞いて頂きたいんです」

　ジャリスがそういうと、カッサラは困こん惑わくした表情を浮うかべたが、それでもゆっくりと頷うなずいた。
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　コダートはこめかみに手を当てながら、バルク号の甲板に立つジャリスを見て、改めて大きなため息をついた。

「お前、どうするつもりだよ。あんな約束して」

　ジャリスは荒縄の材料を用意する代わりに、サウルナ国へ帰るアクラブ号に乗せてくれないかと頼んだのだ。バーナムは、カトゥーナ国からサウルナ国へ帰る航路から少しはずれた所にある。寄り道をするだけではあるし、大型船のアクラブ号なら、バーナムの潮流を乗り切れるだろう。だが彼らは軍人だ。個人の頼みを聞いてはくれないだろうとコダートは思っていた。どうせ断られるとジャリスの好きにさせたが、驚いた事にカッサラはあっさりと了りよう承しようしたのだ。

「だってバルク号が使えないんじゃしょうがないでしょ。出港禁止だけど、謹きん慎しんじゃないもの。他ほかの船でいくのは構わないわよ」

「それはそうだが……いや、そうじゃなくて、どうやって椰子の木の樹皮を手に入れるつもりなんだ？　あれだけの大型船に必要な荒縄を編むなら、樹皮もかなり量がいるぞ」

　船の材料に、椰子の木や樹皮が使われるのは一いつ般ぱん的てきな事だった。木造船は故障することも多く、修理に必要な材料は人のいない無人島でも手に入るような物で作られているのだ。

「わたしの育った島がこの港から船で半日程行った所にあるの。椰子の木もたくさん生えているから、そこで樹皮を手に入れましょう。島のみんなにお願いして手伝って貰もらえば、大して時間はかからないわ」

　ジャリスの表情が、久しぶりに生き生きとしていると思ったのは、コダートの見み間ま違ちがいではなかっただろう。彼女は海に向かって大きく深呼吸した。

「コダート、わたし思うの。走り出した以上立ちどまってはいけないんだって。最初はラスミア女王に言われて引きうけたけど、今では本気でフィクルを見つけだしたいと思っているわ。ラスミア女王もきっと凄すごく心配してるのよ。会った事もないプス船長を呼びだして頼むなんて、よっぽどせっぱ詰つまってのことだと思う。本来の試練ではないけれど、放っておけないわ」

　そんな彼女の言葉にコダートは、マハル王国での事を思い出す。結局ジャリスは誰も見捨てられないのだ。すべてを救おうとして、自分には関係のない事で危ない目に遭あってしまう。

　だがそんな青あお臭くさいジャリスの性格は、個人的に嫌きらいではない。人間関係も商売ごとも、すぐに利害で計算してしまおうとする自分には眩まぶしい程だ。

「だが、船が使えないんだぞ。どうやってお前の育った島に行くんだ？」

　その言葉にジャリスは満面の笑みを浮かべて、突然コダートの右みぎ腕うでを摑つかんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたし達には強い味方がいるじゃない」

　そういって左手で取り出したのは、コダートには凄く見覚えがあって、凄く嫌いやな思い出のある笛だった。

（ま、まさか……こいつ、〝あれ〟に乗って行く気なのか…………！）

　そう思ったコダートが止めようとしたが、既すでに遅おそかった。ジャリスがその笛を口に入れて、思いっきり吹ふいたのだ。人間の耳には聞こえない音は、〝あれ〟にだけは聞こえるのだという。

「待てっ。俺は行かないぞ！　お前一人で……」

「人数は多い方がいいに決まってるでしょ、一いつ緒しよに行きましょ。コダート」

　ジャリスの力は意外に強く、コダートの腕うでを摑んで放さない。もみ合っている内に頭上から大きな羽ばたきが聞こえてきた。

　ぎらぎらと照りつけるように輝かがやいていた太陽の光が遮さえぎられて、一いつ瞬しゆん辺あたりが暗くなる。

　それがブブ鳥と呼ばれる巨きよ大だいな鳥のせいだと、コダートは知っている。確かにルークなら、樹皮も必要なだけその巨きよ体たいで運べるだろう。ルークに乗るのは構わないのだ。だが問題は着地の方法だった。ルークは大きすぎて危険な為、下りる時は踏ふみつぶされないよう水の中に飛び込むのだ。それがなぜ問題なのかというと、自分は泳げないからだ。

「大丈夫よ、コダート。わたしが泳げるように特訓してあげる」

　それは間ま違ちがいなく余計なお世話だと、コダートは心の中で叫さけんでいた。
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　ジャリスの育ったルタナ島で、樹皮は難なく手に入った。削けずり取るのが一苦労だったが、久しぶりに帰ってきたジャリスを迎むかえた島民達が総出で協力してくれた。どこへ行っても、この青い瞳ひとみと金色の髪かみのせいで、異い端たん視しされてきたジャリスには、その島民達の優やさしさが心にしみていた。思えばルタナ島で過ごしていた時は、誰一人としてそんな目で見る事はなかったのだ。

　樹皮を削り取る作業の指示をコダートに任せ、ジャリスは何度かルタナ島とアクラブ号を往復し、荒縄作りに必要な量を運び出す事に成功した。

　帰りもルークに乗るのを嫌がったコダートを何とか説とき伏ふせアクラブ号に戻り、今はジャリスの指導のもと、乗組員が総出で縄を編んでいる所だった。

「できたー！　できたわよっ。みんな」

　最後に編み終えた縄を確かく認にんしたジャリスは、それを持ったまま両手を上げてみんなに見せた。周りにいた乗組員達から、大きな拍はく手しゆがわき起こる。百人近い乗組員達は、みんなジャリスの教える編み方をすぐに覚え、真面目まじめに作業をしてくれた。燃え残った荒あら縄なわを再利用できた事も手伝って、不ふ眠みん不ふ休きゆうで丸二日かかった作業は、こうして無事に終しゆう了りようする事ができたのだ。

「頑がん張ばったわね、みんな凄いっ」

　カッサラの部下達は最初こそジャリスの容姿を見て戸と惑まどっていたが、すぐにうち解ける事ができた。船長であるカッサラが、ジャリスに同じ船長として敬意を払はらってくれるからだ。それを見た部下達も自然ジャリスに一目置き、同じ作業を達成した事で奇き妙みような連帯感が生まれた。

「やりましたねっ。ジャリス！」

「うん、みんなご苦労様。疲つかれたでしょ」

「これぐらい何ともないです。国に家族が待ってるんですから、早く帰れるなら徹てつ夜やぐらい、いくらだってしますよ！」

　その言葉に乗組員達が口々に歓かん声せいを上げる。仕事とはいえ、長い間故郷を離はなれるのはみんな辛つらいのだろう。ジャリスはそんな彼らに向かって、青い瞳を細め微笑ほほえんだ。

　そこへ船長であるカッサラの声が、甲かん板ぱんに響ひびき渡わたる。

「よし、明朝出発だ。みんな準備を整えておけ！　ジャリス、約束通りバーナムまで乗せていこう。お前達、構わないな」

　その言葉に、乗組員達が一いつ斉せいに大きく頷いた。ジャリスは嬉うれしくなって彼らに向かい、感謝の気持ちを込めて深々と頭を下げていた。
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　カッサラの使う船長室は船せん尾びの右う舷げんにある。船には右舷尊重の思想が昔からあって、このアクラブ号も例外ではなかった。右舷に舵かじがあるから尊重されるのだという説もあるが、カッサラにも本当の事は判わからない。船に乗るのはこのアクラブ号が初めてだからだ。海軍に配属が決まった時、海や船について勉強したが、それでも色々と知らない事も多い。海図もその中の一つだ。海図からバーナムへの距離を割り出し、針路を決めるのは一苦労だった。

「まさか、本気でバーナムに行くつもり？」

　綺き麗れいに整えられた爪つめを触さわりながらそう聞いたのは、船長室の扉とびらを背にして立つリンドだ。

「なぜバーナムに行くのか、理由がまだ判らない。判らない以上は泳がせた方がいいだろう。それとなく探さぐり出してみるが……」

「吞のん気きだねぇ。まさか忘れた訳じゃないよね。あなたの本当の任務。カトゥーナ国への贈おくり物なんて、ただの口実にすぎないんだから」

　リンドに言われて、カッサラは自分にその命令を下した男を思い出す。

「プス船長とバルク号の乗組員を秘ひ密みつ裏りに捕とらえる。判っている。任務は任務だ。しかし……」

　カッサラは言いよどんだ。今回の任務には納なつ得とくいかないことが多い。なぜプス船長を捕らえるのか、聞いても教えては貰えなかった。だがカッサラは軍人だ。たとえ理り不ふ尽じんな命令でも、遂すい行こうするのは彼の務めだ。特に敬愛する国王の命令とあれば、逆らう訳にはいかなかった。

「プス船長を捕らえてどうするつもりなんだ。プス船長……ジャリスはシンリクット船長の孫で海かい賊ぞく同盟盟主の娘むすめなんだぞ。アラバーナ大陸でも、プス船長は英えい雄ゆうとして名高い。理由もなく捕らえたりすれば、同盟と諍いさかいになるかもしれない」

　カッサラの心配はそれだった。もしサウルナ国がプス船長を捕らえたと知られれば、海賊同盟やアラバーナ大陸の各国から、相当な非難を受けるだろう。それだけの危険をおかして、なぜあの少女を捕らえなければならないのか。

「だから内密にやれって言われてるんでしょ。せっかくジャリスがこの船に乗るようにし向けたんだから、俺の努力を無にしないでね」

　プス船長達を捕らえよ、との命令は部下達には伝えていない。あくまでこの命令は船長であるカッサラと、副船長のリンドだけに与あたえられたものだ。だからカッサラは、リンドにバルク号の見張りを命じていたのだ。しかしリンドはあろう事か、プス船長をアクラブ号に連れてきてしまった。確かに捕らえるのが命令であり、このままジャリス達をサウルナ国に連れて行けば、任務を遂行した事になる。だがカッサラは、この任務がとても国の為ためになるとは思えない。

「まあ、好きなだけ悩なやめば？　俺だったら、どうせ断れない命令だったらぐだぐだ悩まずにやっちまうけどね。でもこの命令を遂すい行こうできなかったら、海軍は役にたたないって陰かげ口ぐち叩たたかれたあげくに、縮小されちゃうかもよ。そうなったらあなたの部下達はどうなるんだろうね」

　リンドに言われなくても判っている。カッサラは眉み間けんにしわを寄せ、部下達の顔を思い出した。海軍が縮小されてしまえば、軍でやっかいもの扱あつかいされている彼らがどうなるか判らない。

「それに、あなたもこの機会を逃のがしたら後がないんじゃないの？　元サウルナ軍騎き兵へい隊カッサラ隊長。海はあなたの居場所じゃないでしょ」

　その言葉はカッサラの心に深く突つき刺ささった。海は嫌いではない。だが青銅の腕うで輪わをつけ鎖くさり帷子かたびらを着込んで、新月刀を片手に砂さ漠ばくを馬で駆かけ抜ぬけていた昔の自分を、カッサラは忘れる事ができなかった。騎兵隊の制服である鎖帷子の上から身につける、黒いクマーシュが懐なつかしい。

　しかしカッサラはふっと息をつくと、リンドに向かって顔を上げた。

「出航の準備を進めておいてくれ。バーナムに向かう」

　だがカッサラは、もうそこに戻もどりたいとは思っていない。たとえどこにいてどんな任務を遂行していても、軍人としての誇ほこりを忘れさえしなければ、必ず道は開けると信じていたのだ。
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　辺りは薄うす暗ぐらく、広い石造りの室内は所々にひびが入り、今にも崩くずれてきそうだった。太陽の光の届かない地下は、たいまつの明かりだけが頼たよりだ。消えそうになったそのたいまつを取り替かえた男は、目の前にある壁かべを見あげた。そこには男の背せ丈たけの三倍はある、巨大な石の飾かざりが取り付けられている。しかしこれがただの飾りではない事が男には判っていた。形は船の舵に似ていて、丸い輪のぐるりには、いくつもの取っ手がついている。茶色い船服を着た男は、その一つに手をかけ、渾こん身しんの力を込めて動かそうとした。

「ふんっ……！　うーっ、ああっ、やっぱり動かねぇ！」

　無む駄だに大声を出した後、男はふてくされたように腰こしを下ろした。ここに来てもうきっと何日もたっているはず。暗い中に居続けたから、すっかり時間の感覚はないが、調べられる限りの事は調べた。それこそ屋根にも登り、床ゆかに空いた穴の中まで探したのだ。だが男の目的の物は見つからなかった。

「どうするかなぁ。時間がないんだよねー」

　だらしなく伸のばした黒い髪と無ぶ精しようひげ。時間がないと言う割に、ちっとも焦あせった様子のない吞気な声。その男の後ろに人間の子供程の謎なぞの物体がにじり寄る。それに気づいた男は、明らかに人間ではないその恐おそろしい姿に少しも臆おくすることなく、反対に親しそうな声を出した。

「判ってるよ。ちゃんとやるから待ってろって。俺は約束を守る男だ」

　胸を張ってそう言いつつも、男は目の前の壁を見ながら、急にため息をついた。

「まったく、何でこんな事になったんだろうな。あーあ、やっかいな呪のろいだぜ」

　情けないその声は、暗い部屋の中に再びこだました。
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　カッサラの船はさすがに大型船だけあって揺ゆれも少なく、乗り心ごこ地ちは最高によかった。ジャリスはリクと後学のためだと称しようして、アクラブ号を見学させて貰もらっていた。

「なぁ、ジャリス。大たい砲ほうがあるぜ、俺撃うってみたい」

　甲板に固定されている鉄の大砲を指さして、目をきらきらさせながらリクがそういう。

「うん、わたしも！……じゃ、じゃなくて駄だ目めよ」

　近くにいたコダートに睨にらまれて、ジャリスは慌あわててリクを止めた。

「何だよ、自分だって興味あるくせに」

「でも駄目なの。乗せて貰ってるんだから、大人おとなしくしないと」

　口を尖とがらせたリクが渋しぶ々しぶと頷うなずいた。そんな二人を、コダートが呆あきれたように見ている。

「お前ら本当に子供だな。頭の中には好こう奇き心しんしかないんじゃないのか」

　コダートにそう言われて、ジャリスとリクはむっとする。

「コダートだってこの船に乗れて感謝してるでしょ。これだけ揺れないと船ふな酔よいしないし」

　いつも意地悪言うコダートをやりこめられたとジャリスは思ったが、彼は涼すずしい顔でジャリスに言い返す。

「ああ、バルク号と違ちがって大きな船だからな。いつ沈しずむか心配しないでいいだけましだ」

（もう！　何でそう口が悪いのよっ。自分だって、ナッシルの作った酔よい止どめのおかげで、平気な顔してるだけのくせに……。あっ、そうだ！）

　ジャリスはある事を思い出して、にんまりした。

「ナッシルの薬なんて、たとえ死にかけても飲まないわよねー、リク」

「そうだよなぁ、あんな材料使ってるんじゃねー」

　そんな二人のわざとらしいやりとりに、コダートが目をむいた時だった。コホンと咳せき払ばらいが聞こえて、慌ててジャリスが後ろを向くと、カッサラが背後にリンドを従えて立っていた。

「話の途と中ちゆうすまないな。ちょっといいかな」

　そう言われて、ジャリスは表情を引き締しめる。そして背筋を伸ばして一礼した。

「この度たびは乗船の許可を頂き、ありがとうございました。乗組員一同感謝します」

　バルク号の見張りの為に残ったナッシル以外は、みんなカッサラの船に乗船させて貰っていた。もしかしたら、という淡あわい期待で頼たのみ事をしたジャリスだったが、本当にバーナムまで連れて行ってくれるというカッサラに、言葉では言い表せない程ほどの感謝の気持ちで一いつ杯ぱいだ。

　おまけにカッサラは、再びジャリス達をヘンリスの港まで連れて帰ってくれるという。彼の部下達も、それを二つ返事で了りよう承しようしてくれて、ジャリスはそんな彼らの心意気が嬉うれしかった。

「国からの送金を待っていたら、帰国がいつになるか判わからなかったんだ。このぐらいの寄り道は大した事じゃない。それより、協力したからには教えて貰いたいんだ。バーナムへは一体何をしに行くんだ？　この船は軍ぐん艦かんだ。そんな事はないと信じているが、万が一法に触ふれるような事に巻き込まれるのは困る。私は部下達の命に、責任を持たなければならないからな」

　カッサラの言い分は尤もつともだった。ジャリスはフィクルやターラの事を、まだ彼には話していなかったのだ。ラスミアが恐らく恋こい人びとなのであろうフィクルを捜さがしていると、他国の人間に話してもいいのかどうか判らなかった。ましてや軍人であるカッサラに、カトゥーナ国の内情をもらしていいものかと、躊ちゆう躇ちよしていたのだ。しかしジャリスは今まで見てきたこの船の様子と、乗組員達の言動から、彼が信用に値あたいする人物だと判断した。

「わたし達はラスミア女王陛下に頼まれて、ある王室御ご用よう達たし商人を捜してるんです」

　頼まれたかどうかはかなり微び妙みようだったが、それでもジャリスはカッサラに、なぜバーナムに行かなければならないのかを話して聞かせた。

「……なるほど、それで今はそのターラという男を捜しているのか」

　カッサラにそう言われてジャリスは頷くと、懐ふところから賞金首の似顔絵を取り出した。

「うわっ、こいつは……！」

　だがそれを見て叫さけんだのは、カッサラの後ろから覗のぞき込むようにしていたリンドだった。

「知ってるの？　この男の事。もしそうだったら、何でもいいから教えてくれない？」

　ターラという男の情報は、酒場以外ではまったく手に入らなかった。同盟史上最高額の賞金首にも拘かかわらず、彼がどんな罪状で賞金首として手配されたのかも判っていない。

「知ってるっていうか、何というか……。そうか、こいつが関かかわってたのか」

　リンドは最初こそ驚きよう愕がくしたように目を見開いたが、すぐに唇くちびるの端はしをつり上げた。

「……実はな、こいつは恐ろしい海蜥蜴とかげの船長だ。女や子供も平気で殺すし、口がうまくていい加減で、人を騙だましては金品を巻き上げる最低の男だよ」

　珍めずらしく真面目まじめな顔をしたリンドの言葉に、ジャリスは目をむいた。

　そう言われてみれば、手配書のにやけた顔も犯罪者のように思えてならない。ジャリスが食い入るようにその似顔絵を見つめていると、コダートが口を挟はさんだ。

「しかし、こんな高額の賞金をかけられるくらいなら、名前くらい知っててもおかしくないはずだ。だが今までこの男の噂うわさは聞いた事がないぞ」

「それがあいつの恐ろしい所さ。一いつ切さい証しよう拠こを残さない、それがどういう意味か判るかい？」

（え……？　そ、それって、もしかして……）

　その言葉の意味に気付いて、思わず怒いかりの表情をあらわにしたジャリスに、満足したようにリンドが大きく頷いた。

「そう、ジャリスは勘かんがいいね。君の思った通りさ。証拠になりそうな物は残さず、その場にある物はみんな奪うばい取るんだ。人の命でさえもね」

　その言葉にジャリスは、腹の底から更さらなる怒りがわき上がるのを、抑おさえられなかった。海蜥蜴の中でも、人を殺して物を盗ぬすむ男達が一番最低だ。ジャリスはどんな理由があろうとも、人の命を奪う犯罪者は絶対に許せない。

「必ずこの男を捕つかまえてみせるわっ」

　ジャリスは怒りに燃えた声をあげ、拳こぶしを握にぎって再びそう決意していた。
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「なんかおかしくないか？」

　コダートは帆ほ柱ばしらの陰かげで、小声で呟つぶやくように言った。

「おかしい、とは？」

　隣となりにいるのはシャルマだ。コダートは先程のリンドとジャリスのやりとりを、シャルマに話して聞かせた。そうして整理してみたが、やはり腑ふに落ちない何かをコダートは感じていた。

「賞金首になるって事は、悪事がばれてるって事だろ。でも何も証拠を残さないなら、誰も告発できないじゃないか。だったら罪にも問われないし、賞金首になるはずがない。それにターラという男が、本当に名のある海蜥蜴だったとしたら、俺が知らないはずないんだ」

　コダートはマハル王国で王室御用達商人であったとともに、武器も取り扱あつかっていた。その関係で海蜥蜴には知り合いも多いし、彼らの情報もいろいろと知っている。なのにあのターラという男は顔も名前も、噂すらも聞いた事がなかった。

「確かにそうですが、世間は広い。あなたが知らない事もあるのではないですか」

（それはそうだが、しかしこの賞金首、何かが引っかかる……）

　考え込んでいたコダートの耳に足音が聞こえる。振ふり返るとジャリスがやってくる所だった。

「シャルマ、リクが呼んでたわ。勉強の時間でしょ」

「ああ、そうでした。それではコダート。その話はもう少し様子を見てから」

　目配せしたシャルマにそう言われて、コダートが小さく頷いた。

「何なの？　話って」

「いや、別に大したことじゃない。それより毎日よく続くな。勉強」

　話をそらしたコダートを、ジャリスは特に疑ってはいないようだった。手を振りながらシャルマを見送るジャリスは、コダートの言葉に頷く。

「ええ、リクは覚えるの早いわ。初めてバルク号に来た時は、読み書きもできなかったのよ」

　リクとシャルマは元々はタバラン国の奴ど隷れいだったという。シャルマはその頭脳で生き残ったというだけあって、独学で覚えたという知識はコダートも舌を巻くほどだ。しかしリクはバルク号に来た当初、簡単な読み書きも当たり前の常識も知らなかったのだという。そんな彼に毎日ジャリスとシャルマが、交代で勉強を教えていた。

「バーナムへは明後日にはつくらしい。準備しないとな」

「ええ、必ずあのターラという男を見つけだして、フィクルを連れ戻もどしてみせるわ。そうしたらラスミア女王が、同盟に船のことを掛かけ合ってくれるって約束してくれたもの。バルク号はおじいちゃんから受うけ継ついだ大切な船よ。絶対に出港禁止を撤てつ回かいして貰うわ」

　海を見つめて言い切ったジャリスを、コダートは眩まぶしく感じた。時折、こうやってまっすぐにジャリスの事を見られないでいる自分に、コダートは気づきつつある。彼女の事を放ってはおけないと思うのだ。

「バルク号ね……。前から聞こうと思ってたんだが、どうしてバルク号をお前が受け継ぐことになったんだ。バルク号は同盟ができた当初から、シンリクット船長が使っていたんだろ。あの船に乗って各国に停戦を呼びかけたって話は、有名じゃないか」

　誇こ張ちようされたバルク号の伝説は、それを語る語り部べ達によってまちまちだ。しかし語り部達が、口を揃そろえて言うことが一つある。

　不死身のシンリクット船長が操るバルク号は、大陸一速くどんな荒あら波なみをも乗り越こえるのだと。

　実際は確かに速いことは事実だが、大陸一かどうかは微妙だ。それに古いせいで、あちこちがたがきていた。物語の真実などそんなものだろうが、それでもアラバーナ大陸で、最も有名な船がバルク号である事は間ま違ちがいなかった。

「バルク号はわたしが物心ついた時からルタナ島にあったの。わたしが十五歳になったら、船を好きにしていいって、小さな時からそう聞かされてたわ。それがおじいちゃんの指示だって」

　だがそれはかなりおかしな話だった。船に女性が乗る事も禁きん忌きとされているのだ。孫とはいえ、女性のジャリスにどうしてシンリクット船長は船を譲ゆずったのだろう。

「まさかシンリクット船長は、お前が海かい賊ぞくを目指す事を、知っていた訳じゃないよな？」

　不思議に思ったコダートが聞くと、ジャリスは首を横に振った。

「理由は判わからないんだけど、わたしをルタナ島で育てるようにって言ったのも、おじいちゃんなの。成人するまでは島の外に出てはいけないって。父さんもナッシルも元々はバルク号の乗組員だから、船長であるおじいちゃんの命令には逆らえなかったそうよ」

　会った事もないシンリクット船長の考えなど、コダートにも判らない。ただ彼は父であるスライマンの恩人だ。一度会って父の話をゆっくり聞きたいと思っていた。それ以外でも彼に聞きたい事は山程ある。マハル王国の銀の指輪や、父の死に関わっていたハジの事……。

　そこまで考えたコダートの頭の中に、ハジの優やさしい顔が浮うかんだ。慌あわててそれを振り払はらったコダートは、落ち着こうと息を一つ吐ついてジャリスに話しかけた。

「それにしても、よくバルク号に乗って海賊になろうと思ったな。何かきっかけでも？」

　深く考えて質問した訳ではない。ハジの事をつい思い出してしまって、何か違ちがう話題が欲しかっただけだ。しかしその質問に、ジャリスは沈しずみゆく夕日を背負い、コダートの方を振り向いた。その顔は逆光になっていてよく見えない。ただジャリスは微笑ほほえんでいるように見えた。

「わたし、十五歳になった時、気づいたの。このまま島にいて待ってるだけじゃ何も変わらないって。自分が変わらないと、欲しい物は手に入らないんだって。ルタナ島は大好きだったけど、あの優しくて居い心ごこ地ちのいい島では、わたしはすぐに甘えてしまうのよ。それじゃいけないって思ったわ。だからわたしは……島を出る決意をしたの」

　その言葉に、コダートは必死で商人としてはい上がろうとしていた頃ころの自分を思い出す。あの時は父の無念を晴らしたくて、その為ための力が欲しくて必死だった。何より奴隷だった頃の、卑ひ屈くつな自分自身を思い出すのが嫌いやだったのだ。自分自身を変えたい、という思いはコダートにもよく判った。だがそれは並なみ大たい抵ていの努力では手に入らない。

「欲しい物か……。それでその欲しい物とやらは、手に入ったのか？」

　コダートの問いに、ジャリスは苦く笑しようしたようだ。

「ええ、最近また一人増えたから嬉うれしくてしょうがないの。でも口が悪いのが難点なのよね」

　その言葉の意味に気づいたコダートは、急に気き恥はずかしさを覚えて、ついいつもの調子で憎にくまれ口を叩たたいてしまう。

「じゃあこれ以上、呆あきれられないように気をつけろよ。あんまり勝手しすぎると逃にげられるぜ」

「そんな事ないわよ。信じてるもん」

　臆おく面めんもなくそういったジャリスの笑え顔がおが眩しいのは、彼女が夕日を背にしているからだとコダートは信じたかった。だが自分の顔が我知らず赤くなっているのは、どう言い訳するべきなのか判らなくて、コダートは慌てて彼女から顔を背そむけていた。
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　カッサラの部下達は、みんな働き者だとジャリスは思う。数にして百人近くいる部下達は礼れい儀ぎ正ただしく、船長であり上官でもあるカッサラの命令に忠実だ。彼らのその態度でカッサラがどれだけ慕したわれているのかが判って、すがすがしい気持ちさえジャリスは感じる。

「おはよう！　波の具合はどう？」

　船せん尾びで舵かじを受け持つムスタファとブシュラルに、ジャリスは声をかけた。カッサラの船は規模が大きい為に、舵の操作には常に二人一組であたっている。その他ほかにも交代で見張りをする者や、帆ほを操る者など仕事はいくらでもあるようだった。手伝うとジャリスは提案したが、客人にそんな事はさせられないと、カッサラに断られてしまった。

　自分の背せ丈たけと同じぐらい大きな舵を操るムスタファもブシュラルも、まだ青年と呼べる年とし頃ごろだ。しかし舵の操作については、この船随ずい一いちの腕うでを持っているという。同じ船乗りとして、ジャリスも勉強になる事が多かった。

「おはようございます、ジャリス。今日もいい天気ですよ、波も良好です」

　彼らの言う通り、まだ朝だというのに、太陽はぎらぎらと、今日も暑くなるぞと言わんばかりに船を照らし出している。朝の澄すんだ空気が気持ちよくて、ジャリスは深呼吸した。

　丁度その時だ。船尾で見張りをしていた男達に、カッサラが声をかけているのにジャリスは気づいた。

「カッサラだわ。朝早くから、どうしたのかしら？」

　この暑さの中でも、カッサラはきっちりと赤い長衣を身につけている。少しも乱れた所のないその姿が、まるでこの大きくて頑がん丈じようなアクラブ号のようだとジャリスは思った。

「船長は毎日朝夕、必ず船を見て回るんです。そして任務にあたっている者達に、一人ずつ声をかけてくださるんですよ」

　誇ほこらしげにそういったムスタファに、ブシュラルが頷うなずいた。

「カッサラ船長だって疲つかれてるでしょうに、どんなに忙いそがしくてもそれをかかさないんです。だから俺達、毎日仕事のしがいがあるんですよ。あの人には本当に頭がさがるよなぁ。本当なら俺達なんて、お目にかかるのも難しいくらいのお人なのに……」

　ブシュラルの言葉に、ジャリスは首を傾かしげた。

「どういう事？　カッサラはこの船の船長なんでしょう？」

「そうですけど、元々カッサラ船長は、サウルナ軍の騎き兵へい隊の隊長だったんです」

　その言葉にジャリスは驚おどろいて、再びカッサラを見つめた。部下に声をかけているカッサラは、何事か話しながら目を細めている。

「すっごい！　騎兵隊ってサウルナ軍でも、精せい鋭えい部隊なんでしょ」

「ええ、カッサラ隊長は代々軍人の家系で、亡なくなったお父上はサウルナ国の将軍だったんですよ。カッサラ隊長も後一歩で、騎兵隊を取り仕切る総隊長になられるはずだったんですけど、あの事件のせいで降格されちゃって……あんな偉えらい人に逆らうから」

　ムスタファがそういうと、ブシュラルが慌てて彼の腹を肘ひじでつついた。

「何、それ？」

　ジャリスが聞くと、ムスタファは取り繕つくろうような笑えみを浮かべる。そして少しだけ声を落として、こっそりと話の続きを教えてくれた。

「それが……うーん、とにかくカッサラ隊長は悪くないんだ。あの人は正しいんだよ。でも正しいだけじゃ、軍ではやっていけない時もあるんです。ここだけの話だけど、カッサラ隊長は騎兵隊にいた時に、不正をした上官に意見したんだ。そのせいで上官に睨にらまれて、噓うその情報でわざと任務を失敗させられた。その責任をとらされて、海軍に異動になったんですよ」

　ムスタファが言うと、ブシュラルが顔を顰しかめた。

「おい、あんまり余計な事言うとまずいぞ」

　その言葉にムスタファは、それ以上の事を言わずに話を変える。

「と、とにかくカッサラ船長は、俺達の恩人だって事ですよ。海軍はサウルナ国では肩かた身みのせまい軍なんです。仕事も満足になくて、毎日船の掃そう除じばっかりやってたんですよね。でもカッサラ船長が来てからは、少しずつ任務を任されるようになったんです。船長は言わないけど、国の偉い人達にかけあってくれたみたいですよ」

「そうそう、あの人が最初に船長として来た時は、騎兵隊から来たいけすかない……ああ、今はそんな事少しも思ってないですけど、そんな風に最初は感じてて、でも船長が来てすぐの演習で、俺達見る目が変わったんです」

　サウルナ国では、他の軍で役に立たないと、もてあまされた者達が集まるのが海軍だという。カッサラが来る前はそんな自分達の待たい遇ぐうに、みんなふてくされていたのだ。そんな彼らには、カッサラの胸につけられた勲くん章しようは眩まぶしくて、彼をすぐに船長としては認められなかったという。

　だが彼らが変わったのは、アクラブ号が演習で海に出て三日目の事だった。突とつ然ぜん襲おそった嵐あらしで、甲かん板ぱんにいた乗組員数人が海に投げ出された。高い波と吹ふき付ける風。そして大きく揺ゆれる船の上で、自分の命を守る事が精せい一いつ杯ぱいだった乗組員達の中で、命いのち綱づなを頼たよりにすぐさま海に飛び込んだのはカッサラだった。それを見た乗組員達は、慌てて救助を手伝ったのだという。

「格好よかったよなぁ。あの時の船長」

「ああ、あの人のおかげで死人はでなかったんだ。それ以外でも……」

「何の話だ」

　夢見るようにカッサラの事を語っていた二人に、低い声がかけられる。慌てた二人はびしっと背筋をのばして、声を張り上げた。

「異常はありません！　船長っ」

　ジャリスが振ふり向くと、そこには腕を組んだカッサラが立っていた。

「夜間の当直ご苦労だった。もうすぐ交代だ。それまでは気を抜ぬかないように」

　そう言われて、二人は直立不動で声を揃そろえて返事する。

　そんな彼らに、カッサラは少しだけ口元をゆるめて微笑んだ。

「終わったらゆっくり休むといい。無事国に戻もどったら、うまい酒を飲みに連れて行ってやる」

「光栄ですっ」

　頰ほおを紅潮させた二人は、本気で嬉しそうだった。

「俺も連れて行ってよ」

　そんな時、会話に割って入ってきたのは、いつの間にかやってきたリンドだった。

　彼はこの船の副船長だというが、仕事をしている姿をジャリスはまだ見たことがなかった。いつでもこうやって船内をふらふらとしているのだ。

「あ、あなたとなんて、絶対に遠えん慮りよさせて貰もらいますっ」

　叫さけんだのはムスタファだ。ブシュラルも同じように眉まゆを寄せていた。

「何かやな感じだね。俺は副船長だよ？」

　リンドが乗組員からよく思われていないのは、ジャリスもすぐに気づいた。なぜなのかと不思議に思っていたジャリスに、乗組員達が教えてくれたのは、先日の火事の一件だった。

　船に乗って日が浅いリンドは、最初から乗組員達によくは思われていなかったらしい。とにかく仕事をしない。しないだけならまだしも、真面目まじめにしている乗組員達を鼻で笑うのだという。何よりみんなが一番許せないのは、船長であるカッサラに敬意を払はらわない事なのだ。

　火事の時もそうだ。リンドは真面目に仕事するカッサラの事を、ふざけて揶や揄ゆしたのだという。カッサラは無視したが、乗組員の一人が我が慢まんできずにリンドとケンカになり、火を灯ともしたランプを倒たおしてしまったのだ。それが帆に燃え移って火事になったというのに、リンドは一番に逃げたのだという。元々よくはなかったリンドと乗組員達の関係は、それが決定打になって、最悪な方向に進んでしまっていた。しかしリンドはそんなことを気にした様子もなく、自分がどう言われようと関係ないとばかりに飄ひよう々ひようとしていた。

「やめろ、お前達。リンド、お前も今日は船尾の見張りだろう」

「ああ、でも仕事しないでいいって言われたんだ。みんな働き者だねぇ。俺は楽できるけど」

「それは、あんた……いや、あなたが真面目に仕事しないから、任せられないんでしょっ」

　ムスタファの怒ど号ごうに、リンドは肩を竦すくめて言い返す。

「してるさ。俺はあんた達とは違ちがうんだ」

　明らかに小こ馬ば鹿かにした態度に、ムスタファが殴なぐりかかりそうになる。だがそれをカッサラが抑おさえた。

「もういい、任務中だぞ。リンド、船長室から海図を持ってきてくれ。お前達は仕事に戻れ」

　カッサラの言葉に、ムスタファは渋しぶ々しぶ口をつぐんだ。リンドはそんな彼を再びにやにやと見つめる。だがそれ以上は何も言わずに、船室の扉とびらの方へと足取りも軽く戻っていった。

「すまなかったな。見苦しい所をみせてしまった」

　怒いかりさめやらぬムスタファを、ようやく宥なだめたカッサラにそう言われ、ジャリスは苦く笑しようした。

「いいえ、でも大変ですね。これだけ人数がいれば、もめ事も多いでしょう」

　軍人とはいえ男ばかり百人近くいるのでは、纏まとめるカッサラの苦労も並なみ大たい抵ていではないはずだ。

「いや、そうでもないさ。みんなよく働いてくれる。俺にはもったいないぐらいの部下だ」

　カッサラはそういうと、ゆっくりと微笑ほほえんだ。そうすると普ふ段だんの強面こわもての印象が薄うすくなる。彫ほりの深いカッサラは、なかなかの美び丈じよう夫ふだ。

「わたし、サウルナ国にはまだ行ったことないんですが、どんな所です？」

　知識としては知っている。アラバーナ大陸の真ん中に位置する国で、その領土は大陸一の広さを誇る。だが領土の八割は砂さ漠ばくで、大昔に起こった地じ震しんによって入った亀き裂れつの被ひ害がいを、最も受けた国だ。大陸に十字に入った亀裂は、サウルナ国を四つに分けてしまっている。

「サウルナ国は……一言では言い表せないな。ただこれだけは言える。私にとってはこの身を捧ささげてもいいと思える、素す晴ばらしい国だ。我が国を守る為ためなら、私は何者をも恐おそれない」

　その言葉で、カッサラが祖国をどれだけ大事に思っているのかが、ジャリスには伝わった。

「カッサラは、騎兵隊にいたんでしょう？」

　甲板の方へ進んだカッサラについていきながら、先程ムスタファ達が言っていた事を、ジャリスは思い切って聞いてみた。その問いに、カッサラは一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を開く。

「どうして、それを……ああ、さっきムスタファ達と話していたのは、その事だったのか」

　納なつ得とくしたように呟つぶやいたカッサラは、少しだけ目を伏ふせてゆっくりと息を吐ついた。

「あっ、もしかして……聞いちゃいけない事だった？」

　ムスタファ達の様子がおかしいことに、ジャリスは気づいてはいた。それでも思わず口をついて出たのは、好こう奇き心が抑えられなかったからだ。

「いや、別に隠かくしている訳ではない。私は確かに一年前まで騎兵隊に所属していた。だが色々とあってね。転属になったんだ」

「色々……？」

　ジャリスが呟くと、カッサラが苦笑する。

「私は融ゆう通ずうがきかない男なんだ。自分でも判わかっているが、こればかりはどうする事もできない。性格でね。そうだな、詳くわしくは言えないが、私はどうしても許せない事が一つだけある。軍にいながら、軍人としての誇ほこりを持たない者だ」

　カッサラはそういうと、遠い海を見つめて瞳ひとみを鋭するどくした。ジャリスはムスタファの言っていた事を思い出す。不正を行った上官に、カッサラは逆らったのだと。

「そういう人間が人の上に立つと、軍に命を預けている他ほかの者達が危険にさらされる。それだけは、絶対に避さけなければならない」

　軍の内部で起こった事は、軽々しく口にはできないのだろう。しかしジャリスはカッサラの言葉に、彼の軍人としての誇りを見た気がした。

「私は本当はある事件のせいで、軍を退たい役えきしなければならないような状じよう況きようだった。そんな時、私を救ってくれたのは、国王のシャリフ王だ」

　シャリフ王のことはジャリスもよく知っている。会ったことはないが、シンリクット船長と協力し、大陸に長い間続いていた領土争いの戦争を停戦に導いた人物だ。

　サウルナ国には全能の神であるアリフラストの大神殿でんがある。その為神国とまで呼ばれ、各国から一目置かれていた。そのシャリフ王の呼びかけがあったからこそ、停戦に渋しぶっていた国もどうにか説得できたのだ。

「シャリフ王は私の意見を聞いてくださり、軍にはびこっていた悪い種子を一いつ掃そうしてくれた。私にも騎き兵へい隊たいに戻るよう仰おつしやってくださったが……私は、戻らなかった」

　どんな理由で戻らなかったのか、ジャリスは聞きたいと思ったが、カッサラの視線が伏せられ、それ以上を聞くのはためらわれた。

「素晴らしい方なのね」

「ああ、私は陛下を敬愛している。軍から退役を迫せまられ絶望していた時に、私を救ってくれた。そして軍の為に力を尽つくしてくださった。あの方の為ならば……」

　カッサラはそういうと、ジャリスに向き直った。そして彼女を見つめ、ゆっくりと口を開く。

「あの方の為ならば、どんな事でもする。この忠誠は永遠だ」

　カッサラから、異様なまでの迫はく力りよくをジャリスは感じた。何かおかしな感じがするが、うまく言葉にはできなかった。

「ジャリスッ。シャルマが呼んでるぞ」

　そんな時、コダートが船室の扉を開けて声をかける。ジャリスは慌あわてて返事を返して、改めてカッサラに礼をしその場を後にした。

「たとえ、その命令が意に染まぬ事であっても……」

　ジャリスを鋭い光を宿した瞳で見送ったカッサラが、そう呟いたのにも気づかずに。
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「カッサラは素晴らしい軍人だわ」

　今日何度目か判らないジャリスの言葉に、太陽の光を浴びながら甲かん板ぱんにいたコダートは、ため息をつきつつ頷うなずいた。

「判った判った、それはもういいから。今は海図の話だろ」

　酒場の店主から手に入れたバーナムの海図を前に、コダートとジャリスは頭を悩なやませていた。

　明日にはバーナムに到とう着ちやくする。問題は船を着岸させる場所がないことだ。そういう場合は小こ舟ぶねを降ろして島に近付くのだが、噂うわさ通どおりバーナムの波が高いようならそれは無理そうだった。

「だから、カッサラに相談してみましょうよ」

「俺達が散々考えてどうしようもない事聞かれても、カッサラも困るだろ。大体お前は単純過ぎる。すぐに人を信用するのはよくないぞ」

　コダートがそういうと、ジャリスは口を尖とがらせた。

　ジャリスから聞いた、カッサラの軍人としての考えや行動は立派だと思う。しかしコダートは、カッサラに妙みような不審感を抱いだいていた。

　この船は軍ぐん艦かんだ。確かに荒あら縄なわを用意し船の修理に協力はしたが、カッサラが簡単に自分達を船に乗せた事が、コダートは腑ふに落ちない。ジャリスが聞いたという、カッサラの軍人としての誇りを思えば尚なお更さらだ。サウルナ国に戻もどるまでが、彼らにとっては任務のはずだ。その任務の最さ中なかに、外部の人間を船に乗せるとは思えなかった。

（大体サウルナ国は海に面してないんだぞ。何でカトゥーナ国への贈おくり物をわざわざ船で運ぶんだ？　陸を行く方が速いし危険も少ないだろうに……）

　不思議に思っていたコダートの耳に、ジャリスの声が聞こえた。

「あ、カッサラだわっ」

　ジャリスは、船の手すりに摑つかまり遠眼鏡で海を見ているカッサラに気づいて、手を振ふった。

　不審に思っていることを除けば、コダートは個人的にはカッサラが、素晴らしい軍人であり、船長であると認めている。彼は船長だというのに率そつ先せんして自分で働くのだ。部下へ惜おしみなくねぎらいの言葉をかけ、彼らをまとめている手しゆ腕わんも大したものだった。同じく大型船の船長をしていたコダートにとっては、感心する事も多かった。

「バーナムの事なんだけど、意見を聞きたいの」

　カッサラに駆かけ寄ったジャリスがそういって、海図を渡わたそうとしているのがコダートの目に映った、その時だった。

　急に船が揺ゆれる程ほどの強い風が吹ふいた。コダートは敏びん感かんに風上の方へ顔を向ける。時折訪おとずれるこの突とつ風ぷうは、船に乗る者にとって恐ろしいものだとコダートは知っていた。なぜならこの後に決まって、海の悪あく魔まと船乗り達の間で呼ばれている、大きな波がやってくるからだ。

「摑つかまれっ。波がくるぞ！」

　カッサラの声が甲板に響ひびきわたる。彼も同じ事に気づいたのだろう。コダートは思わずジャリスに向かって走り出していた。彼女が無防備にも甲板の上に立っていたからだ。

　しかしコダートの行動は一いつ瞬しゆん遅おそかった。あっという間に巨きよ大だいな波が、アクラブ号の右の側面を直ちよく撃げきしたのだ。その衝しよう撃げきで立っているのも難しいほど、ぐらりと船が揺れる。ジャリスまであと一歩という所で、思わず体勢を崩くずしたコダートの耳に、短い悲鳴が聞こえた。

「きゃっ！」

　コダートのすぐ目の前で、ジャリスの身体からだが宙を舞まった。慌てて腕うでを摑もうとしたが、ほんの少しの差で届かない。ジャリスの身体がそのまま船の外へと投げ出されてしまったのだ。コダートは慌てて、船から身を乗り出して海を見下ろした。しかし波が押し寄せている海には、ジャリスの姿はどこにも見あたらない。すぐさまコダートが海に飛び込んでジャリスを捜そうと、手すりを登りかけた時だった。

「コダートッ」

　ジャリスの叫さけび声が随ずい分ぶんと近くから聞こえた。コダートは驚おどろいてよくよく眼下に目を凝こらす。

　するとジャリスと一いつ緒しよに海に投げ出されたはずのカッサラが彼女を腕に抱かかえ、船体にある木でできたくぼみに摑まっている姿を見つけた。

　二人の体重を片手一本で支えているカッサラを見て、コダートは慌てて乗組員に指示を出す。

「縄なわだっ。早く！」

　コダートの声に、乗組員の一人がすぐに丈じよう夫ぶそうな縄を持ってくる。辺りを素す早ばやく見回し二度目の波が来ないことを確かく認にんしたコダートは、すぐさまカッサラ達に向かって縄を下ろした。

「大丈夫かっ」

　コダートが叫ぶと、カッサラがジャリスを腕に抱いたまま、頭上を見あげる。

「ああ、平気だ。ジャリス、しっかり摑まっていろ！」

　そういったカッサラはジャリスに両りよう腕うでで首に摑まるよう指示すると、下ろされた縄をしっかりと持つ。それを確認したコダートは、乗組員達に号令をかけて一気に縄を引っ張った。

　そうすると、あっという間に二人の身体は、甲板へと引き上げられる。

「怪け我がはないか？　ジャリス……」

　駆け寄ったコダートに、甲板に座り込んだジャリスが目を瞬しばたたかせながら、こくこくと頷いた。

　ジャリスの顔はこんな状況だというのに、ほんのりと赤く染まっている。落ち着かなそうに、目をきょろきょろと動かしているジャリスに、コダートは眉まゆを寄せた。
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「……何で顔が赤いんだよ」

「だ、だって何か男の人にぎゅって抱きしめられるのって、慣れてなくて……」

　口ごもったジャリスに、コダートはむっとする。だがなぜこんな気持ちになるのか判わからない。

「無事でよかった」

　微笑ほほえむカッサラに、更さらにジャリスの顔が赤くなった。

　そんな彼女を見ていると何だか心の中がもやもやとしてしまう。コダートはそんな自分の感情を抑おさえる為ために息を一つ吐はき、思わずその場に背を向けていた。この感情が何であるかは、恐おそろしくて考えたくなかったからだ。
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　カッサラは夕方の見回りの為に、甲板に顔を出した。昼間船を襲おそった波による被ひ害がいは、幸いほとんどなかった。けが人もなく、カッサラは胸をなで下ろしていた。

「隊長、お疲つかれさまですっ。異常はありません」

「ご苦労、もう少しで交代だ。頑がん張ばれよ」

　部下の一人一人に声をかける。これは昔からカッサラが習慣にしている事だった。騎き兵へい隊にいた時も、部下と話し合う時間をできるかぎり持った。

　ふいに過去を思い出したカッサラは、物思いにふけるように顔を曇くもらせる。騎兵隊時代、上官が軍の金を横領していた。それを知ったカッサラは、証しよう拠こを摑んで上官に意見をしたのだ。軍の面つら汚よごしではあったが、表おもて沙ざ汰たにするのははばかられた。自分から退官するように意見したが、結局は無む駄だだった。上官の仕組んだ罠わなで数人の部下達の命を失い、自分は責任をとって軍を辞やめる事になってしまった。シャリフ王のおかげで軍には残れたが、カッサラは降格処分を受けいれた。たとえ偽にせの情報を摑まされたとはいえ、部下を死なせてしまった事に変わりはないからだ。もう二度と同じ失敗はしないと、カッサラは心に決めている。

「考え事？」

　そんなカッサラに声をかけたのはリンドだ。リンドが現れると、乗組員達が険しい顔になる。

「交代の時間ですよ、副船長殿」

　それでも乗組員の一人が、副船長であり少しよう佐さの階級章をつけたリンドに敬意を払はらってそういった。軍の階級は絶対なのだ。この船でリンドに意見できるのは、カッサラだけのはずだった。

「あれ、昨日はもう仕事しなくていいって言ってたでしょ」

　リンドの言葉に、乗組員達が顔を真っ赤にする。だが反論はしなかった。以前同じような事でケンカになって、船が火事になるという失態をおかした乗組員達は、リンドにはもう関かかわらないと決めているようだった。それも船長であるカッサラにとっては、頭の痛い話だ。

「やめろ、リンド。交代の時は必ず持ち場に行け。いいな」

　そういうとリンドは肩かたを竦すくめ、仕方なさそうに頷うなずいた。見張りの仕事は本来なら副船長である彼がすべき仕事ではない。だが船に乗って日の浅い彼に、船内のあらゆる仕事を経験して貰もらおうと、カッサラが決めた事だった。

「大変だね。船長って」

　リンドの言動に怒おこった乗組員達を宥なだめて、船室に帰したカッサラを見ながら、彼は他人事のようにそういった。リンドはいつでもそうだ。船も乗組員も、常に自分とは関係ないと言わんばかりの態度をとる。

「お前がもう少し、しっかりしてくれたら助かるんだがな」

「俺が？　何でそんな事しなくちゃいけないんだよ」

　おどけたようにそういって笑うリンドに、カッサラはゆっくりと微笑んだ。

「お前も船の一員だからだよ。しかも副船長だ。お前には期待してるんだ」

　その言葉に意表をつかれたのかリンドは目を見開いたが、すぐに彼にしては珍めずらしい、冷れい淡たんな笑えみを浮うかべる。

「船長さんは人を煽おだてるのもお上手だ。乗組員達はそれで喜ぶかもしれないけど、俺は違ちがうぜ」

　低い声でリンドはそういったが、カッサラはそんな彼の様子に思わず目を細めた。

「強がってばかりだな。だがこの船の副船長はお前なんだ。私に何かあったら、お前が船の指揮をする。その時はみんなと協力して事にあたってくれ。お前は仕事ができない訳じゃないんだ。信用しているぞ、リンド」

　肩を叩たたいたカッサラが微笑むと、リンドはふいっと顔を背そむけた。ふてくされたようなその顔も、カッサラが初めて見る表情だ。リンドはいつも飄ひよう々ひようとしていて薄うす笑わらいを常に浮かべている。だがいつも同じ笑顔を浮かべている者は、結局は無表情と同じ事だとカッサラは思うのだ。

　彼の違う一面を引き出せた事は、リンドとの距きよ離りを近づける大事な第一歩だった。
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　船の墓場と言われるバーナムの潮流、その正体は強い風によって起こる吹送流と呼ばれるものだった。後少しでバーナムにたどり着くという所で急に吹き始めた風は、すぐに激しさを増し、高い波がジャリス達の乗るアクラブ号を襲った。

「何なのよっ。この風はー！　あとちょっとでつくのにっ」

　噂うわさよりもずっと激しい潮流に、ジャリスは思わず叫んでいた。これでは大型船のアクラブ号でも危険だ。ぐらぐらと揺ゆれる船に立っていることも難しい。

　帆ほをたたむよう指示するカッサラの声が、風にまけじと張り上げられていた。乗組員達は指示の通りにきびきび動いているが、この波は手て強ごわかった。今度は投げ出されないようにと注意しながら、ジャリスは腰こし帯おびにくくりつけた水差しからアブウを呼びだした。

「何とかできないっ？　アブウ」

　彼は煙けむり姿のままぽわんと水差しの口から顔を出し、困ったように声を上げる。

「すいませーん、ご主人様。これは自然の現象なのでアブウにはなんとも……」

「ジャリスッ。バーナムが見えてきたぞ！」

　叫んだのはコダートだ。青白い顔の彼は、先程渋しぶ々しぶとナッシルの作った船ふな酔よいの薬を飲んでいた。さすがにバーナムの潮流は手強いだろうとの予想からだったが、正解だったようだ。

　ジャリスがコダートの指さす方を見ると、そこにはほとんど木々のない尖とがった岩いわ肌はだばかりが目立つ小さな島が見えていた。昼間だというのに厚い雲に覆おおわれた薄うす暗ぐらい島は、船の墓場という噂通りの不気味さだ。島の周りには、海の水が渦うずをまいて船を巻き込もうと待ちかまえている。その光景は船乗りにとって、最も恐ろしいものだった。

「船が引き寄せられている！」

　カッサラの言葉に、ジャリスは慌あわてて辺りを見回した。帆をたたんだというのに、船は荒あらい波に乗って、一直線にバーナムに向かって移動しているのだ。

「まずいわっ。このままじゃ船が島に激げき突とつするっ」

　考えられないような速さで移動している船は、もう止められない。風と波が船を動かしているからだ。この潮流に乗ってしまうと、後は島の岩肌に激突する運命を待つばかりだ。事実近付いてくるバーナムの周りには、大破した船の残ざん骸がいが無む惨ざんな姿で浮かんでいた。

　ジャリスは意を決して、船の帆ほ柱ばしらに駆かけ寄った。そしてその天辺てつぺんにある見張り台に登る。

「何をしているんですかっ。ジャリス！」

　摑つかまっていなければ投げ出されるような状じよう況きようで、無む謀ぼうにも見張り台の上に立ったジャリスを見つけて、シャルマが下から声を張り上げた。

「着岸できそうな所を探さがすわっ」

　振ふり落とされないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだが、それでもジャリスは島の周りを見み渡わたした。

　高い絶ぜつ壁ぺきに囲まれた島には砂すな浜はまも見あたらない。とても着岸できそうな場所はなかった。それでも必死にジャリスが島を見回すと、岩肌の間にぱっくりと縦に口を開けている亀き裂れつを見つけた。

「右う舷げんの岩肌に亀裂があるわ。かなり大きい！　あそこならアクラブ号も入れるかもっ」

　亀裂の間なら風も今よりはましだろう。ジャリスは見張り台の手すりを抱だきしめるように右手で摑まりながら、反対の手で懐ふところから持ってきていた羅ら針しん盤ばんをどうにか取り出した。

　甲かん板ぱんではカッサラが、自ら舵かじを取りながら、乗組員達に指示を出している。

「よし！　そこに入るぞっ」

　カッサラの答えを聞き、ジャリスは強い風に負けじと声を張り上げ、亀裂の方角を伝えた。

　そんな時だ。近付いてきた亀裂を見て、コダートが声を上げた。

「あれじゃアクラブ号は無理だ。入り口が狭せますぎるっ」

　段々と近付いてくる亀裂は、ジャリスが思ったよりも入り口が小さかった。アクラブ号が入るにはぎりぎりの大きさだ。この荒い波では、あの中に入るのは不可能に近いだろう。

　しかしそんな状態でも、カッサラは冷静だった。

「大たい砲ほうであの入り口を撃うてっ。岩を崩くずして中に入るんだ！」

　中がどれ程ほどの広さか判わからないが、あの入り口さえ広げれば、風をやり過ごす事はできそうだった。もうそれしか手段はない。船はどんどんとバーナムの岩肌に向かって進んでいるのだ。

　カッサラの命令を受けた乗組員達が、両手で抱かかえた黒い砲ほう弾だんを、甲板に固定された大砲の口に押し込んだ。そして砲ほう尾びに詰つめ込んだ火薬に点火して狙ねらいを定める。

「撃てー！」

　カッサラの合図とともに、大砲の弾たまがうねりを上げて発射される。日ひ頃ごろ大たい砲ほうを撃つ訓練を重ねているだけあって、その腕うでは見事なものだった。亀裂の脇わきに弾が当たると、ぼろぼろと岩が崩れ落ち、入り口が広がっていく。

「このまま行くぞっ。しっかり摑まってろ！」

　幸いなことに亀裂の内部は入り口よりも広かった。カッサラの号令に従うように、アクラブ号は真っ暗な亀裂の中へと進んでいった。




「ありがとうカッサラ。助かったわ」

　ジャリスはやっと落ち着いて、そう礼を言った。亀裂の中は大きな洞どう窟くつになっていて、あんなに吹ふき荒あれていた風も、この中までは届かない。薄暗い洞窟の奥へと進む船は、幸いにも損傷は少なく、乗組員達に怪け我がもなかった。

「いや、だが正直、これ程までとは……」

　カッサラの言葉にジャリスも頷いた。大型船のアクラブ号なら、潮流がどんなに激しくても乗り切れるだろうと思っていたが、こんなにひどい風と波に襲おそわれるとは思っていなかった。

「あれは、何だっ！」

　そんな時、乗組員の一人が声を上げる。洞窟の行き止まりと思われる場所に、バルク号よりももっと小さな船があった。精々一人か二人で操船できる程の小こ舟ぶねは、帆柱も一本で綺き麗れいに帆が畳たたまれていた。

　だがジャリスはそんな船を見て驚おどろく。バーナムの荒あら波なみを、この船はどうやって乗り越こえたのだろう。しかも船には損傷の跡あともなかった。

　カッサラの命令で、数人の乗組員達が小舟を調べるために乗り移る。だが人の気配はないようだ。船室はあるにはあるようだが、その中を調べても誰もいなかった。

「流れついたのかしら。でもどうやって？」

　洞窟の中には船の残骸がいくつも流れ着いている。どれもあの強い風で壊こわされてしまったのだろう。原形をとどめている物はなかった。

「ジャリス、あの船の向こうを見てみろ」

　何かに気づいたようにそういったコダートに、ジャリスは彼の指さす方を見てみる。そこには岩の間に、人が入れる程の小さな道ができていた。明らかにそれは、岩を削けずって作った人じん為い的てきな物だ。どこに続いているか判らないが、洞窟は行き止まりでこれ以上は進めない。風が吹き荒れている外に出るのは、もっと危険だった。

　ジャリスは状況を整理して考え、コダート達を見あげた。

「……上陸して調べましょう」

　その言葉に、カッサラが眉まゆを寄せて口を開く。

「私も行こう。君達だけでは……」

「いいえ、カッサラ。あなたにこれ以上、迷めい惑わくをかける訳にはいかないわ。ここで待っていて。でも……もしわたし達が明日になっても帰らなければ、申し訳ないんだけど、バルク号にいるナッシルに、この事を伝えて欲しいの」

　決意の眼まな差ざしでそういったジャリスに、カッサラが心配そうな表情で瞳ひとみを伏ふせた。




　細い道をたいまつ片手にジャリス達は進んでいた。先頭をコダート、続いてジャリスにシャルマ、最さい後こう尾びがリクだった。暗くら闇やみの中、どこまで道が続いているのかも判らない。

（すごーい、綺麗に岩が削られてる。これってやっぱり誰かが造ったのよね。何かがこの先にあるって証しよう拠こだわ）

　つるつるとした岩肌を触さわりながら、ジャリスはそう考えて胸を躍おどらせた。恐おそろしい気持ちももちろんあるが、自分一人ではないことが彼女に余よ裕ゆうを持たせているのだ。

　やがて人一人がやっと通れる位の、小さな石造りの扉とびらをジャリス達は見つけた。意を決してその扉を開き、頭をぶつけないよう身を屈かがめて入る。するとそこは意外にも建物の中だった。広い部屋はうっすらと明るく、暗闇に慣れた瞳には痛い程だ。

「ここって……何かの神しん殿でん？」

　辺りを見回してジャリスは呟つぶやいた。正面には祭さい壇だんらしき物があり、海の女め神がみレティシアの像が置いてある。海を旅する者達は、この女神像を大たい概がい船に乗せていた。

「随ずい分ぶんと古いな。見ろ、崩れかけてる。注意した方がいい」

　コダートの指さした壁かべは小さな穴やひびがいくつもある。ちょっと壁に触っただけでも、ぼろぼろと細かい石が落ちてきて、慌ててジャリスは手を引っ込めた。人の気配は辺りにはなく、割れた窓から差し込む弱い日差しが、辺りを照らし出している。

「祭壇の奥にも扉があるわね。じゃあ手分けして調べましょう。私とコダートは奥を見てくるわ。シャルマとリクはここを調べて」

　ジャリスはそういうと、コダートと一いつ緒しよに広間の奥にある古びた扉を開け、中に入った。

「何もないな。倉庫じゃないのか？」

　狭い部屋は、探たん索さくする程の広さでもない。部屋の隅すみに置かれた、布でできた大きな袋ふくろをコダートが開けてみている。ジャリスも覗のぞいてみたが、中に入っているのは縄なわや羅針盤など、航海の時に使うものばかりだ。レティシアの像を飾かざってある所からして、この神殿は船乗り達が造ったのだろう。だがここを使っていたのは、かなり昔のようだった。コダートが触っただけで、縄はぼろぼろと崩れる程に劣れつ化かしている。たかが数年でここまではならない。

「ねぇ、コダート。見て、凄すごいわよ」

　辺りを見回したジャリスが、ある物に気づいて声を上げた。壁に浮うき彫ぼりにされたレティシアの像を見つけたのだ。驚いたのは、その両眼がきらめきを放つ緋ひ石せきでできている事だった。小こ粒つぶだが傷一つない赤い宝石は、ジャリスが見ても良質と判る物だった。

「触るなよ。お前はすぐ余計な物を触りたがる。罠わなでもしかけられてたら……」

　コダートがそう言おうとしたが、それより一いつ瞬しゆん早くジャリスはその像に手を触ふれていた。

「どうしてそうこらえ性しようがないんだっ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。罠なんてある訳ないじゃない。それよりこの緋石、本当に綺麗……あれ？」

　両手の人差し指でその両眼を触った時に、ジャリスは思わず変な声を出してしまう。指が緋石を押し込むように、像の目に入り込んでしまったのだ。

（な、何だかものすごーく、嫌いやな予感……）

　ジャリスがそう思った瞬間、身体からだを揺ゆらす程強い振しん動どうを足元に感じる。それが意味するものに気づいて、ジャリスは思わず顔を引きつらせた。

「この馬ば鹿かーっ　だから言っただろう！」

　眉をつり上げたコダートが叫さけぶと同時に、床ゆかがぱっくりと口を開けた。明らかに何者かが作った人工の落とし穴だ。ジャリスは一瞬でそこまで考えたが、すぐにそれどころではなくなる。落ちていく感覚に、すぐに何かに摑つかまろうと手を伸のばしたがもう遅おそい。

「うそぉ──────」

　ジャリスの叫び声が辺りに響ひびいた時には、コダートと二人、どこまで続いているのか判らない暗い穴の中へと落ちていったのだった。




　穴の中は思った程深くはなかった。落ち方もよかったのだろう。ジャリスはとっさに頭を庇かばって身体を丸めたのだ。受け身を教えてくれたナッシルに心の底から感謝した。

「何でこうなるんだ……。お前といると本当に飽あきないな」

　コダートも怪我はないようだった。憎にくまれ口がたたける間は大丈夫だ。

「ごめんなさい。だってまさか、こんな罠があるなんて……」

　さすがにジャリスも反省していた。ただの朽くちかけた神殿だと侮あなどっていた。こんな仕し掛かけをつくるぐらいなら、ここにはやはり何か秘密があるのかもしれない。

　さほど深い穴ではなかったが、手を伸ばしても上までは届かない。登ろうかとも思ったが、おうとつのない石いし壁かべは足をかけることもできなかった。

「これは無理だな、助けを呼ぶか。だがシャルマ達に声が届くかな？」

（あ、そうだ。こういう時こそっ！）

「アブウ、お願い。助けてくれる？」

　水差しを手に取ってそういうと、ぽわんと煙けむりが出て銀色の髪かみと目を持つアブウが姿を現した。

「ご用は何でございましょう。ご主人様」

「アブウ、お願いよ。穴に落ちちゃったの。上まで行って、シャルマ達を呼んで来てくれない？」

　ふわふわと浮く事のできるアブウなら大丈夫だろうと、ジャリスはそう頼たのんだ。

「かしこまりました。ご主人様！　アブウにおまかせくださいっ」

　元気良くそういうと、アブウはそのまま上の階に飛び立っていった。

「珍めずらしくアブウが役にたったな。奇き跡せきだ」

　コダートの呟きに頷うなずきかけたジャリスは、慌あわてて反論する。

「アブウはアブウなりに頑がん張ばってるの。それにほら、火事の時だって火を消してくれたでしょ」

　ジャリスはそういうと、穴の中を改めて見回した。薄うす暗ぐらい中を目をこらして見ると、丁度ジャリス達の前方に道が続いているのが判わかる。

「駄だ目めだぞ。シャルマ達が来てからだ」

　まだ何も言ってもいないのに、勘かんのいいコダートに釘くぎを刺さされて、ジャリスは口を尖とがらせる。

「この先がどうなってるのか気になるじゃない。ちょっとだけだから」

　そういってジャリスは、腰こしをかがめなければ通れない程ほどの道に、ゆっくりと足を進める。どこまで続いているのか判らない。太陽の光の届かない、恐らく地下であろうその道は、静まりかえっていて薄うす気き味み悪わるかった。

「こらっ、待て、ジャリス……。まったく、言い出したらきかないんだから」

　コダートも仕方なさそうに、後に続いてくる。あまり遠くに行くつもりは、ジャリスにもなかった。シャルマ達が来るまでに、中を調べられる限り調べておこうと思ったのだ。

　手て探さぐりで歩いていた狭せまい道は、すぐにぽっかりと空いた空間に出る。窓一つない部屋は広いがやはり何もない。上の部屋と違ちがい、ぼこぼこした壁と床で注意しなければ転びそうだった。

「何かしら、この部屋。あれ……でも何でたいまつがあるの？」

　部屋の四よ隅すみにたいまつが燃えていた。本来なら真まっ暗くら闇やみの空間は、そのおかげで明るかった。

「このたいまつ、まだ新しいぞ。誰かがいたって事だな」

　コダートに言われて、ジャリスは大きく頷いた。頭の中に賞金首に描えがかれた、ターラの軽けい薄はくそうな笑えみが浮かぶ。絶対にこの島には何かがある。ジャリスがそう思った時だ。

　ずるずるっと、何かを引きずるような音がジャリスの耳に届いた。

「何やってるの？　コダート」

　そういってジャリスは彼を見たが、コダートは腕うで組ぐみして立ったまま動いた様子はなかった。

「どうしたんだよ、ジャリス。俺は何もしてないぞ」

　その言葉にジャリスは眉まゆを寄せた。そんな彼女の耳に、先程と同じずるずるという音が再び聞こえる。部屋の隅に目を凝こらしたジャリスは、その音の原因に気づいて思わず声をあげた。

「何よ、あれっ」

　叫んだジャリスにコダートが、彼女の指さした方を見る。彼もジャリスと同じように目を見開いて、彼女を庇うように前へ進み出た。

「まさか……あれは」

　呟いたコダートが腰の剣けんに手をやった。子供の大きさほどもある何かが、音を立てて移動している。そのぬめった身体は巨きよ大だいな蛇へびに似ていたが、頭は蜥蜴とかげのものだ。口からは細い舌を出して、は虫類特有の細い目が、ジャリス達を睨にらむようにして見ていた。

　その姿にジャリスは見覚えがあった。昔読んだ本に出てきた伝説の怪かい物ぶつだ。その名は……

「バジリスクよっ。コダート目を見ちゃ駄目！　石にされるわ」

　蛇の王と言われるバジリスク。その聞くもおぞましい声は人々を恐きよう怖ふに陥おとしいれ、吐はく息は毒であり、その目を見た者は石になってしまうという。いつの間にか現れたバジリスクは、ずるずると音を立てながら移動し、ジャリス達が先程通ってきた道を塞ふさいでしまった。

　戻もどる事もできなくなったジャリスの前で、コダートが剣を構えたまま叫んだ。

「逃にげろっ。ジャリス！」

「わたしだけ、逃げられないわよっ」

　そういったジャリスは、自分も腰の剣を抜ぬく。

「馬鹿っ、そんな事言ってる場合か！　お前に何かあったら……」

　コダートはそういって急にぐっと口を噤つぐみ、そしてジャリスから不意に視線をそらせた。

「お、俺がシャルマに、嫌み言われるだろっ」

　コダートは口早にそういうと、バジリスクに相対した。道を塞いで動こうとしないバジリスクと、じりじり間合いをとってはいるが、吐く息が毒だというバジリスクは近寄るだけでも危険だ。だがコダートは、口を片手で覆おおって素す早ばやく近づき、剣を振ふり下ろす。しかしバジリスクの身体は、そのぬめった見かけから想像できないような硬かたい音を立て、剣を撥はね返した。

「あんまり側に行ったら駄目よっ。コダート！」

「近づかなきゃ戦えないだろうが！」

　口元を覆ってはいるが、バジリスクの毒にさらされているのは事実だ。このままでは二人ともその毒にやられてしまう。ジャリスは必死で辺りを見回した。

「コダート、あっちにも道があるわっ」

　そんな中でジャリスは、来た時とは違う道が部屋の奥にあるのに気づいた。せまい道はどこに続いているのかも判らない。だがこのままここにいては二人とも危険だ。

　ジャリスは決意すると、バジリスクに相対しているコダートに合図してその奥に逃げ込んだ。

　闇やみに包まれた道にジャリスは恐怖を覚えたが、それでも怯ひるむことなく全速力で駆かけ出した。




　バジリスクの恐怖から逃げるように、暗い一本道をジャリス達は走っていた。神しん殿でんの地下であるはずなのに、その道はかなり長い。息切れしながらも、足を止める訳にはいかなかった。どのぐらい走っただろう。ジャリス達は道の先に、明るい光を見つけた。

「どうなってるのよ。ここはっ」

　息を切らせたジャリスが叫ぶようにそういった。走り抜けた先には再び部屋が現れたのだ。今まで見た中で一番広いその部屋には、高い天てん井じようとそれを支えるように円い柱があった、そして何より目を引くのは、正面の壁かべにある天井まで届きそうな、巨大な船の舵かじを象かたどった彫ちよう刻こくだ。

　妙みような罠わなに、伝説の怪物、そしてどこまでも広い神殿の地下。ここが一体何の目的で造られたのか、皆かい目もく見当がつかない。しかし背後からバジリスクが追ってくる様子もなくて、ジャリスは息を整えようと足を止めた。

「おい……ジャリス、あれ」

　そんな時背後にいたコダートが、小声だが緊きん迫ぱくした様子でそういった。彼の指さした方を見ると、舵の彫刻の前に一人の男が倒たおれるようにして横になっている。顔に派手な羽根飾かざりのついた大きな帽ぼう子しを被かぶせ仰あお向むけになっている男は、ジャリス達が来てもぴくりとも動かなかった。

「何、あの人……も、もしかして、死んでるの？」

　両手を腹の上で組んで微び動どうだにしない男を見て、ジャリスが思わず呟つぶやいた。この神殿に来てから初めて見る人間だ。恐らくたいまつをつけたのもこの男だろう。ジャリスは緊きん張ちようした面おももちで、コダートとともに男に近付いた。

「ちょ、ちょっと、生きてるの？」

　不用意に近付くのはためらわれた。少しだけ距きよ離りをおいてジャリスは恐おそる恐る声をかける。しかし男が動く気配はなかった。帽子のせいで顔も判らない。ジャリスの頭に、先程のバジリスクの恐ろしい姿が思い浮うかぶ。

（ま、まさか、バジリスクに殺されちゃったんじゃ……）

　そんな時、コダートが持っていた自分の剣で、男の帽子をつついた。

「やめなさいよ。コダート」

「何でだよ。顔を見れば、生きてるかどうか判るだろ」

　コダートがそういいながら器用に剣で、男の帽子を持ち上げようとした時だった。

「うわぁー！」

　寝ねていた男がいきなり飛び起きて、部屋中に響ひびく叫さけび声を上げたのだ。その雄お叫たけびに、ジャリスは思わず驚おどろいて身体からだをすくませ、コダートも慌てて自分の剣をひっこめる。

「ああ、びっくりしたっ。殺されそうになる夢みちまったよ。あー、よかった、夢で」

　ずり落ちそうになった帽子を、寝ね起おきとは思えない素早さで受けとめ、男がほっとしたように呟いた。

「ああー！　見つけたっ。賞金首！」

　そんな彼の顔を見て、ジャリスは思わず叫ぶ。だらしなく伸のばされた黒くろ髪かみ。よくよく見れば端たん整せいだが、浮かべた軽薄な笑みのせいで台無しになっている、無ぶ精しようひげを生やした顔。

　それは間ま違ちがいなく、ジャリス達の追っていた一億ディナルの賞金首の男、ターラだった。

　ジャリスの叫びに驚いたターラは、すぐに立ち上がって辺りをきょろきょろ見回した。

「え？　賞金首？　どこだよ。捕つかまえたらぼろもうけじゃねぇか」

「何言ってるのよっ。あなたの事でしょ！　逃がさないわよっ」

　剣を抜いたジャリスに、ターラはやっと気づいたように目を向けた。そしてふと眉を寄せて、ジャリス達を上から下までじっくりと眺ながめる。

「あれ、お前達……えっと、どこかで会ったよな？」

　額に手を当てて考え出したターラに、ジャリスは問答無用とばかりに剣を向けた。

「海かい賊ぞく同盟見習い、ジャリス・シンリクットよ！　犯罪者に知り合いはいないわっ。覚かく悟ご！」

　ジャリスは叫ぶと、剣を振りかぶってターラに斬きりかかった。生いけ捕どりにするのが条件だが多少の傷はやむを得まい。捕とらえてフィクルの事を聞き出さねばならなかった。

「え？　シンリクットって……あ！　判わかったぁ。お前マラファムの娘むすめだな。いやー、大きくなったもんだ。時間がたつのは早いなぁ」

　吞のん気きにそういったターラは、その口くち振ぶりとは裏腹の素早さで、ジャリスの剣を躱かわしていた。

「とうさ……じゃなくて、盟主様を知ってるの？」
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「知ってるさぁ。あいつは……俺の天敵だからな」

　にやりと笑ったターラに、ジャリスは彼が同盟の敵なのだと確信した。

「海賊同盟の名において、あなたを拘こう束そくしますっ」

　構えた剣を手にそう叫んだジャリスに、ターラが首を傾かしげた。

「ちょっと待ってくれよ。もしかして、その話の流れでいくと俺って悪役？　もしかしてもしかして、いや、もしかしなくても賞金首って俺の事？」

　自分を指さして本気で驚いているターラに、ジャリスは賞金首の似顔絵を突つきつけた。

「うわっ、もうちょっと上手に描かけよ。本物の方が数倍いい男だっていうのに……。えっ、ちょっとまてっ。なんじゃこの一億ディナルってー！」

　叫んだターラの声が、部屋の中にこだまする。

「一億ディナルっていったら、可愛かわいいお嬢じようちゃん達と豪ごう遊ゆうして、うまいものたらふく食って絹の布団ふとんでぐっすり眠ねむっても、まだお釣つりが山程あるぜ。なあ、俺が同盟に自分自身を差し出したら、一億ディナルくれるかなぁ」

　本気でそう聞くターラにジャリスは呆あきれた。片眉つり上げたコダートが、同じく呆れた口調でターラに答える。

「ああ、くれるだろうが、金を使う前に捕まるだろうな」

「そっかぁ。そうだよな。うーん、悩なやみどころだぜ。金は欲しいが捕まったら使えないよなぁ」

　頭を抱かかえて、どうやら真しん剣けんに悩んでいるターラに、ジャリスは思わず毒気を抜かれてしまう。

「なぁ、こうしないか。お前達が俺を捕まえる。そして同盟に連れて行って金を貰もらう。そして俺が同盟から逃げ出すのをお前達が手伝って、金を山分けする。どうだ？」

　ターラが悩んだ末に導き出した結論に、ジャリスの怒いかりが爆ばく発はつした。

「そんな事できる訳ないでしょー！」

　叫んだジャリスと、ターラの背後にいるコダートが再び剣けんを構えた。そんな状じよう況きようでもターラは余よ裕ゆうの態度だ。彼はその腰こしに細身の剣をさしていたが、それを抜こうともしない。

「いやー、ちょっと待ってくれよ。俺は確かに悪い事してないとは言わないよ。でもこんな賞金首になる程悪い事……多分してないと思うんだけどなぁ」

「問答無用！」

　ジャリスの声を合図に、二人はターラに斬り掛かかった。しかし生け捕りが目的なので、なかなかターラを捕まえられない。どんなに極ごく悪あく人にんでもふざけていても、勢い余って切り捨ててしまうわけにはいかないのだ。聞く事は山ほどある。

「フィクルはどこにいるのよっ。あなたと一いつ緒しよにいるんじゃないの？」

　ジャリスが叫ぶと、飄ひよう々ひようとした動きで剣を躱したターラが、にやけた表情で両手を上げた。

「さっきまでその辺にいたぜ。会わなかったか？」

「誰にも会わなかったわよ。噓うそばっかり言わないで……」

　そう言い返そうとしたジャリスの耳に、再びずるずると何かを引きずる音が聞こえた。

「コダート、まずいわっ。来る」

　それだけでコダートは何の事だか判ったようだ。ジャリスはターラをコダートに任せて、自分達が通ってきた道に剣を向けた。

　暗い道から姿を現したのは、先程ジャリス達を襲おそった、ぬめった身体のバジリスクだった。

「先にバジリスクを倒しましょう。命にかかわるわっ」

　バジリスクをそのままにしておいては、同じ神殿にいるシャルマ達にも危険が及およぶ。この際ターラは後回しだとジャリスは判断した。

　頷うなずいたコダートの後ろに立っていたターラが、そんなジャリスに不思議そうに声を上げる。

「お前達、フィクルを捜さがしにきたんだろ」

「そうよっ。ちょっと黙だまってて。今忙いそがしいんだからっ」

「でもそのバジリスク、フィクルだぜ。殺しちゃまずいんじゃないの？」

　その言葉にジャリスは不ふ審しんそうに眉まゆを寄せ、ターラの方を振ふり向いた。

「いい加減な事ばっかり……」

「噓じゃないぜ。呪じゆ術じゆつ師しがフィクルに薬を飲ませたんだ。人間を恐ろしい化け物に変える、呪のろいの薬をな」

　その言葉にジャリスは驚いて、改めてバジリスクを見る。心なしかバジリスクの瞳ひとみが、寂さびしそうに細められたような気がした。

「……信じられないな。何の為ためにそんな事を？」

　コダートの問いに答えるように、ターラは肩かたを竦すくめる。

「詳くわしい事は言えないが、カトゥーナ国を女王が治めるのに反対するやからがいる、とだけ言っておこう。まあどんな国でもよくある話だ。それで姉想おもいの双ふた子ごの弟がそれに気づいて、その悪いやつらを調べて証しよう拠こを摑つかんだんだ」

「一体何の話なの？　ラスミア女王の双子の弟は、もうこの世には……」

　呪のろわれた双子の皇子は、生まれた時に闇やみに葬ほうむられる運命。それがカトゥーナ国王宮の、血ち塗ぬられた裏の歴史だ。

「いや、生きてるぜ。双子の皇子が殺されるのは昔の話だ。実際には皇子の身分を剝はく奪だつされて幽ゆう閉へいされる。ラスミア女王の弟も、カトゥーナ国と隣りん国ごくの国境に近い場所で数年前まで幽閉状態だった。だが女王は即そく位いしてからすぐに、弟を自由の身にしたんだ。本当は王宮に迎むかえるはずだったが、弟はそれでは姉の迷めい惑わくになるからって、身分を隠かくして平民として貿易商を始めた」

　そこまで聞いたジャリスはあることに気づいて、バジリスクを見つめた。

「ま、まさか、その弟って……」

　それを聞いたターラがふっと笑えみを浮かべ、バジリスクを指さした。

「そう、そこにいるフィクルだ。だがそれを知った悪い奴やつはフィクルに呪いをかけた。側にいるだけで、息やその瞳で人を殺せる化け物にだ。その化け物になったフィクルを、女王様の許もとに送り届けて、彼女も暗殺するつもりだったんだよ」

　つまりフィクルは呪いをかけられたと同時に、大切な姉を殺す暗殺者にされてしまったのだ。

「そこで登場したのが、フィクルの知り合いで、女王様に反はん抗こうする悪い奴を調べるのを手伝っていた格好良くて頭の切れる天才、このターラ様だ。フィクルは自分の身体からだの変化に気づいて俺に助けを求めたんだ。薬は徐じよ々じよにフィクルの身体を変化させていった。だから俺は呪術師のねぐらを突き止め、呪いを解く解毒剤ざいの在り処かを聞き出して、それを見つける為に、このバーナムにやってきたという訳。理解できたかな？　お嬢さん」

　片目を瞑つぶったターラを、ジャリスはまだ不審な目で見ていた。どうもこの軽いノリについていけない。かなり内容は深刻なのに、この男が話していると真実味にかけるのだ。

「このバジリスクがフィクル……皇子だという証拠は？」

　だがまったく信じられない話でもない。もしそれが真実だとすれば、女王が必死でフィクルを捜すのも納得いくし、ターラ達がこのバーナムに危険を冒おかしてやってきた意味も判るからだ。

「証拠ねぇ。まあ、俺を信じて貰うしかないな。じゃないとフィクルはずっとこのままだよ」

　ターラがそういった時だった。ずるっずるっと身体を動かしたバジリスクが、ふいに後ろを向いた。ジャリスとコダートは戸と惑まどいながらも、そんなバジリスクの行動を見守った。

　バジリスクはその長く太い尻尾しつぽで、床ゆかがめくれて土が出ている部分をなぞりだす。

　何事かとジャリスは地面を見る。そこには何と達者な筆ひつ跡せきで、文字が書き出されていたのだ。

〝私の名はフィクル。ターラの言う事に偽いつわりはない。海かい賊ぞくの方達、私が元に戻もどれるよう協力して欲しい〟

　その文字に、ジャリスとコダートは目を見あわせた。

「信じてくれたかな？　俺は確かにいい加減だが、噓は……たまにしかつかないし、約束は守るんだ。俺はフィクルを元に戻してやると約束した。手伝ってくれるとありがたいな」

　ターラがゆったりとした足取りで、バジリスク……フィクルに近付き、彼に触ふれた。それを見ていたジャリスは、思わず大だい丈じよう夫ぶなのかと心配する。バジリスクには近寄るだけで危険なはずだ。そんなジャリスの表情に気づいたのか、ターラが苦く笑しようする。

「平気だよ。まだフィクルは完全にバジリスクになっちゃいないんだ。人間としての意識もあるし、吐はく息も毒と呼ぶ程ほどじゃない。瞳を見ても大丈夫だ。ただぐずぐずしてると、呪いが身体を支配して、完全にバジリスクになっちまう。そしたら……」

　ターラが言い淀よどむ。フィクルはそんなターラの言葉に続くように、再び文字を書き出した。

〝そうしたら私をこの神しん殿でんから出さずに殺して欲しい〟

　悲痛な叫さけびをその文字が表していた。見ると、は虫類特有の細い瞳が伏ふせられている。

「そんなことには絶対になりませんっ。必ず救ってみせます、フィクル皇子！」

　ジャリスは決意のこもった声でそういうと、ゆっくりと跪ひざまずき、皇子であるフィクルに最大限の敬意を払はらって頭を下げたのだった。




　巨きよ大だいな舵かじの彫ちよう刻こくを前に、ジャリスは腕うで組ぐみして考え込んでいた。

「調べてないのは、この扉とびらの向こうだけなんだよな。でもどうやっても開かないんだ」

　ターラがそういうと、舵の後ろにある壁かべを調べていたコダートが声を上げる。

「本当に扉なのか？　継つぎ目がないぞ」

　だがターラは自信ありげに大きく頷いた。

「ああ、呪術師がこの神殿の見取り図を持ってたんだ。それによると、絶対にこの向こうに部屋があるはずなんだ。一体どんな仕し掛かけで開くのやら」

　ターラが取り出した紙をジャリスは覗のぞき込んだ。神殿の設計図のようで、内部の見取り図といくつかの数字が書かれている。

「ジャリスッ」

　そんな時背後から声がかかった。振り返るとシャルマとリク、それにふわふわと浮ういているアブウがジャリス達を追って、部屋に入ってきている所だった。

「その男……一億ディナルッ」

　声をあげたのはシャルマだ。それと同時にアブウが目を見開いて、ターラを指さした。

「ああっ！　あなた……何してるんですかっ」

　叫んだアブウに、ターラは一いつ瞬しゆん目を眇すがめると、にやりと笑う。

「あれ？　見た事ある顔だな。確か……水差しの精のアブウだろ？　こりゃいい。ルーレルに教えてやろう。お前に会いたがってたからな」

　その言葉と同時に、アブウはこの世のものとは思えない絶ぜつ叫きようを、部屋中に響ひびかせた。

「ひぃぃぃぃぃ！　それだけはっ」

　叫んだアブウが、慌あわててジャリスの腰こしに取り付けられた水差しに入り込んだ。震ふるえるようにアブウの入った水差しが揺ゆれている。それを見てジャリスはターラに不審な目を向けた。

「何なの？　アブウの事、知ってるの」

「ああ、まあな。お前よくそんな役立たずと一いつ緒しよにいるなぁ。その内ひどい目に遭あうぞ」

　そういわれて、ジャリスは思わずむっとする。

「アブウは頑がん張ばってくれてるわよ。それより、ルーレルって誰？」

　聞いた事のない名前だった。しかしその名を聞いたアブウの怯おびえかたは尋じん常じようではない。

「知り合いだよ。アブウの事が好きで好きで、好きすぎていじめちまう馬ば鹿かな奴さ。別名ランプの精とも言うがな」

　その言葉に、ジャリスは思わず目を見開いた。アブウが事あるごとに敵対心をむき出すランプの精を知っているとターラは言う。一体この男は何者なのだろう。

「ジャリス。彼を捕つかまえるのではないのですか」

　シャルマに聞かれたジャリスは、さっきのフィクルの話を彼に話して聞かせた。

「……では、本当にこのバジリスクが？　騙だまされているのではないですか」

　冷静にそういったシャルマに、ターラがむっとして口を開く。

「お前根こん性じよう悪いなぁ。人の話は素す直なおに信じないと駄だ目めだよ。人生損するよ」

　軽い口調のターラに、シャルマは目を据すわらせた。

「人生は何事も疑ってかかるものです。特に単純な船長の下で働くなら尚なお更さらね」

　シャルマの言葉は、ジャリスの心にぐさっと突つき刺ささったが、反論はできなかった。彼の冷静な判断力のおかげで、幾いく度どとなく危機を乗り越こえてきたのは事実だからだ。

「と、とにかく、扉を開けてみましょうよ。フィクル皇子を救う方法は、今の所これだけだし」

　どうにかシャルマを説得して、ジャリスはターラから借りた見取り図に再び視線を落とした。

「えっと、確かにこの奥に部屋があるわね。ターラ、呪じゆ術じゆつ師しから何か他ほかの情報はなかったの？」

「ああ、何でもここはその昔、海蜥蜴とかげがまだ海賊と呼ばれて暴れ回ってた頃ころ、北の海を荒あらし回った大海賊が、根ね城じろにしていた神殿なんだそうだ。呪術師の祖先がその海賊の仲間だったらしい。その祖先が編み出した製法でつくった薬で、呪のろいをかけたんだと。その呪いを解く唯ゆい一いつの方法は、この神殿のどこかにある、解毒剤の入ったクムクムの瓶びんを探す事だそうだ」

　クムクムとはひょうたん形の入れ物の事だ。ターラが言うには、この神殿をくまなく捜そう索さくした結果、どこにもクムクムは見あたらなかったのだという。もしあるとすれば、この壁の向こうに恐おそらくあるであろう部屋が、一番怪あやしいというのだ。

「他には、何か聞かなかったのか？」

　コダートがそういうと、ターラは腕組みしたまま無言になって、わざと視線を逸そらした。

「本当にそれだけしか知らないで、ここまで来たの？」

　呆あきれて思わずそういってしまったジャリスに、ターラは口を尖とがらせた。

「行けばすぐに判わかると思ったんだよ。それにカトゥーナ国は、同盟の奴らがうろうろしてるし」

　ターラは自分が賞金首である事は知らなかったようだが、一応同盟に追われている自覚はあるようだ。ぶつぶつと同盟の悪口をいう彼に、ジャリスはため息をついた。

　そんな時コダートが、ジャリスの持つ見取り図を覗き込んで、何かに気づいたように呟つぶやいた。

「これは、文字なのか？　見たこと無いな。それにこの絵はなんだろうな」

　そういわれて目をやると、見取り図の隅すみに両りよう腕うでを上に上げ、まっすぐに立った恐らく男性であろう絵が描えがかれていることに、ジャリスも気づいた。

　小さいが落書きにしては細密だ。ジャリスはその人物画の隣となりに書いてある文字に目をやる。

　そしてジャリスはある事に気づいて、思わずあっ、と声を上げた。意味不明だとコダートが言った文字は、アラバーナ大陸で現在使われている文字ではなかった。古代の人々が使っていたもので、今では全能の神アリフラストを祭った神殿や、呪術師などが好んで使う古代文字だ。

「わたし……これ、読めるわ。習ったことあるの」

　ジャリスはそういうと、その古代文字に目をやった。

「えっと……東の腕に沿って進み、面おも舵かじ一いつ杯ぱいに切る。そして、西の腕を進んで、取り舵を一杯に切れ……これって、どういう意味？」

　ジャリスは再びその人物像に目を移す。そしてなぜだかこの絵を、どこかで見た事がある気がして、一いつ生しよう懸けん命めい考えを巡めぐらせた。

「ああっ、思い出した！　これ〝北天を指す羅針像〟よ。昔習った事があるわ。これは人物像だけだけど、本当は周りに方角と角度が書かれているの。頭が北を表してるのよ」

　ジャリスはふいにある考えがひらめいて、急いで懐ふところから羅ら針しん盤ばんを取り出した。人物像の頭をその羅針盤の北の方角に合わせて、ジャリスは声を上げる。

「東の腕が指してるのは、この羅針盤によると右に二十度よ。面舵一杯は同じく右に三十五度。それから西の腕は……えっと、左に十五度、最後に取り舵かじ一いつ杯ぱいで、左に三十五度よ」

　ジャリスは、すべての符ふ合ごうが頭の中で一いつ致ちしたのに気づき、巨大な舵を見あげ瞳ひとみを輝かがやかせた。

「これって、もしかして、この通りに舵を動かせって事じゃないかしら。この壁の舵を」

「どうやってだよ。この舵びくともしないぜ。それにそんな簡単な方法で開く訳ないだろ」

　腕組みしたターラにそう聞かれて、ジャリスはにっこりと満面の笑えみを浮かべる。

「力仕事なら大だい丈じよう夫ぶ。ね、リク」

「おう、任せといて。こんなの楽勝だよ」

　リクは片目を瞑つぶってそういうと、ぴょんぴょんと飛び跳はねて腕を振ふり回し、準備体操をする。

「こんなガキが？　無理に決まってるだろ」

　そういったターラにリクが鼻を鳴らした。ガキ呼ばわりされるのはリクが一番嫌きらうことだ。

「こんなの簡単だよ。力ないんだね。おっさん」

　その言葉に、二十代中なか頃ごろであろうターラはひくひくと頰ほおを引きつらせる。

「おう、じゃあガキの力を見せて貰もらおうじゃないか。もしできなかったら……」

　ターラの言葉を無視して、リクは舵に手をかけてぐっと右の方へ力を入れる。さすがにすぐには動かなかったが、しばらくして部屋の中が揺れるほどの地じ響ひびきが鳴り響いた。それと同時にゆっくりと舵が動きだす。

「やったー、リク。その調子よ。右に二十度、それから三十五度」

「了りよう解かい、船長」

　動き出した舵は、リクの怪かい力りきでゆっくりと回り出した。

「そこで一いつ旦たん止めて、今度は左に十五度、そして最後は三十五度よ」

　リクが今度は舵かじを反対方向に回した。舵が動く度たびに部屋が小さく揺れて地響きが鳴る。ぱらぱらと落ちてくる砂が目に入らないよう気を付けながら、ジャリスはリクが回す舵を見守った。

　最後の三十五度が終わってリクが手を放すと同時にガチャリ、と何かがはずれたような音が辺りに響く。舵をとりつけた壁かべが手前に少しだけずれたのだ。よく見ると厚いと思っていた壁はさほどでもなく、リクが軽々とその壁を引き寄せた。

「噓うそだろ……こんな簡単な暗号かよ」

　ターラの呟きにシャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げ、呆れたように言う。

「昔の人間が作ったんですよ。そんな大層な仕し掛かけな訳ないでしょう。あなたその格好からして船乗りなんでしょう？　気づかないあなたが鈍どん感かんなんです」

　冷たく言われて、だらしなく茶色の船服を着こなしたターラが再び頰を引きつらせた。

「お前ら、年長者には敬意を払はらいやがれ」

「たいして変わらないでしょう。年」

　シャルマがすぐさま言い返すと、ターラはむっとしたように口を開いた。

「なんだと？　俺はなぁ……」

「もういいじゃない、後にしてちょうだい。シャルマも大人おとなげないわよ」

　ジャリスがそういって二人を止める。するとシャルマはターラからふいと視線を逸らすと、そのまま扉とびらの中に入るジャリスに続いた。

　扉の奥は真っ暗くら闇やみで何も見えなかった。ジャリスはシャルマに頼たのんで、隣の部屋のたいまつを持ってきて貰う。そして改めて、たいまつの明かりを頼たよりに部屋を見回して絶句した。

「わっ、何これっ。本物？」

　ジャリスの声が室内に響ひびく。入り口から見み渡わたした中の部屋はさほど広くはない。ジャリスが驚おどろいて指さしたのは、その中央にあるたいまつの明かりに照らされた、黄金の輝きの山だった。

「ああ、宝がっ！」

　部屋の中の様子に気付いたシャルマが、彼らしくなく大きな声を上げた。珍めずらしく頰を緩ゆるめたシャルマは、もう一つのたいまつを持って、部屋をじっくりと見回した。

「かなりありますよ。この金貨。それに見てください。この緋ひ石せきや金こん剛ごう石せき、この大きさなら相当な価値ですよ！」

　こんなに興奮しているシャルマを見るのは初めてだ。それもそのはず。部屋の中央に、うずたかく積み上げられている金貨や宝石は、時価にして相当な値段だろう。

「凄すごいな。ざっと見て数十億ディナルはあるな」

　そういったのはコダートだ。彼は手近にある握にぎり拳こぶし程の金剛石を手にして、たいまつの明かりにすかして見ていた。

「……間ま違ちがいなく本物だ。こんなにたくさんの宝石を見たのは、さすがに俺も初めてだな」

　商人として様々な商品を取り扱あつかっていたコダートが言うのだから、間違いないだろう。

　リクもターラも目の前の宝石に目を輝かがやかせ、触さわってはすごいすごいと騒さわいでいる。

「待って！　目的は解げ毒どく剤ざいでしょ。宝は後回しにして、解毒剤を探さがしてちょうだい！」

　ジャリスもこの宝の山に胸が躍おどらないといえば噓になる。しかし目的はあくまで解毒剤だ。

　その一いつ喝かつにみんな、特にシャルマは不満顔だ。しかしジャリスは両腕を腰こしにあて、そんな彼らに言い放つ。

「船長命令よっ。宝よりも解毒剤！」

　びしっとそう言ったジャリスに、彼らは渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

「……判りました。さっさと探しましょう。そして宝を運ばないと」

　あくまで宝に執しゆう着ちやくするシャルマを、ジャリスはきっと睨にらみつける。

「ここに置いていても何の役にもたたないんですよ。だったら持って帰った方が、わたし達の役には立ちます。あなたの行方ゆくえ不明で使ってしまった航行資金も、これで補えますよ」

　それを言われるとジャリスも辛つらい。確かにお金の事はいつもシャルマに任せきりだからだ。

「……取りあえずクムクムを探しましょう。宝をどうするかは後から決めるわ」

「うわっ、何だ、これ？」

　その時だ。叫さけんだリクの声に、慌あわててジャリスは彼の方を振り向いた。リクは宝の中央にある椅い子すの前に立って、驚いたように目を見開いている。

「どうしたの？　あっ……」

　ジャリスが慌ててリクのいる所まで駆かけ寄った。そして短い悲鳴をあげる。椅子が向こうを向いていて判わからなかったが、その椅子には座っている人物がいたのだ。黒い装束は海蜥蜴とかげが今でも好んで着る、動きやすさを追求した合わせ襟えりの船服だ。ターラと同じ羽根のついた黒い帽ぼう子しを被かぶっているが、その帽子が載っている頭は白くて硬かたいむき出しの骨だった。よく見ると服から出た両手も白骨化し、着ている服はぼろぼろだった。

「骸がい骨こつだっ。すげぇ！」

　何が凄いのか、リクが目を煌きらめかせ、落ち窪くぼんだ両眼を触ろうとする。そんなリクをジャリスは慌てて止めた。

「駄だ目めよ、リク。これは死体なの。元は生きていた人間なんだから、敬意を払わないと」

　ジャリスはそういうと、あらためて骸骨を見る。するとその手に何か紙のような物が握にぎられているのに気づいた。ジャリスは不思議に思って、そうっとその手紙を抜ぬき取る。随ずい分ぶんと時間がたっているのか紙もぼろぼろだ。破れないよう注意しながら、ジャリスはそれを読んだ。

「何だったんだ？　ジャリス」

　その手紙を読み終わって、辛そうに視線を落としたジャリスに、コダートが声をかける。

「……この人は元々海蜥蜴……いえ、この人の時代ではまだ海かい賊ぞくと呼ばれていたのね。その海賊の船長だったの。でも仲間に裏切られて、宝と一いつ緒しよにこの部屋の中に閉じこめられたみたい」

　この宝の山も、その海賊達が集めたものだという。宝はあれども食べ物も水もない。この手紙はそんな中で男が書いた、最後の遺書だった。

「死ぬなら、海で死にたかったって書いてある。餓が死しする事も覚かく悟ごすれば怖こわくはないけど、無念なのは、二度と海に出られない事だって……」

　どこまでも青い海、頰をなでる潮風、ジャリスも大好きだ。まだ考えた事はないが、もし死ぬならジャリスも海で死にたいと思う。その海を離はなれて、こんな宝があるだけの部屋で死を迎むかえた男の気持ちが、手紙には込められていた。とても他人事だと思えず、ジャリスは思わず瞳ひとみを潤うるませる。自分がもし同じ状じよう況きように陥おちいったなら……ジャリスはそう思うだけで耐たえられない。海にとりつかれているのはジャリスも同じだ。船の上で揺ゆられながら眠ねむるのが一番落ち着くのだから。同じく海にとりつかれたこの男が、どれだけ悔くやしかったのかを、ジャリスは自分の事のように感じた。

　ジャリスはこぼれそうになった涙なみだをぐっと堪こらえ、男の身体からだに触ふれた。

「海に帰してあげましょう。せめて、遺体だけでも」

　その提案に誰も反対する者はいなかった。ここにいるのは海を旅する者達ばかりだ。きっと男とジャリスの気持ちを、誰よりも理解している。

　そうしてジャリスがリクと一緒に、男の遺体を椅子から降ろそうとした時だ。ふと男が首からぶらさげている物に目を留めて、ジャリスは思わず声を上げた。

「これ、クムクムじゃない？」

　その言葉に慌てて駆け寄ったみんなの前で、ジャリスはゆっくりと男の身体を床ゆかに横たえると、その首から小さな瓶びんを取り出した。

「これでしょ！　クムクム。やったっ。見つけたわ」

　ジャリスはそういって喜んだが、ふとある事に気づいた。

「何で二つあるんだ？」

　同じ事に気づいてそういったのはコダートだ。首からぶら下がっている小さなクムクムは、二つあった。それを慎しん重ちように男の首からはずしたジャリスは、その手の平に収まる大きさのクムクムを両手に一つずつ持つ。

「赤い液体と、青い液体が入ってるわ。一体どっちが解毒剤なの……？」

　透とう明めいな硝子ガラス製のクムクムには、両方とも色の違ちがう液体が入っていた。

「こういう時に役にたつはずの医者がいませんね。本当にのんだくれの役立たずです。給料減らしましょう」

　シャルマの言う通り、変な薬を作るのが大好きなあのナッシルならば、これが何か判るかもしれない。しかし彼は船の見張りの為ため、バルク号に留守番していた。

「どっちも解毒剤かもしれないぜ」

　ターラはそういうが、明らかに色が違う。ジャリスは蓋ふたをあけて中の匂においを嗅かいでみた。

「うわっ、凄い匂い……。ナッシルの薬より臭くさいわ。でも二つとも違う臭さよ」

　思わず瓶から顔を背そむけたジャリスは、それでも二つが違う物だと判断した。激げき臭しゆうなのは同じだが臭さの種類が違う。

「じゃあ、どっちかが解毒剤か、もしくはどちらでもないのか」

　コダートは考え込むようにそういった。

「カトゥーナ国に持ち帰って調べましょう。それが確実です」

　そのシャルマの提案に、ジャリスは頷いた。本当に解毒剤なのか判らない代しろ物ものを、フィクルに飲ませる訳にはいかない。カトゥーナ国に帰ればナッシルもいるし、ラスミアに頼んで王宮の医師達に調べて貰もらう事もできる。

「ああ、そりゃ駄目だ」

　だがそんなジャリス達に、ターラが突とつ然ぜんそういった。驚いてジャリスが彼を見ると、肩かたを竦すくめたターラが口を開いた。

「フィクルにかけられた呪のろいは、薬を飲んだ時から数えて二度目の満月の夜に成じよう就じゆするんだ。そうしたら、完全にバジリスクになっちまうらしい。いくら解毒剤を飲んでも、そうなったらきかないそうだ」

「ちょっ、ちょっと待ってよ。その二度目の満月って……」

「明日だ」

　あっさりとそういったターラに、ジャリスは目を見開いて詰つめ寄った。

「何でそんな大事な事今いま頃ごろ言うのよっ。明日までなんてカトゥーナ国に戻もどるのは絶対無理よ！」

　大型船のアクラブ号でさえ、ここまでくるのに三日かかったのだ。

「前みたいに、アブウに嵐あらしを起こしてもらって船を進ませたら？」

　リクがそう提案するが、すぐにシャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げながら、首を振ふった。

「それでも間に合うかは微び妙みようです。たとえ間に合ったとしても、この薬が本当に解毒剤かどうか調べるのに時間がかかりますよ。とても明日の夜になんて間に合いません」

「じゃあ、ルークで飛んでいったらどうかしら。もっと早くつくわ」

　ジャリスがそういうと、今度はコダートがその意見を退けた。

「バーナムの周りに吹ふく風は相当ひどいぞ。あの中をルークに乗って行くなんて自殺行こう為いだ」

　それを聞いて思わずため息をついたジャリスに、シャルマが口を開いた。

「そこらへんにいるねずみでも捕つかまえて、毒味させたらどうでしょう」

　だがそれをあっさりと却きやつ下かしたのは、ターラだった。

「俺はここに来てもう何日も経たつが、ねずみどころか虫一匹ぴき見た事ないぜ」

　八方ふさがりとはまさにこのことだ。ジャリスは思わず、頭を抱かかえ込んでしまった。

「何とかならないかしら……」

　呟つぶやいたジャリスはふと、コダートがクムクムの瓶を凝ぎよう視ししている事に気づいた。口元に手を当てて、目を眇すがめているその表情には、見覚えがある。

「ねぇ、コダート。どっちが本物だと思う？」

　ジャリスがそう聞くと、コダートは驚おどろいたように彼女を見つめた。

「何で俺に聞く」

「だってこういうのを選ぶ事で、勘かんが外はずれた事ないんでしょ。だからあなたはマハル王国でも一、二を争う商人になった。違う？」

　コダートの目め利ききは相当な物だ。それに加えて以前での賭かけの時にみせた、はずれた事がないという勘は、彼が若くして大商人となった理由のひとつだろうと、ジャリスは思っていた。

「確かに外した事はないが、これは賭けじゃないぞ。人の命がかかってる。勘なんかで……」

「いいから。参考にするだけよ、あなたの目に正しいと映っているクムクムはどっち？」

　ジャリスがいうと、コダートはふうっと一つ息を吐はいた。そして再びジャリスが両手で持っている瓶を見比べる。

　手を口元にあてて、しばらく考え込みながら、コダートの瞳が二つの瓶を行き来した。その黒いはずの瞳が、うっすらと赤く染まったような気がして、ジャリスは首を傾かしげる。もっとよく見てみようと目を凝こらしたが、すぐに彼は目を閉じてしまった。

「……青い方だ。解げ毒どく剤ざいは青い液体。俺はそう感じた」

　ゆっくりと開いた瞳はいつもと同じ黒だった。ジャリスは自分の見み間ま違ちがいだったのだろうかと不思議に思いながら、青い方のクムクムの瓶を見つめた。

「だが断定はできないぞ。あくまで俺の勘なんだ。解毒剤じゃない方は、もしかしたら毒かもしれない。やっぱり専門家がいないと……」

「確かめる方法ならあるわ」

　コダートの言葉を遮さえぎるように、ジャリスは覚悟を決めてそう呟いた。そして大きく息を吐いて、青いクムクムの瓶の蓋を開ける。

「あー！　ジャリスッ」

　ジャリスの行動を見ていた、そこにいた全員が一いつ斉せいに叫さけんだ。ジャリスがその青い液体をほんの少しだけ口に含ふくんだからだ。

「ううっ……！」

　ジャリスはすぐにうめき声を上げ、身体を折り曲げる。苦しそうなその様子に、シャルマが慌あわてて叫んだ。

「何やってるんですっ。ジャリス！」

　シャルマと一いつ緒しよに駆かけ寄ったコダートが、ジャリスの顔を凄すごい力で上に向かせた。

「吐き出せっ。この馬ば鹿か！」

　そんなコダートの力が強すぎて、ジャリスは余計気分が悪くなる。

「ちょっ、ちょっと待って。平気よ。あまりのまずさに気持ち悪くなっただけ……」

　まだ口に残る苦みとも渋しぶみとも言える後口に、ジャリスは辟へき易えきしながらそう答えた。

「ジャリスがまずいなんて……相当だね」

　リクの一言に、ジャリスはむっとして顔を上げた。

「何言ってるのよ。この黄金の舌を持つわたしを捕まえて。取りあえず今の所異常はないんだから、しばらく様子をみてみましょう。それで大だい丈じよう夫ぶなら人体に影えい響きようはないんだから、フィクル皇子に飲んで貰うわ」

　にっこり笑ったジャリスのあまりにも無む謀ぼうな行動に、コダート達は額に手を当てて大きなため息をついていた。
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　どれだけたったのだろう。ジャリスは何の変化も現れない自分の身体からだに、ほっと息をついた。

「大丈夫みたいね。じゃあフィクル皇子。これを」

　コダートの勘はあたっていたようだ。ジャリスの身体はまったく元気そのもので、どこも異常は感じない。ジャリスは意を決して、フィクルの細長い舌が覗のぞく口元に、クムクムの液体を流し込んでみる。少ししかない青い液体を、零こぼさないように飲ませるのは大変だった。

　空になったクムクムの瓶びんを床ゆかに置いて、ジャリスは祈いのるように、両手を合わせてフィクルを見守った。するとしばらくして、バジリスクの姿をしたフィクルが急に苦しみ始める。

「あ、合ってるわよね。わたしは大丈夫だったんだから……」

　自分に言い聞かせるように、そういったジャリスの目の前で、その変化は起きた。

　蛇へびの皮ひ膚ふが突然うごめき出し、風船のように膨ふくらんだのだ。そして皮膚を突つき破るようにして人間の腕うでが現れた。やがて蛇が脱だつ皮ぴするかの如ごとく、バジリスクの身体全体に亀き裂れつが入る。

　そこから姿を現したのは、跪ひざまずいた状態の若い男だった。茶色の長めの髪かみに細い身体。優やさしそうな顔立ちをしていて、その黒い瞳ひとみがジャリスを映し出している。

「きゃー！」

　だがジャリスはそんな彼を見て、真っ赤になって叫んで後ろを向く。彼は素すっ裸ぱだかだったのだ。

「す、すいません。……もう大丈夫です」

　ごそごそと音がして、男がそういった。ジャリスがおそるおそる振り返ると、彼はターラの茶色い上着を着て立っていた。男は背が高く細身で、育ちの良さそうなおっとりとした雰ふん囲い気きに包まれている。そして優ゆう雅がな微笑ほほえみを浮うかべ、手を胸に当てて一礼した。

「ありがとう。美しいジャリス。私はラスミア女王の弟、フィクルです。元に戻れたのはあなたのおかげ。こんな綺き麗れいで優しい女性に会うのは生まれて初めてです」

　穏おだやかな微笑みと柔やわらかな物もの腰ごし。いつも周りにいる男達には見られない、自分を女性として扱あつかってくれるフィクルの態度が、ジャリスは妙みように気き恥はずかしい。何より耳慣れない美び辞じ麗れい句くがジャリスの顔を赤くさせた。

「フィクル、ナンパは後だ。まったく手間かけさせやがって」

　ターラが言うと、フィクルはにこやかに微笑みながら、彼にも頭を下げる。

「あなたにもお礼を申し上げます。約束通り、姉にはあなたの事は内ない緒しよにしておきますね」

　フィクルの言葉に、ジャリスは首を傾げた。ターラとラスミアは知りあいなのだろうか、と。

「ああ、そうしてくれないと困るぜ。俺は約束を守ったんだからな。それよりせっかくだからお宝持って行こうぜ」

　だがジャリスがその疑問を口にする前に、ターラが軽い足取りで宝の山に向かってしまう。負けじと後を追ったシャルマを見送ったジャリスは、隣となりにいるリクに話しかけた。

「リク、わたし達はあの人を外に運び出しましょう。宝はシャルマ達にまかせて」

　ジャリスが言ったあの人、とは骸がい骨こつ船長の事だ。

　そういってジャリスがリクと一緒に、骸骨船長の所へ行こうとした時だ。腰こしにぶらさげた水差しから驚いたようなアブウの声が聞こえた。

「宝？　宝ってなんですか？」

　今いま頃ごろそんな事を言って、銀色の目を輝かがやかせた人ひと形がたのアブウが水差しから出てくる。

「うわー！　すごいですねぇ。アブウは綺麗な物が大好きです」

　そういって、ふわふわと浮いて宝に近付こうとしたアブウは、そのまま動きを止めた。

　アブウの目の前に、ターラが両りよう腕うでを腰に当てて立ちはだかったからだ。

「お前の好きなのは、ランプの精のルーレルだろ。すっげぇ愛されてるじゃないか。あんないい女ならお前も本ほん望もうだろ」

　その言葉に驚いたのはジャリスだ。なぜなら語り部べ達に聞いたランプの精とは、逞たくましい男の姿をしているはずだったからだ。

「ランプの精って女なの？」

「ああ、ルーレルはすっげぇいい女だ。お前と違ちがって乳はでかくて尻しりはぷりぷりだ」

　ターラがそういうと、ジャリスはむっとし、アブウはぶるっと恐おそろしそうに震ふるえた。

「ルーレルにだけは、アブウの事黙だまっておいてくださいー、お願いします。見つかったら、また牢ろうに入れられていじめられますっ」

　そんな情けなさ全開のアブウに、ターラはにやけた笑いを返す。

「嫌いやだね。お前俺にどれだけ迷めい惑わくかけたと思ってんだよ。ここで会ったのが、お前の運のつきだと思って諦あきらめな。ルーレルはお前を差し出せば、それ相応の礼はしてくれるからさ」

　ターラは容よう赦しやない言葉を浴びせ、アブウを捕つかまえようと両手を広げて飛びかかった。それを辛かろうじて避よけたアブウが、長い髪を逆立て、目に一いつ杯ぱいの涙なみだを浮かべて叫んだ。

「ルーレルだけは絶対に嫌ですっ。船長のばかー！　いでよっ、水大たい砲ほう！」

　その言葉に驚おどろいて、慌ててジャリスが水差しに目をやったが、もう既すでに遅おそかった。腰にぶら下げた水差しから、大量の水がターラ目がけて勢いよく飛び出したのだ。そのあまりの水圧に、何の心構えもなかったジャリスは思わず尻しり餅もちをついた。

「何度も同じ手をくらうかっ」

　叫んだターラが身軽に水の攻こう撃げきを避ける。水は壁かべに激げき突とつし、ターラが大きな笑い声を上げた。

「はっはっはっ、本当に馬鹿なやつ。でも相変わらず、お前からかうのおもしれー」

　腹を抱かかえて笑うターラを、アブウが恨うらめしそうな瞳で見つめるが、すぐにぽんと音を立てて煙けむりの姿に戻もどってしまう。それと同時に、水差しから出ていた大量の水も止まった。

「うーん、もう駄だ目めですぅ」

　アブウに聞いた話では、一日一発しか水大砲は撃うてないという。全力を使い果たしたのか、アブウはそのまま水差しの中に消えていってしまった。室内はどこもかしこも水みず浸びたしだ。

「もう！　いじめないでよっ。アブウが一体……」
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　立ち上がりながら、そう声を張り上げたジャリスの耳に、ミシミシっと嫌な音が響ひびいた。

「何の音だ？」

　コダートの呟つぶやきに、ジャリスはそれが空耳ではなかったのだと気づく。

「何だか、とても嫌な予感がしますね……」

　様子がおかしい事に気付いたのか、シャルマがジャリスの許もとに駆け寄り、辺りを見回しながらそう呟いた。ジャリスも同じように部屋の中を見てみる。するとアブウが放った水大砲が直ちよく撃げきした壁に、先さき程ほどまではなかった大きなひびが入っているのに気づいた。しかもまずい事に、それが音をたてて広がっている。

「ま、まさか……」

　ジャリスが最悪な事を予想して、顔を引きつらせた。だがそれはどうやら現実となりそうだ。壁のひびはどんどんと広がり、あっという間に床までもが地じ響ひびきをたてて割れ始めたのだ。

「崩くずれるわよっ」

　叫さけんだジャリスの声に呼応するように、天てん井じようまで入った亀裂から砂と石がばらばらと落ち始める。宝の山が積んである床にも亀裂が入り、その割れ目に宝石や金貨がなだれ落ちていく。

　その光景を見たシャルマが、宝に向かって走り出そうとする。しかしジャリスは、そんな彼の服を慌あわてて握にぎりしめた。

「駄目っ！　もうすぐに崩れるわっ。宝より命のほうが大事よ。逃にげましょう！」

「し、しかし……宝があれば…………」

　未練たっぷりのシャルマを、ジャリスは必死に説得する。

「宝なんかより……あなたの方がずっと大事なのっ。逃げないならわたしも残るわよ！」

　それを聞いたシャルマが、宝に視線を向けぐっと唇くちびるを嚙かんだ。もうほとんどの宝が割れてしまった床に吞のみ込まれている。その状じよう況きようを見たシャルマは、意を決したように宝に背を向けた。

「……くっ、判わかりました。逃げましょう！」

　ジャリスはそれを聞いて、こんな状況だというのに嬉うれしくなって微笑んだ。そしてすぐにみんなに号令をかける。

「行きましょうっ。急いで！」

　ジャリスはそういうと、床に横たえられたままの骸骨を見つめる。そしてその近くに落ちていた男の帽ぼう子しを手に摑つかんだ。

「ごめんなさい……！」

　ここに骸骨船長を残していきたくはなかった。本当はどんな事をしてもここから連れ出してやりたかった。しかし自分は船長として乗組員達への責任がある。彼らの命を危険にさらす訳にはいかない。後ろ髪を引かれる思いで、ジャリスは出口へと走り出していた。
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　神しん殿でんの崩ほう壊かいは、宝のある部屋だけではなかった。一度均きん衡こうを崩した建物は、次々と崩れ始めている。地下道を戻るように走っていた乗組員達の、しんがりを務めているのがコダートだ。全速力で駆かけながら、誰も逃げ遅おくれていないかと目を光らせるコダートの後ろを、ターラが少しも息を乱した様子もなく追いかけてきていた。

「なぁ、つかぬ事を聞くが、お前、名前はコダートなんだよな」

　こんな状況だというのに、軽い調子でターラが聞いた。

「そうだけど、今はそんな事どうでもいいだろっ」

「いやー、それがどうでもよくないんだ。本当に時がたつのって早いなぁ……。何でジャリスと一いつ緒しよにいるんだ？」

「だからっ、そんな話は後回しだ！　大体そんな事聞いてどうするんだよっ」

　天井からは砂がこぼれ、地じ震しんのような地響きが神殿内を揺ゆらしている。そんな状況でターラの意味不明な質問は、コダートを苛いら立だたせた。

　その時だ。コダートの頭上で、今まで聞いた事のない大きな音が響いた。




　ミシッ！




「危ないっ」

　叫んだのはターラだ。コダートは一いつ瞬しゆん何が起こったのか判らなかった。身体からだが凄すごい勢いで前方に傾かたむく。床ゆかに前のめりに倒たおれたコダートは、すぐに後ろを振ふり向いて驚いた。自分がいたはずの場所に、大きな岩が落ちてきていたからだ。

「ああ、危なかった。無事か？」

　同じようにターラも、コダートの隣に倒れ込んでいる。どうやらターラが落ちてきた岩に気づいて、自分を突つき飛とばし助けてくれたようだった。彼が気づかなかったら、自分はあの岩の下した敷じきになっていただろう。それを思うと、コダートは思わずぞっとした。

「ああ……すまない」

　コダートは上半身を起こして、息を乱しつつも礼を言う。

「いいさ。俺は約束を守る男だ」

　先に起きあがったターラが、再び意味の判らない事を言った。彼と約束した覚えなどないコダートは、不思議に思って首を傾かしげる。

「ほら、摑まれ。ジャリス達が心配してる」

　見るとジャリスが心配そうにこちらを見ていた。みんなの足取りをここで止める訳にはいかない。早く脱だつ出しゆつしなければ命が危険だ。

「大だい丈じよう夫ぶだ！」

　ジャリスにそう叫んだコダートが立ち上がろうと、差し出されたターラの手に摑まった。

　その時だ。握った彼の手から、ビリビリとしびれるような感かん触しよくが伝わった。この感覚に覚えのあるコダートは、思わず彼の手を見つめる。大きな筋張った手は、男にしては綺き麗れいに手入れされていた。その指に金色の光を見つけて、コダートは思わず目を見張る。

「その指輪……」

　自分が知っているあの指輪とは違ちがう。マハル王国でハジに奪うばわれたあの指輪は銀色だった。しかしターラの指に光る金の指輪も、それに触さわったコダートに反応するかのように、きらりときらめきを放ったのだ。

「コダート、早くっ！　急がないとっ」

　そんなコダートの耳に、ジャリスの必死の叫びが聞こえる。コダート達のすぐ後ろはもう既に崩れ始めている。このままここにいては、彼女達も巻まき添ぞえになってしまうだろう。

　コダートは口を引き締しめて立ち上がった。取りあえず今はここから逃げるのが先なのだ。だが……必ずこの指輪の事は聞かなければならない。コダートのはずれた事のない勘かんは、この指輪がとても大切な物なのだと告げていた。

　　　　[image: ]

　ごつごつとした岩山だらけのバーナムで、唯ゆい一いつの建造物であった神殿は、もう見る影かげもなく崩壊してしまっていた。地下に埋うまってしまった宝も、掘ほり起おこすのさえ難しいだろう。あのまま中にいたならと思うと、ジャリスは思わず背筋が寒くなる。地下を駆け抜ぬけ、シャルマ達が落とし穴に垂らした縄なわを登り、祭さい壇だんのある部屋に戻ったジャリス達は、そのまま窓を割って、外へと飛び出したのだ。おかげで何とか、崩れる神殿の下敷きにならずにすんだ。

　岩いわ肌はだがむき出しの崖がけの上に立ったジャリスは、改めてコダート達を見回した。

「みんな……無事ね。フィクル皇子もターラも……あれ、ターラは？」

　一人一人確かく認にんするように見み渡わたしていたジャリスは、神殿から一緒に出てきたはずの、ターラの姿がないのに気づいた。

「いないのか？　確かに俺の後に続いて、神殿を出てきたはずだぞ！」

　慌てた様子でコダートが辺りを見回している。ついさっきまでは確かにいたはずだ。外に出た時点で確認した時には、相変わらずのにやにや笑いを浮うかべて立っていたのだから。

「も、もしかして、逃げられた？」

「なんて事です、一億ディナルですよ！　捜さがしましょう」

　シャルマがすぐさまそういったが、それを止めたのはフィクルだった。

「待ってくれ。彼が賞金首だというのは判っている。勝手なお願いだが、彼を捜さないでやってくれないだろうか」

　そう言われてジャリスは改めて、フィクルに向き直った。

「どうしてです、皇子」

　そのジャリスの言葉に、フィクルは苦く笑しようする。

「皇子はもう止めてくれ、私はもう王族ではないのだから。フィクルと呼んでくれて構わない」

　彼を皇子と呼ぶのは確かにまずいと、ジャリスも気づいた。呪のろわれた双ふた子ごの伝説は、今でもカトゥーナ国の人々の心に刻み込まれている。

「判りました。では……フィクル、あのターラという男は何者なんですか？」

　その問いに、フィクルは困こん惑わくしたような表情を浮かべた。

「彼は……そうだな。これだけは言えるよ。君達が思っているような極ごく悪あく人にんじゃない。いい加減で面めん倒どうくさがりで調子はいいけど、約束は必ず守る。彼は私の命の恩人なんだ」

　確かにターラは賞金首ではあるが、そんなに悪人にも見えない。フィクルを助けようとしていたのも事実だ。ターラが解毒剤ざいの情報を呪じゆ術じゆつ師しから聞き出してくれたからこそ、フィクルを救う事もできたのだ。それに何だかんだ言っても、ジャリスはターラを憎にくめないでいた。

「帰りましょう、フィクル。王宮まで警護させて頂きます」

　その一言にシャルマが口を開きかけたが、ジャリスはにっこりと微笑ほほえんで、それを遮さえぎった。

「目的はフィクルを見つけだす事。当初の目的は果たしたんだから、もう帰るわよ。カッサラ達もいつまでも待たせておく訳にはいかないでしょ」

「だが、ジャリス……」

　それに反論したのはコダートだ。珍めずらしいと思いながらも、ジャリスはびしっと言葉を返した。

「船長命令！」

　その言葉には誰も逆らえない。自由気ままなバルク号唯一の掟おきてだからだ。




　ジャリス達は洞どう窟くつにあるカッサラの船に戻もどってきていた。島の岩山を回ってたどり着いたのだが、驚おどろいたのは来る時に嵐あらしのように吹ふいていた島の周りの風が、止やんでいたことだ。

「どうなってるの？」

　洞窟の入り口までアクラブ号で進んだジャリス達は、来る時とは一変した穏おだやかな海に驚いていた。そんなジャリスの疑問にコダートが口を開く。

「恐おそらく一日の内で数時間だけ、風が止むんじゃないか？」

　その言葉に船の甲かん板ぱんで、辺りを確認していたカッサラが頷うなずいた。

「ああ、私もそう思う。だが何時また海が荒あれるか判わからない。早めにこの海域を出た方がいい」

　先さき程ほどカッサラの船に戻った時、最初に停てい泊はくしていた小型船が見あたらなくなっていた。吹送流で傷んだ船を修理していた乗組員達は、いつ船がなくなったのかも気づかなかったらしい。

「やっぱりあの船、ターラのだったのね。あんな小こ舟ぶねでどうやって嵐を乗り切ったのかと思ってたけど、きっと風が止む凪なぎの時間帯を知ってたんだわ」

　それならば納なつ得とくがいく。彼はそれでこの海域を乗り切ったのに違ちがいなかった。

　洞窟から出ると、明るい太陽の日差しにジャリスは目を瞬しばたたかせた。暗い所にいたジャリスはそれが気持ちよくて、思い切り伸のびをする。そんなジャリスの耳にリクの元気な声が聞こえた。

「ジャリスッ。あれ、バルク号だ！」

　彼の指さした方角には何も見えなかった。しかしリクの目は、どんなに遠くの敵でも弓矢で射い貫ぬける程いいのだ。その彼が言うのだから間ま違ちがいはない。そうジャリスが思っていると、しばらくの時間が経たって、リクが指さした方角にバルク号が姿を現した。

「おーい、ジャリス。やっと許可が下りたから迎むかえにきたぞー」

　甲板から声を上げているのはナッシルだ。ジャリスは思わず手すりから身を乗り出して手を振った。ナッシルの後ろには数人の男達が見える。皆みなナッシルの顔見知りである同盟の男達だ。

「カッサラ、やっと航行の許可が下りたみたい。わたし達は自分の船で帰るわ。迷めい惑わくかけてごめんなさい」

　ジャリスは改めて、カッサラに向き直り礼を言った。今回の事で一番迷惑をかけたのは彼だ。激しい潮流を乗り越こえ、ここまで連れてきてくれたのだ。本当に彼には感謝の言葉もなかった。

「……いや、大丈夫なのか？」

　カッサラが珍しく言いよどんでいる。ジャリスは不思議に思ったが、大きく頷いた。

「フィクルも無事に救い出したし、船も出港できるようになったし。何とか旅を続けられるわ」

　ジャリスの隣となりに立つフィクルも、穏やかな微笑みを浮かべて、カッサラに礼を言った。

「ありがとうございます。カッサラ船長。今回、私の救出に協力してくださった事、私からも姉に報告しておきます。サウルナ国にも改めて、感謝の言葉を贈おくらせて頂きます」

　フィクルがカトゥーナ国の皇子である事を、ジャリスはカッサラにだけは話しておいた。カッサラはこの船の船長だ。彼に隠かくし事はできる限り避さけたかったし、フィクルも自分を送ってくれるカッサラに敬意を表して、身分を明かす事を承しよう諾だくしたのだ。

　フィクルの言葉に、カッサラはふと視線を落とした。だがすぐに顔を上げ、彫ほりの深い顔に優やさしそうな笑えみを浮かべる。

「いいえ、私は何もしてはおりません。すべてはこのプス船長…ジャリスの功績。彼女には色んな事を私も教えて頂きました。改めまして、ご無事で何より」

　カッサラがそういうと、彼の背後にいたリンドが慌あわてたように声を上げた。

「ちょ、ちょっと、それは……」

　何事かを言おうとしたリンドを、カッサラが素す早ばやく鋭するどい視線を送り黙だまらせた。そしてカッサラはそれ以上は何も言わず、ジャリス達がバルク号に乗り移る為ための小舟を用意してくれる。

　ジャリス達はそれに乗り込むと、ナッシルの待つバルク号へと移動した。

「お帰り、ジャリス。航行許可おりたぜ。マハル王国の旗も認めるそうだ」

　ナッシルのその言葉に、ジャリスは胸をなで下ろす。案外早くおりた許可は父の心こころ遣づかいだと信じたい。

「カッサラ、ありがとう！」

　船の上からアクラブ号に向けてジャリスは大きく手を振ふった。カッサラがそれを受けて何事か乗組員達に合図している。乗組員達はカッサラの指示で素早く動いて、隊列を組んだ。

「気をつけて！」

　その言葉と同時に、カッサラと乗組員達は一いつ斉せいに胸に手を当て、片足を後ろにさげて礼をする。それがサウルナ国の正式な敬礼だとジャリスは知っている。一糸乱れぬその姿は見ていて感動的で、ジャリスは思わず自らも同じ敬礼を彼らに返していた。




　ジャリスはカッサラ達に見送られ、慣れたバルク号の甲板でほっと一息ついた。来た時とは比べものにならない穏やかな海風が、優しくジャリスの頰ほおをなでる。それに目を細めたジャリスは、手に持っていた骸がい骨こつ船長の帽ぼう子しを見つめた。宝も賞金首も手に入らなかったが、ジャリスはフィクルを助けられた事に満足していた。だが崩くずれてくる神しん殿でんから逃にげるのに必死で、彼の亡なき骸がらを持ってくることはできなかった。それが唯一ジャリスの後こう悔かいだった。

「ごめんなさい。本当は身体からだを海に帰してあげたかったけど……」

　呟つぶやくとジャリスはその帽子を海に投げ入れた。せめてこの帽子だけでも海に帰してやりたかったのだ。海で死にたいと遺書に残した男の気持ちが、ジャリスには痛い程判った。どんなに危険で辛つらくても、海にはそれに勝まさる物がある。楽しさと興奮は勿もち論ろん、万ばん物ぶつの母であるという海は、大いなる安らぎを持っているのだ。その海に一度魅み入いられた者は、陸で暮らすのは難しい。

　海に浮うかんだ帽子はゆらゆらと揺ゆれていたが、やがて波に吞のみ込まれるようにして海中に消えていく。

「さようなら。やすらかに」

　ジャリスの声は震ふるえている。消えていく帽子に、自分も海に魅入られた一人なのだと自覚したからだ。この海に自分もやがて帰る日がくるのかもしれない。しかしそれでもジャリスは航行することを止められない。どこまでも続く青い海を眺ながめながら、ジャリスはその先に何があるのかを探し求めて旅を続ける事を、改めて決意していた。
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　乗組員達は故郷に帰れると、仕事をする動きも軽かろやかだ。順調に進む船の様子を見回って、船長室に戻ってきたカッサラを待っていたのは、副船長のリンドだった。

「いいのか？　このまま帰ったら、まずいだろ」

「だがジャリスが何をしたというのだ。それに彼女は、たとえもう王族ではないにしろラスミア女王の弟君を救ったんだぞ。そんな彼女を捕つかまえれば、サウルナ国への非難は更さらに強まる」

　シャリフ王がなぜジャリスを捕とらえよと命じるのかが、どうしても判らない。もしきちんとした理由があるのなら、教えて欲しいとカッサラは思う。それが納得いくなら、自分はこの身がどうなろうとも命をかけて従う。だが今回の任務だけは、どうしても承服できなかった。

「……シャリフ王が病に倒たおれられてから、軍の上層部から下される命令はおかしな事ばかりだ。やっと平和を維い持じできるようになったのに、国境の警備に人員を配置し、隙すきあらば他国のあげあしをとって攻せめ入る事ばかり考えている。これが平和を願って停戦を宣言した、シャリフ王のお考えになる事だとはとても思えない」

　椅い子すに座ったカッサラの前で、リンドが腕うで組ぐみして立っている。カッサラはそんな彼を見あげ、ジャリス達を船で待っている間に、ずっと考えて決意したことを口にした。

「一度サウルナ国へ戻る。そして私はシャリフ王にお会いして、この命令の真しん偽ぎを確かめる。シャリフ王の口から直接命令を受けなければ、今回の任務は納得できない」

　ジャリスは見事にフィクルを救い出して見せた。見ていてあぶなっかしい所はあるが、それでも彼女は常に前向きで一いつ生しよう懸けん命めいだ。天てん真しん爛らん漫まんな性格も、彼女を守るようにしている乗組員達も少しも悪い所などなかった。カッサラはそれなりに経験を積んだ軍人だ。人を見る目には自信があった。そんな彼の直感は、彼女達を捕らえてはならないのだと告げていた。

「でもわざと逃がしたってばれたら、あなただけじゃなく部下達もやばい事になるんじゃない」

　肩かたを竦すくめてそういったリンドに、カッサラはふっと笑みを浮かべた。

「プス船長を見つける事はできなかったんだ。会ってないのに、捕まえられないだろう」

　そんなカッサラらしからぬ言葉に、リンドが驚おどろいたように口を開いた。

「驚いた……あなたがそんな事言うなんてね」

「私だって周りの事はよく見ている。部下を守る為ならば何でもするさ」

　まっすぐ前を向くのはいい事だ。しかしそれだけでは渡わたっていけないのが世の中だった。我を押し通したばかりに、カッサラは部下を失った過去がある。また同じ間違いを犯おかす訳にはいかない。

「でもさ、あなたの部下は口止めすればいいけど、俺は口が軽いから思わず言っちゃうかも」

　へらへらと笑いながらリンドはそういったが、カッサラは余よ裕ゆうのある態度を崩さなかった。

「お前はそんな事しないさ」

「何でだよ、いやに自信たっぷりだね」

　むっとしたように言うリンドに、カッサラは微笑ほほえんだ。

「お前は私の信しん頼らいを裏切ったりしない。そうだろ？」

　その言葉に意表をつかれたのか、リンドは目を見開いたが、すぐにふんと鼻を鳴らした。

「ばかばかしい、俺は軍人なんか嫌きらいなんだよっ」

　そういって出ていってしまったリンドを、カッサラは温かな眼まな差ざしで見送っていた。
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　やっと同盟の許可が下りて旅に出ようとしていたのに、どうしても直接会って話をしたいからとフィクルに呼び出され、ジャリスはコダートと二人で王宮に来ていた。

　フィクルが戻もどってきた事で、女王に反はん抗こうし彼に呪のろいの薬を飲ませるよう指示した男は捕まった。驚いた事に主犯は王宮の関係者ではなかった。警備の厳しいロッキスの利権を狙ねらう商人の一人だったのだ。それとともに、彼と共きよう謀ぼうしていた大臣の一人と、同盟に入り込んでいた内通者も捕まった。

「お礼を言わなければならないようね。まったくフィクルはいつだって迷めい惑わくばかり」

「申し訳ありません。ですがフィクルは、お姉様のお美しいご尊顔を再び拝見することができて、喜びで一いつ杯ぱいです」

「まあ、フィクルは本当に可愛かわいいわね」

　放っておけばいつまでも続きそうな、姉し弟ていの身体がかゆくなるような会話に、膝ひざをついて頭を下げていたジャリスは顔を上げた。

「あ、あの、もう帰ってもいいですか？　旅に出る支し度たくがあるので……」

「ああ、すまない。直接もう一度お礼を言いたかったんだ。ジャリス、本当にありがとう」

　フィクルがにこやかにそう言った。ラスミア女王一人だと彼女のとげとげしさが目立ったが、二人並ぶとその雰ふん囲い気きをフィクルの穏おん和わな表情と物もの腰ごしがうち消している。

「いいえ、ご無事で何よりでした。呪いをかけた首しゆ謀ぼう者しやも捕まりましたし」

　ジャリスがそういうと、ラスミアが思い出したように口を開いた。

「そうそう、ずっと聞こうと思っていたの。フィクル、どうやって大臣達の証しよう拠こを摑つかんだの？」

「前にも話したでしょう。偶ぐう然ぜんお姉様に反抗する組織があるという話を耳にして……」

「偶然にしてはできすぎでしょう。それにあなたがもしその事を知ったとしても、あれだけの証拠を一人で見つけだしたとは思えないわ。誰か協力者がいるんじゃなくて？」

　さすがに一国を治めている女王だ。微笑んだように細められた瞳ひとみから鋭するどい光が放たれている。

「嫌いやだなぁ。私が一人でやったんですよ。誉ほめてくださってもいいんじゃないんですか？」

　だがフィクルも負けてはいなかった。そう言い切って優ゆう雅がな笑えみを絶対に崩さなかったのだ。ジャリスは何だか急にこの姉弟から、恐おそろしさを感じる。

「ジャリス、あなた何か知ってるんでしょう？」

　姉弟同士の、一見上品な微笑みの下に隠かくされたさぐり合いの矛ほこ先さきが、ジャリスに向いた。

（ど、どうしよう。ターラの事は口止めされてるけど、でも本当はここでお礼を言われるのは、彼のはずよね。それにフィクルを助けた事が判わかったら、ターラの罪も少しは軽くなるかも……）

「あ、あの、フィクルを救ったのは、実はわたし達ではないのです。ターラという男が……」

　ジャリスがその名を口にした瞬しゆん間かんだった。

「なんですってぇ！」

　いつもは堂々として余裕の態度を崩くずさないラスミアが、急に立ち上がって叫さけんだ。その雄お叫たけびが大広間に響ひびきわたる。その隣となりでフィクルが顔に手を当てて、恐ろしげに姉を見ていた。

「ターラって、ターラって、あのターラ？　無ぶ精しようひげでいつも人を小こ馬ば鹿かにしたむかつく表情で、いい加減なあのターラ？」

　女王とは思えない取り乱しぶりのラスミアに、ジャリスは思わずこくこくと頷うなずいた。

「そ、そのターラで間ま違ちがいないかと……」

　それを聞いたラスミアはベールをむしりとり、隣にいるフィクルに向かって声を張り上げた。

「フィクルっ。あなた私に内ない緒しよでターラと連れん絡らくをとってたのね！　今回の事もターラが調べたんでしょっ。どうしていつも私を仲間はずれにするのです！」

「だ、だってお姉様の身に危険が及およんでは……」

　初めて見るラスミアのベールの下の顔は、予想通り美しかった。つり上がった二ふた重えの瞳に意志の強そうな口元。さすがに双ふた子ごだけあってフィクルと面おも立だちは似ている。しかし、決定的に違ちがうのはその目つきだ。ラスミアの性格を如によ実じつに表したようなその鋭い瞳と、優雅で穏おだやかな優やさしい目つきのフィクルは似てはいるが、与あたえる印象がまったく違ちがった。

「いつもいつもそう、あの男は私の求きゆう婚こんを断り、旅に出たまま帰ってこない！　どんなに頼たのんでも私を連れて行ってくれなかったくせにっ」

「き、求婚？　ラスミア女王が、ターラに？」

　どう考えても二人が並んだ姿がジャリスには想像できない。一人はアラバーナ大陸でも有名な、美しく賢かしこき女王。そしてもう一人はだらしない格好をした、正体も判らない賞金首。この二人がどうやったら知り合って、何を間ま違ちがえば結けつ婚こんなどという言葉が出てくるのだろう。

「お姉様がそうやっていつまでもターラの事を諦あきらめないで、独身を通すから彼は現れないんですよ。いくら初はつ恋こいだからって、もういい加減に……」

「結婚ならターラとするわっ。私は子供の頃ころからそう決めているの！　彼が女達を連れて旅に出た十五年前の事は、今でも覚えてるわ。連れて行って貰もらえなくて、どれだけ私が悔くやしかったか……！　あの時から彼と再び会う時は結婚する時だって、私の中では決まっているのっ」

　そういったラスミアは、ほんの少し視線を下げるとぎゅっと唇くちびるを引き結んだ。

「そうよ。絶対に諦めないわっ。たとえ周りからどんなに見合いを押しつけられても、お友達が結婚して子供が生まれても、好きでもない男と妥だ協きようして結婚したくなんかないのよーっ」

　最後の言葉をやや錯さく乱らん気味に叫んだラスミアは、啞あ然ぜんとしてその様子を見ていたジャリス達に気づいてはっとする。慌あわてて息を整えたラスミアは、こほんと一つ咳せき払ばらいをした。

「と、とにかくターラの居所を教えなさい。知っているのでしょう？　フィクル」

「それがあいにく……」

　二人が言い争うのを呆ぼう然ぜんとして見ていたジャリスに、背後にいたコダートがふと呟つぶやいた。

「おかしくないか？」

　振ふり向くと、コダートが顔を顰しかめて何事か考え込んでいる。

「十五年前、女王は十歳くらいだろ。それはいいとして、ターラだってまだ十歳そこそこのはずだ。なのに女達を連れてってどういう事だよ」

（た、確かにそうよね、今のターラならともかく、子供だったはずの彼が、女達を旅に連れて出たってどういうこと？　あれ……でも何かわたし、これとよく似た話を知ってるような……）

　ジャリスが、それを思い出そうとした時だった。

　王宮の鐘かねの音が突とつ然ぜん鳴り響いた。本来なら女王が広間に入室する時の合図だ。しかし女王は今ここにいる。不思議に思っているジャリスの目の前で、ラスミアははっとしたように顔を上げ、上うわ擦ずった声で呟いた。

「この鐘は、特別なお客様がいらっしゃる時にも鳴らすのよ……」

　心なしかラスミアの頰ほおが紅潮し、瞳が潤うるんでいた。そんな表情をすると、いつものとげとげしい雰囲気がなくなり、まるで少女のようだ。

「特別なお客様って？」

　そのジャリスの問いにラスミアは、瞳を輝かがやかせて歓かん喜きの声をあげた。

「海かい賊ぞくよっ」

　その言葉と同時に、ラスミアが王宮の広い窓に駆かけ寄った。海のすぐ側に建てられた王宮は、窓から大おお海うな原ばらを一望できるようになっている。慌ててジャリスもラスミアの後に続き、王宮の広間から見える海を見下ろし、目を見張った。ジャリスはそこに、見覚えのある小さな船が浮うかんでいる事に気づいたのだ。しかし驚おどろいたのは、その船にではない。

「えっ！　何で旗が……？」

　その船の帆ほ柱ばしらの先せん端たんに、大きな旗が掲かかげてあった。その旗には物もの凄すごく見覚えがある。ジャリス達の乗るバルク号にも同じ旗がついているからだ。海賊同盟の太陽を象かたどったという八角形の印がついた旗。しかしジャリス達の旗と、眼下に見える旗は違う所がある。今ジャリス達が見ている旗には、八角形の印の一角一角に各国の紋もん章しようがすべて揃そろっていた。アラバーナ各国八枚の紋章を縫ぬいつけた壮そう麗れいな旗は、まるでその存在感を誇こ示じするように風にたなびいている。

　完成された旗を見るのは、同盟の本部以外ではジャリスも初めてだった。

　その船の舳へ先さきに立ち軽く手を上げた人物は、軽快な動作とにやにやとした笑みを浮かべて、ジャリスに手を振った。

「よう！　この間は世話になったなっ」

　叫んだターラが船せん尾びに移動して、巧たくみに舵かじを操あやつり王宮に近付いてくる。

「ターラ？　なんでっ、どうしてその旗を持ってるの！　賞金首のはずなのにっ」

　ジャリスの言葉に驚いたのはラスミアだ。だがすぐに何か思いついたのか、彼女は窓からターラに向かって叫んだ。

「とうとう同盟から指名手配されたのねっ。あなたが何年も姿を消したままだからじゃないの？　シンリクット船長！」

　最後の一言は驚きよう愕がくに値あたいする。ここ数年で、いやもしかしたら生まれて初めて、ジャリスはこんなに驚いたかもしれない。目を丸くして固まってしまったジャリスは、ラスミアの言葉を理解しようと、何度も頭の中で反はん芻すうしていた。




　固まってしまったままのジャリスの目の前で、王宮の広間までやってきたターラがまず開口一番に言ったのは、飯食わせてくれー、という情けない一言だった。頰をひくつかせながらも、ラスミアはすぐに料理を用意させた。大広間に並べられた料理をターラが豪ごう快かいに食べている間中、ジャリスはずっと何が起こっているのか判わからなくて、混乱したまま呆然としていた。

「いやー、久しぶりだな。ラスミア皇女、じゃなくてもう女王様か。なんだかちょっと見ないうちにふけ……」

　凄すごい勢いで食べ終わったターラが、やっと一息ついたのかそう言おうとすると、ラスミアが、かっと目を見開いた。

「ふけたとかいったら首をはねるわよ。ああ、でもはねてもまたくっつくわね。あなた死なないから。死なないだけじゃなくて全然年も取らないし……大体何なのその格好。本当に変わらないわね」

　先程まで瞳を潤ませていたラスミアは、ターラを目の前にするといつもの女王様ぶりを発揮している。だが刺とげ々とげしい言葉とは裏腹に、瞳が喜びに溢あふれ輝いていた。

「死なないけど、殺されたら痛いんだぜ。お手て柔やわらかに頼むよ」

　そんなラスミアに、ターラは軽口を叩たたいて笑う。

「人の呪のろいを解くより、自分の呪いを解いた方がよかったんじゃないこと？　そうやって他人のもめ事に首を突つっ込むのは、確実に孫にも受け継つがれてるわね」

　二人が何を言っているのか、ジャリスにはまったく判らない。そんな彼女の身体からだを背後にいたコダートが揺ゆさぶった。

「しっかりしろ、ジャリス。事情を聞けっ」

　そんなコダートの言葉に、やっと正気を取り戻もどしたジャリスが、恐おそる恐る口を開いた。

「あ、あの……シンリクット船長って、わたしの祖父なんですけど…………」

　だがそういったジャリスを、今度はラスミアが驚いたように見つめる。

「そうよ、これがあなたの祖父。イジュタラ・シンリクット船長。海賊同盟の創立者で初代盟主で、アラバーナ大陸で海賊の名を平和の証あかしとして知らしめた張本人。ついでにいうと、女おんな癖ぐせが悪くていい加減で面めん倒どうくさがりでだらしない最低男」

「いやー、そんなに誉ほめられても」

　頭をかいて笑うターラに、ラスミアが目をむいた。

「誉めてないわよっ」

「ほ、本当にターラがシンリクット船長？　でも私の祖父なんですよ。年ねん齢れいが……」

　どうみてもターラは二十代の中なか頃ごろだ。ジャリスよりは年上だが、マラファムよりは完全に年下だろう。いくら血のつながりはないといっても、それはおかしすぎる。

「あなた……孫のくせにしらないの？　ターラは大昔に魔物ジンから呪いをかけられたそうよ。それ以来彼は年をとることも、死ぬことさえできないの」

　そういったラスミアは、ふと表情を曇くもらせて言葉を続けた。

「不老不死、それがいいことかどうか、判らないけれどね……」

「で、でもそんな話、聞いたこと……ああっ！」

　ジャリスは、ふいにある事を思い出して声を上げた。

「も、もしかして、語り部べ達が話してたのって……あれ、まさか本当の事なの？」

　不死身のシンリクット船長が操る大陸一速いバルク号。アラバーナ大陸で、知らぬ者はいないという程ほどこの話は有名だ。だが大げさに物を言うのが語り部達の仕事だ。だからジャリスはまったく本気にはしていなかった。

　そんなジャリスに、ふっと笑えみを浮かべたターラが、ゆっくりと立ち上がって彼女に近付いた。思いやりを込めた温かな眼まな差ざしは、今までのターラとはまったく違ちがう物だった。

「そういえば、自己紹しよう介かいがまだだったな。俺はイジュタラ・シンリクット。お前とは会った事あるんだぜ。こんな小さくてな。猿さるみたいだった」

　だがターラはすぐにその眼差しを、いつものにやにやとした笑みに変え、両手で人の頭ほどの大きさを示しながらそういった。

「それって赤ちゃんのころでしょ！　そんなの……」

「お前は難産でな。生まれる時、あの鉄面皮のマラファムが真っ青な顔してうろうろしてたよ。いやー懐なつかしいな」

　遠い目をしたターラに、ジャリスは彼の言うことを信じていいものかと困こん惑わくする。

　そんなジャリスの背後にいたコダートにも、ターラは視線を向け口を開いた。

「お前は、スライマン皇子の息子むすこだろ。よく似てやがる」

「父を……ああ、シンリクット船長なら知ってるのか」

　コダートが納なつ得とくしたように呟つぶやくと、ターラが急に真面目まじめな顔になって、ゆっくりと頷うなずいた。

「お前の父親は最高の男だった。頑がん固こで融ゆう通ずうが利きかないけど、自分の信念を貫つらぬいたんだ。誇ほこりに思っていい」

　その一言に、コダートの身体が震ふるえたのがジャリスにも判った。それと同時にターラが本当にシンリクット船長であると確信する。コダートがスライマン皇子の息子であることは、同盟にも報告していないのだ。それなのにターラは、コダートの事を知っていた。

「約束……あなたが神しん殿でんで俺を助けてくれた時に言っていた約束とは、もしかして……」

　コダートがターラの前に進み出てそう聞くと、彼はばつが悪そうに顔を歪ゆがめた。

「ああ、お前の父親とした約束だ。生まれてくるお前を守るってな。今までで俺が唯ゆい一いつ守れなかった約束だよ」

　そういったターラは珍めずらしく自じ嘲ちようして、コダートを慈いつくしみを込めた目で見つめる。

「お前が生きてて本当に良かった。お前の父親との約束は守れなかったが、今度はお前と新しい約束をしよう。俺は必ずお前の事を守る。この約束は俺だけじゃない。シンリクット一族のすべての人間が、お前を守る為ために動くだろう」

　ターラがそういうと、ラスミアとフィクルが驚愕の眼差しでコダートを見つめた。その気持ちはジャリスにも判った。マラファムをはじめ、同盟の中心人物達はシンリクット船長の育てた孤こ児じ達だ。すなわちシンリクット一族とは、海かい賊ぞく同盟の事を表していた。

「……その約束は、なしにしてくれ」

　だがコダートは、そんなターラの申し入れを断った。そんな彼にジャリスは意表を突かれて思わず凝ぎよう視しする。海賊同盟が後ろ盾だてになれば、コダートは望む物を何でも手に入れられるだろう。地位でも名めい誉よでもお金でも。それだけの力が同盟にはあった。だがコダートはターラに、強い意志のこもった瞳ひとみを向けた。

「俺は自分の身は自分で守れる。あなたが父の事件の時、どれだけ尽じん力りよくしてくれたかは聞いている。それだけで……十分だ」

　コダートにそういわれて、ターラがふっと笑みを浮かべて肩かたを竦すくめる。

「判った。でも俺は一度した約束は必ず守る男だ。お前の父親に頼たのまれている以上、俺は勝手にお前を守らせて貰もらうよ。何か困った事があったらいつでも言え。遠えん慮りよするな」

（結構強ごう情じようなのね……。見かけは軽いのに）

　思わずそう思ってしまったジャリスは、改めてターラを見あげておずおずと口を開いた。

「あの、えっと……お、おじいちゃん？」

　その言葉に、ターラは思いっきり顔を顰しかめる。

「ジャリス、おじいちゃんは、この若くて格好いい俺に似合わないと思わないか？　ターラと呼んでくれる方が嬉うれしいな」

「じゃ、じゃあ、ターラ。何で賞金首なの？　悪いことしたわけじゃないわよね？」

　なぜ同盟の創立者でもあるシンリクット船長が賞金首なのか。一番の疑問はそれだった。

「さあな、まあはっきり言って、悪いことしてないとは言わないけどさ、賞金首になるような事はしてないと思うぜ。大方俺があんまり帰らないんで、マラファムがぶちぎれたかな」

　ターラはそういうと、あっと声を上げてラスミアに視線を移した。

「そうそう、頼みがあったんだ、女王様。うちの孫だけどさ、フィクルを助けるのを手伝ってくれたんだ。ただ働きじゃ可哀かわい想そうだぜ。どうだろ、これを試練として認めてやってくれないか」

　そういったターラにジャリスは驚おどろいたが、すぐに反論した。

「そんなの駄だ目めよっ。正式な依い頼らいじゃないのよ」

　そんなジャリスの言い分を聞いたターラは、呆あきれたように声を出した。

「お前そういう堅かた物ぶつな所はマラファムそっくりだな。いいか、大切なのは女王の信しん頼らいを得ることなんだよ。女王がこの者になら安心して任せられるって納得すればそれでいいんだ。俺はジャリスなら海賊の資格はやってもいいと思ったぜ。女王はどうだい？」

　そういわれたラスミアは、いつもの強気な表情をふとゆるめて微笑ほほえんだ。

「そんな事をわざわざ言いに来たのですか？　私だってこの国を治める女王です。人を見る目はあります。船の出港禁止を解くようマラファムを説得すると約束していましたが、それも結局ジャリスは自分で何とかしたようですし。他ほかに私ができることと言ったら、ジャリスにカトゥーナ国の鷲わしの紋もん章しよう入りの旗を渡わたすぐらいでしょうね」

　そういったラスミアの言葉に、ジャリスが息を吞のんだ。

「で、でも正式な依頼でないと同盟が……」

　マハル王国の時も正式な手順を踏ふんでいなかった為に、出港禁止を言い渡されてしまったのだ。ここで旗を貰ったとしても、それを認めて貰えるかどうか判らない。

「私を誰だと思っているのです。カトゥーナ国の女王ラスミアが、あなたに旗を渡すと言っているのです。誰にも文句は言わせません。それにフィクルを助けるという事は、同盟もできなかった事。あなたはそれをやってのけたのですから。でも私が気になるのはターラ、あなたがなぜこの王宮までそんな事を言いにきたかです。まさか孫可愛かわいさだけではないでしょう」

　ラスミアに言われて、ターラは肩を竦める。

「色々とあってね。ジャリスには海賊になって貰わないと困るんだよ。勿もち論ろんえこひいきじゃないぜ。ちゃんと俺なりにジャリスを試ためしたんだ。その結果ジャリスは無む鉄てつ砲ぽうな所はあるが、海賊としての資質はあると俺は思った。いい仲間にも恵めぐまれたようだしな」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　試すって何？　何時の間にそんなこと……」

　ジャリスが聞くと、ターラはばつが悪そうに頭をかいた。

「実は……呪じゆ術じゆつ師しから聞き出した情報で、お前に言ってないことがある」

　ターラはそういうと、ジャリスに向かって手を合わせた。

「すまない。最初に謝っておく。実は呪術師はこう言っていたんだ。バーナムにある解げ毒どく剤ざいは……海のような美しい〝青い液体〟だって」

　それを聞いて、ジャリスは一いつ瞬しゆん目をぱちくりとさせたが、すぐに怒いかりで顔を真っ赤にする。

「じゃあ、もしかしてあの時、どっちが解毒剤か知ってたの!?　何で黙だまってたのよ、わたし飲んじゃったじゃないっ」

　ジャリスは思わずターラに詰つめ寄よった。彼は手を合わせたまま、片目を瞑つぶって更さらに詫わびた。

「だからすまないって。お前がどうするか試そうと思ったんだよ。まさか飲むなんて……。でもあれで俺はお前を海賊として認めてもいいと思った。もしかして毒かもしれない薬を、仲間を信じて口に含ふくんだお前は、それだけみんなを信用してるんだろ。それ以上にお前は何としてでも人を救おうとする心意気がある。お前みたいな奴やつが海賊にならないで誰がなるんだ」

　ターラはそういうと、ラスミアに向かってジャリスの背中を押し、彼女を歩み寄らせた。

「決して身内びいきしている訳じゃない。だがジャリスはいい海賊になる。俺が保証するよ。またマラファムが何か言うなら、俺の名前を出すといいから」

　ラスミアはそんなターラに微笑んだ。女王としての威い厳げんある笑みは自信に満ちあふれている。

「それには及およばないわ。マラファムは私が責任もって説得しましょう。あなたに会えたのもジャリスのおかげだもの。そのお礼よ」

（えっと……ターラがおじいちゃんで、ラスミア女王はターラが好きで、わたしは旗が手に入った……のかな？）

　あまりの展開の速さに、ついていけなくなってしまったジャリスは、頭の中を整理しようとしたが、余計にこんがらがる結果となってしまった。




「みつけたぜー！　親おや父じっ」

　ジャリスがまだ目を丸くしたまま、仲がいいのか悪いのか判わからない、ターラとラスミアの会話を聞いていた時だ。突とつ然ぜん叫さけび声とともに大広間の扉とびらが開いた。慌あわてて見ると凄すごい勢いで入ってきたのは、白い船服をいつも以上に乱れさせたナッシルだった。

　突とつ進しんしてくるナッシルを、身軽にターラが避よけようとする。だがその動きもナッシルは予測していて、見事に彼の身体からだに飛びつきはがいじめにした。

「あれっ、見た事ある顔だぞ」

　捕つかまってしまったターラは、それでも余よ裕ゆうの態度を崩くずさない。そんな彼を見て、ナッシルの怒りは更に倍増されたようだった。

「そりゃそうだろ。あんたの息子だ。血はつながってないけどなっ」

　青筋たてたナッシルに、ターラはしばらく考え込んだ後、ああ、と声を上げた。

「ヌバヤか？　久しぶり……」

「そりゃ弟だよっ」

「じゃあ、レントス」

「そりゃ兄貴だ！　わざとだろっ。親父」

　いつも飄ひよう々ひようとしたナッシルが、こんなに声を荒あららげているのをジャリスは初めて見る。驚いているジャリスの隣となりで、醜みにくくも二人は言い争いを続けていた。

「冗じよう談だんだよ、ナッシルだろ。久しぶりだなぁ、お前まだ独身らしいじゃないか。マラファムに彼女とられたの引きずってるのか？」

　痛い所をつかれたのか、ナッシルが顔を引きつらせた。

「ふざけてんじゃねぇよ。自分だって、十五年前につれていった女達はどうしたんだよ」

「ああ、あれは全部嫁よめに出した。みんな身寄りがなかったからな。あれだけの人数旦だん那なを見つけるのは骨が折れたぜ」

　ふうと息を吐つきつつそういったターラに、ナッシルは攻こう撃げきの手をゆるめなかった。

「あんたがいなくなったせいで、どれだけ俺達が迷めい惑わくしたと思ってるんだ。絶対放さないからな。同盟の奴らももうすぐ来る。観念しろっ」

「ちょっと待てよ。どうして俺がここにいるって……」

　そこまでいったターラは、ふと目の前にいるフィクルに視線を移した。

「まさか……この腹黒皇子、俺を裏切ったのか？」

　その言葉に、フィクルがふっと笑えみを浮うかべた。今までの優やさしそうなものとは違ちがう、ほくそ笑むような表情にジャリスは驚く。

「裏切るなんて人聞きの悪い。姉にはあなたの事を黙っているという約束は守りましたよ。でも同盟には、あなたが食事している間に連れん絡らくさせて頂きました。あなたには戻もどるべき場所があるでしょう。私が一番大事なのはこの国と姉なんです。姉はあなたを諦あきらめるつもりはないみたいですし。まあ、あなたを兄と呼ぶのはいささか不満もありますが、それで姉が幸せになるのなら、私はどんな事でもしましょう。それにこれで一つ同盟に貸しもできる」

[image: ]

「この……！　誰のおかげで呪のろいが解けたと思ってるんだっ」

　ナッシルに押さえつけられて、憤ふん慨がいしているターラを見ても、フィクルは少しも怯ひるまない。

「もちろん、あなたのおかげです。でもあなた一人じゃない。ジャリスがいなかったら、私はあのまま完全にバジリスクになっていたかもしれない。あなたが同盟に戻る事で受け取る賞金を、彼女にお礼として差し上げようと思います。あなたも孫の役に立つのなら本ほん望もうでしょう？」

　にっこり笑ったフィクルが、心底恐おそろしいと感じたのはジャリスだけではないはずだ。

　ターラは往おう生じよう際ぎわ悪く、手足をばたつかせてナッシルの腕うでから逃のがれようとする。

「待ってくれっ。彼に話があるんだ。連れて行くのはそれからにしてくれないか」

　だが突とつ然ぜん、そんなターラの前に進み出てそういったのは、コダートだった。

「大事な話だ。あなたのその指輪。それは一体なんだ？」

　コダートが指さしたのは、何の飾かざりもない金の細い指輪だった。

「これか……何だと思う？」

　にやっと笑って反対に聞き返したターラに、ジャリスはその指輪を改めて見直した。そしてすぐによく似た指輪を知っている事に気づく。だがあの指輪は金ではなく、銀だった。

　そしてジャリスはマハル王国で、イルシュに言われた事を思い出した。シンリクット船長がマハル王国の銀の指輪を欲しがっていた、と。

「その指輪……マハル王国の指輪と関係があるの？　あの銀の指輪は……」

　ジャリスの言葉を遮さえぎるように、ターラが頷うなずいた。

「知ってる。シャイターンに奪うばわれたんだろ。あれだけ王宮から出すなって言ったのに」

　不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らしたターラに、ジャリスは目を見開いて詰め寄った。

「やっぱり何か知ってるのね！　あの指輪は一体なんなの？　どうして魔物ジン達はあの指輪を狙ねらうの？　あ、それにわたしの背中が変なのよっ。何か知ってるなら……！」

　あのマハル王国の指輪は一体何だったのか、その鍵かぎを握にぎっているのは祖父であるシンリクット船長だとジャリスは思っている。コダートを騙だましていたシャイターンのハジも、二十年前のマハル王国の事件で、シンリクット船長が邪じや魔まをしたと言っていた。目の前のシンリクット船長ことターラは指輪の事だけでなく、シャイターン達の目的も何か知っているはずなのだ。

　そんなジャリスの矢や継つぎ早ばやの質問を、ターラは両手で押しとどめる。

「わかったって。もっとゆっくり質問しろよ。それから、この後ろのばかでかい男を何とかしてくれ。このままじゃあ苦しくて話もできない」

　後ろからしっかりとナッシルの太い腕で摑まれて、身動きもできないターラがそういう。ジャリスはそんなナッシルに目をやって、ターラを放すよう合図した。

　ナッシルはジャリスの意図を感じ取ったのか、渋しぶ々しぶとターラの腕を放した。しかし逃にげられないようにすぐ側で張り付いている。

　そんなターラにコダートが逸はやる気持ちを抑おさえようとしたのか、一つ息を吐いて質問した。

「その指輪は色は違うが、もしかしてマハル王国の銀の指輪と同じ物なんじゃないか？」

　そう聞かれて考え込むようにしていたターラは、しばらくしてからゆっくりと頷いた。

「うーん、まあそうだな。同じ物というか同じ種類の指輪だ」

　それに驚きよう愕がくしたジャリスは、目を見開いたままターラに問いかけた。

「どういう事？」

「いいか、よく聞け。この指輪は金と銀、そして緋ひ石せきと翡ひ翠すいをくり貫ぬいた物とで、全部で四つある。一つはマハル王国でシャイターン達に奪われた。そして一つは俺が持ってる」

　ターラは自分の右手の薬指にある、金の指輪をジャリス達に見せた。

「だが後の二つがどこにあるかが判らないんだ。俺はそれを捜して旅してる。魔物達の狙いもその四つの指輪を集める事だ」

　ジャリスとコダートは顔を見あわせた。指輪が四つあるなど考えてもみなかったからだ。

「なぜ指輪を欲しがるんだ。魔物ジン達もそうだが、あなたは一体どんな理由で……」

　コダートがそうきこうとしたが、ターラはすぐに首を横に振ふった。

「……悪いがそれは言えないんだ。まだ今のお前達に教える訳にはいかないんでね。ただこれだけは言っておく。指輪を魔物ジン達に渡わたすのは、かなりまずい」

　はっきりとそういったターラからは、いつもの薄うす笑わらいが消えていた。真面目まじめな顔をしたターラはその瞳ひとみに鋭するどい光を宿し、引き締しめた表情からは強い意志を感じる。

「ど、どうすれば、残りの指輪は見つかるの？　何か手がかりはあるんでしょう」

　そうきいたジャリスに、ターラがふっと笑みを浮かべた。

「あるぜ。一つだけ方法が。指輪を捜すには地図が必要なんだ。その地図があれば、たとえ指輪がどこにあろうとも、現在の位置を特定することができる」

　ターラのその言葉に、コダートが息を吞のんで呟つぶやいた。

「じゃあ、それさえあれば、マハル王国の銀の指輪も、そして……ハジの居所も…………」

　その言葉通りなら、銀の指輪の在あり処かが判わかる。そして必然的にその指輪を持っているであろうシャイターン達の居所も判るということだ。それに気づいたジャリスは、隣にいるコダートに目を向けた。彼は俯うつむき加か減げんに目を伏ふせたまま、唇くちびるを嚙かむようにして何かを考え込んでいる。

　コダートは何も言わないが、ハジの行方ゆくえを追いたい彼の気持ちはよく判った。ジャリスとてマハル王国のイルシュとの約束もある。ハジを捜し出して、あの指輪を取り戻したかった。

「その地図は、一体どこにあるの？」

　ジャリスが聞くと、ターラは急に肩かたの力を抜いて、ふう、と息を吐いた。

「……地図はお前だよ。ジャリス」

　そういったターラに、ジャリスは眉まゆをひそめた。こんな時に冗談は聞きたくなかった。

「いい加減な事言わないで。本当の事を教えてよ」

「本当の事さ。お前の身体からだに地図はある。俺が地図をお前の身体に移したんだから間ま違ちがいない」

　ジャリスは思わず自分の耳を疑った。ターラが何を言っているのか判らない。どういう事か理解しようと考えを巡めぐらしているジャリスの隣で、コダートがはっとしたように顔を上げた。

「まさか……あの光のベルヌの絵は……」

　その言葉に驚おどろいたのはターラだった。

「何で知ってるんだ？　まさかお前……そうか、指輪だな。お前銀の指輪を身につけて、ジャリスに触さわっただろ」

　そう言われて、ジャリスはハジとの戦いの最さ中なか、光の絵が背中から出た時の事を思い出した。あの時確かに自分を攻撃から守ろうとして、コダートはジャリスの身体からだに覆おおい被かぶさった。

「ああ、確かそうだった。それにジャリスが記き憶おくを取り戻した時もそうだ。いつもじゃないが、あの指輪をしてジャリスに触ふれると、不思議な事が起きるんだ」

　コダートの言う通りだ。なぜジャリスは記憶を取り戻す事ができたのか、ずっと考えていた。結局は謎なぞのままだったが、確かにあの時もコダートが指輪をした手で、ジャリスに触れていた。その直後に激しい頭痛が襲おそったのを、ジャリスは覚えている。

「やっぱり……やっぱりそうか。あの地図はお前じゃなきゃ駄だ目めなんだな。お前達が出会ったのも、運命なのかもしれないなぁ…………」

　なぜか遠い目をしたターラは、ジャリスとコダートを代わる代わる見つめ、ため息をついた。

「どういう事なの？　教えてよっ」

　考え込んでいるターラに、ジャリスがじれたように聞いた。するとターラはそんなジャリスを見て、仕方なさそうに口を開いた。

「いやぁ、それがな……」

　何事かを言いかけたターラが、ふと顔を上げた。大広間の外で声がする。それも数人という程度のものではない。どかどかと聞こえる足音の数からして、数十人はいると思われた。

「やっべー、同盟のやつらだなっ。もうきやがった。今はまだ捕つかまる訳にはいかないんだ！」

　そう叫さけんだターラが、いきなり広間の大きな窓に飛び乗った。

「ああっ、親おや父じ！　逃げてんじゃねぇよ」

　叫んだナッシルが追おうとするが、ターラはそんな彼を見て、ほんの少し口元を綻ほころばせた。

「ナッシル、俺はまだ捕まる訳にはいかないと言ってるだろ。俺がそう言うからにはきちんとした理由があるんだ。俺はいつでもお前達の事を思ってる。知ってるよな？」

　ターラは慈いつくしみのこもった優やさしい表情をしていた。その顔で見つめられたナッシルは、そのまま動きを止める。

「だったら俺達だって手伝うよ。俺だってマラファムだってみんなそう思ってる！　どうして親父はいつも一人で、全部を背負い込もうとするんだっ」

　その言葉にターラは、窓まど枠わくに手をかけたままふっと微笑ほほえんだ。

「これは俺がやらなきゃいけないことなんだ。〝約束〟だからな」

「待ってっ。まだ話の途と中ちゆうでしょ！」

　叫んだジャリスに、ターラが彼女を見つめて声を上げた。

「ジャリス、指輪を集めろ。大陸を平和へと導く道の一つになるはずだ。その鍵はお前と……」

　言葉を止めたターラがコダートを見つめる。そして何を思ったのかその右手の薬指につけた金の指輪を抜き取り、コダートに向かって投げたのだ。驚いたコダートがその指輪を受けとめる。コダートの大きな手の中で、金色の指輪は眩まぶしいほどの煌きらめきを放った。

「いたぞっ。賞金首だ！」

　その瞬しゆん間かん大広間の扉とびらが勢いよく開き、その叫び声と同時に男達がなだれ込んできた。

「持ってろよ。お前に預けとく。絶対に魔物ジン達に奪われるなよっ。じゃあな、また会おうぜ！」

　叫んだターラが、勢いよく窓から飛び降りた。

　海に面した窓は崖がけになっている。下は海だが相当の高さがあり、ここから飛び込んで無事にすむとは思えない。ジャリスは崖の岩いわ肌はだにうち寄せる波を見下ろしながら、ターラを捜さがそうとしたが、彼の姿は影かげも形もなくなっていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。親父は死なねぇからな……」

　ナッシルの呟きが聞こえたが、どうしても信じられないジャリスは、目を皿のようにして青い海を見回していた。
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　月明かりに照らされた同盟の中庭は、緑は多いが花がない。潤うるおいがねぇな、とナッシルは呟きつつ肩を竦すくめた。

「なぜ父上に逃げられたのだ」

　声は冷たいが、いつもの事だ。小さい時からこの兄の物言いには慣れている。これも決してナッシルを責めている訳ではない。ただ純じゆん粋すいになぜなのかと理由を聞かれているだけだった。

「しょうがねぇだろ。親父にはどうしても逆らえねぇ。本当ならバーナムにみんなと行って親父を捜したかったけど、誰かさんが絶対にジャリス達の手助けはするなって言うから、俺また留守番だったんだぜ」

　二人で話をするのは二年ぶりだ。最後に会ったのはジャリスが旅にでる時だ。こうして同じように呼びだされ、決して試練の手助けをするなと言いい渡された。ナッシルは若い頃ころ、同盟の中心であるシンリクット船長の乗るバルク号の乗組員だったから、各国にも知りあいは多い。ナッシルがジャリスを手伝えば、やっかみを含ふくんだ声も今まで以上にあがるだろう。そのせいで船に留守番するのも慣れたが、シャルマに穀ごく潰つぶしとなじられるのは、ちょっとだけ辛つらかった。

　ナッシルのぼやきを綺き麗れいに無視したマラファムは、しばらく考え込んだ後徐おもむろに口を開いた。

「四つの指輪……父上は確かにそう言ったのか？」

　中庭の椅い子すに座ったこの兄は、滅めつ多たに笑う事もなければ、声を荒あららげる事もない。昔からそうだったが、ジャリスの母親が生きていた頃はそれでも時折声を上げて笑う事もあった。

　だが今では海かい賊ぞく同盟盟主マラファムの鉄面皮は、アラバーナ大陸の中でも有名だ。

「ああ、素材の違ちがう四つの指輪を集めろとジャリスに言っていた。不思議なのは、自分がしていた金の指輪を、コダートに預けたことだ」

　なぜそんな事をしたのか判らない。大切な指輪のはずなのに、孫であるジャリスに渡わたすならまだ話も判るが、赤の他人であるコダートに渡すとは一体何を考えているのだろう。

「昔からしているあの金の指輪だろう。父上はいつも指輪の話になると言葉を濁にごした。旅をしながら不思議な指輪の噂うわさを聞くと、仕事を放り出してでも探しにいっていたな。やはり、マハル王国で魔物ジンに奪うばわれた指輪と何か関係があるのだろう。しかし…一体どんな意味があるのだ」

　それはナッシルにも判らない。ただ昔からシンリクット船長が何かを探し求めていたのは知っていた。そしてもしかしたら、それが指輪なのではないかとも気づいていた。

　同じくシンリクット船長の目的に、感づいていたのはマラファムだ。二人はどんなに聞いても教えては貰もらえない指輪の秘密を、随ずい分ぶん昔から探さぐっていた。

　だからナッシルは、マハル王国を出立する時に、ジャリス達には内ない緒しよで遠くにいる人間と連れん絡らくのとれるアブウの水鏡を使い、シャイターンに指輪を奪われた事をマラファムに伝えたのだ。マラファムは、それが何かとんでもない事の前まえ触ぶれではないかと思ったという。そしてかねてから行方ゆくえ不明で、どんなに捜しても見つからないシンリクット船長を見つける為ためには、それなりの対処法が必要だと感じたようだった。

「でもいくら何でも賞金首はないだろ。それにあの似顔絵、もうちょっとマシに描けよ。ジャリスに見せられた時は、ほんっとに驚いたんだぜ。これがお前のじいさんだよって、とても言えなかったよ」

　バーナムで、シンリクット船長にいじめられたとわめいたアブウを、口止めしたのはナッシルだ。父親の本当の年ねん齢れいはしらないが、これだけは言える。彼の精神年齢は限りなく低い。しかも悪い事に、みかけ同様中身もまったく成長しないのだ。そんな人物が祖父だと、ジャリスにはできれば内密にしておきたかった。ジャリスは素す直なおに、シンリクット船長に憧あこがれていたからだ。その夢は壊こわしたくなかった。

「シャイターンに指輪を奪われたとあっては、手段を選んでいる訳にはいかなかった。それに賞金額が高ければ高いほど、捕まる率も高くなるのは統計で明らかだ。……そんな事よりも、ジャリスの背中に、指輪の地図があるというのは本当なのか？」

　マラファムに聞かれてナッシルが頷うなずく。そしてシャイターンと戦った時に、ジャリス達を救ったという光の絵の事を話して聞かせた。

「いつのまに、ジャリスにそんな物を……」

　マラファムの疑問は尤もつともだった。父は十五年前に旅に出てしまい、それから姿を消してしまっている。赤あかん坊ぼうだったジャリスと会ったのも、数える程ほどしかないはずだ。

「親父がジャリスをルタナ島で育てろって言ったのは、その地図が関係してるのかもな」

　ジャリスが生まれた頃の事をナッシルは思い出す。父にジャリスをルタナ島で育てろと言い渡された時、マラファムはどうしても手元で育てたいと反論した。父から盟主の座を引き継ついだばかりの彼が、ルタナ島に一いつ緒しよに住む訳にはいかなかったからだ。しかし父の命令は絶対だった。そして父は、自分達が決して不幸になるような命令を下したことはなかった。だからマラファムは、最終的に不本意ながらもそれを受け入れたのだ。

　考え込むように目を伏ふせていたマラファムは、ふいに顔を上げ懐ふところから一枚の古びた紙を取り出した。

「ナッシル。実は医者としてのお前に見て貰いたい物がある。これは呪じゆ術じゆつ師しが隠かくし持っていた、呪のろいの薬の作り方だ。……どう思う？」

　そう言われてナッシルは、マラファムから受け取った紙に目を通した。

「……何だこれっ。他ほかの材料はともかく、ザックームの果実なんて現実にあるはずがない。それこそ語り部べ達の話す、おとぎ話にしか出てこないような代しろ物ものだぞ」

　妖よう木ぼくザックームに生なる果実は、人の頭の形をしていて、罪を犯おかした死者が魔物に食べさせられるのだという。秘伝書には、ザックームの果実を含めた様々な材料と、その調合の仕方が事細かに記されていた。

「死ぬ前に呪術師は、その材料をある商人から手に入れたといっていた。それを使って、祖先の残した秘伝書に書かれた薬を作ったのだと。不幸中の幸いだったのは、その薬が世間に出回る前に、こちらで回収できたことだ。だがその商人がどんなに手を尽つくしても見つからない。まるでそう、存在すらしなかったように、忽こつ然ぜんと姿を消している」

　それを聞いたナッシルは思わず背筋が寒くなった。もしその商人が、危険な呪じゆ術じゆつの材料を他でも売うり捌さばいているなら、フィクルのような被ひ害がい者しやがこれからも増えるかもしれない。

　考え込んでいたナッシルの前で、マラファムがゆっくりと椅子から立ち上がり、夜の空を見あげた。星がちりばめられた空には美しい月が輝かがやき、中庭を優しい光で照らしている。

「このアラバーナ大陸で何かが起こっている。今までとは違う、何かが。それが大陸に仇あだをなすことならば、放ってはおけまい。恐らく父上は、その何かに気付いているはずだ」

　父であるシンリクット船長は確かにいい加減だが、大陸の為に何かをしようとしているのは明らかだ。彼の行動は謎なぞめいていていつも振ふり回されてしまうが、結局それらはすべて大陸の平和を願ってのことなのだ。そして父はそういう類たぐいでの噓うそは絶対につかない。幼い頃から、一緒に船に乗って旅をしていたナッシルとマラファムには判わかっていた。

「ジャリスにまた会いに来ると言ったそうだな。ではジャリスから絶対に目を離はなすな。そして今度こそ、父上を必ず捕とらえるのだ」

　マラファムの言葉に、ナッシルは腕うで組ぐみしたまま頷いた。

「判ってる……それと、スライマン皇子の息子むすこはどうする？」

　ここに来た目的の一つはそれだ。コダートがジャリスの船に乗り込んだのは予想外だった。本来ならマハル王国の王宮で何不自由なく暮らせる身分だし、あのまま商売を続けていればアラバーナ大陸でも指折りの金持ちになれたはずだ。それだけの商才と度胸を彼は持っている。

「コダート、か。彼が望むなら同盟でそれなりの地位を用意しよう。彼を必ず守ると、父上はスライマン皇子に約束していた。父上の約束は絶対だ」

「ああ、でも同盟には来ないだろうな、親おや父じの約束も断ったらしいし。それに何だか、ジャリスと仲よさげだぜ」

　その言葉に珍めずらしく、マラファムの眉まゆがぴくりと動いた。幼い頃から一緒に育ったナッシルには判る。この鉄面皮の下で、マラファムは動どう揺ようしているのだ。

「……そんなに娘むすめが心配なら、もう少しジャリスと話し合ってみたらどうだ」

　ジャリスが見習いとして正式に同盟に所属してから、マラファムは彼女に冷たい態度をとっている。しかしそれがジャリスの為を思っての事だと、ナッシルは知っていた。

「ジャリスは……大だい丈じよう夫ぶだ。海賊になりたいと言って同盟に来た時は、あこがれだけだった気持ちも今は違う。いい仲間達と目的を持って旅しているようだ。それに一度海賊の道を歩きだした以上、特別扱あつかいはできない。そんなことをすれば、いらぬねたみを受けるだろう」

　マラファムは本当に融ゆう通ずうがきかないとナッシルは思う。本当は心配なくせに、一度ジャリスを娘ではなく見習いの一人として認めた以上は、決してそれを口にはださないのだ。

「だから直接ジャリスにそれを言ってやれよっ。お前が心配だから冷たい振りするけど、本当は大事に思ってるって」

　ナッシルが言うと、マラファムはほんの少し眉を寄せ、視線を逸そらして夜空を見あげた。

「そんな事はできない。私はこの海賊同盟の盟主だ。すべての見習いを平等に……」

「ああ、もう勝手にしろっ。じゃあな！」

　呆あきれたナッシルが中庭を後にしようとした時だった。

「ナッシル」

　急に呼びかけられて振り向くと、マラファムが珍しく薄うすい笑えみを浮うかべていた。久しぶりに見るそんなマラファムの表情に、ナッシルは毒気を抜ぬかれて目を瞬しばたたかせた。

「お前には感謝している。ジャリスを……頼たのむ」

　父親としてのマラファムの言葉に、ナッシルはわざと鼻を鳴らした。

「だから、そういう事は俺だけじゃなくジャリスにも言えっ」

　そう言ったナッシルだったが、それでもマラファムの本音を引き出せた事に満足していた。
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　帆ほ柱ばしらの先せん端たんにある見張り台に座り、リンドは空の月を見あげていた。少しだけ欠けた月が、どこまでも続く海を照らし出している。

　アクラブ号は夜の海を、故郷サウルナ国に向かって進んでいた。正確には隣りん国ごくの港に向かって、だ。海のないサウルナ国には、大型船のアクラブ号では直接行くことはできないので、一番近い隣国の港に停てい泊はくし、そこから陸路を移動する。意味のない海軍だとリンドはいつも思う。

『機き嫌げんが悪そうだな』

　辺りに響ひびいた声に、リンドは仏ぶつ頂ちよう面づらを月に向ける。この声は他の者には聞こえない。闇やみの中にすいこまれるような響きは、リンドのよく知っているものだった。

「いつだって俺はこんな顔だよ。あんただって最近は機嫌悪そうだぜ。ハジ」

　そういったリンドに、闇の中から聞こえる声は低い笑いを響かせた。そうして月を背にすうっと黒い姿が浮かび上がる。優やさしそうだが何を考えているのか判らない表情、常に相手を上から見み据すえる視線がリンドは嫌きらいだった。

「随ずい分ぶんと船の者達と仲良くなっているようじゃないか。人間と軍人ごっこもいいが、お前の目的を忘れた訳ではないだろうな」

「お説教は結構だよ。俺達は同等なはずだぜ、ハジ。あんたの指図は受けない」

　ふいと視線をそらせたリンドに、宙に浮かんだままのハジが、黒い瞳ひとみを一いつ瞬しゆんで赤く染めた。

「リンド、人間に気を許すな。我らはシャイターンなのだぞ。下等な人間どもとは違ちがうのだ。我らには大いなる目的がある」

　それはリンドにも判っている。リンドはハジを見据えると、ぎらりと黒から赤に瞳の色を変えた。耳は尖とがり、その背にはいつのまにか黒い翼つばさが生えている。口に生えた長い牙きばをむき出すように、リンドは声を荒あららげた。

「判ってる。俺が人間に気を許すはずないだろ。人の事より自分はどうなんだよ。十年以上人間と一緒に暮らして結局失敗したくせに。胸の傷もまだ治ってないから動けないんだろ、俺のやり方に口を出すな」

　リンドの言葉にハジが眉を寄せる。その鋭するどい視線がリンドを射い貫ぬいたが、気にしなかった。

「……まあいい。ジャリス達を見つけたのだろう。捕らえたのか？」

　そう聞いたハジにリンドは肩かたを竦すくめた。

「逃にげられたよ。もうカトゥーナ国に戻もどったんじゃないか」

「なんだとっ、お前がいながらなぜ……！」

　ハジに糾きゆう弾だんされるのは予想していた。カトゥーナ国にジャリス達が戻るとの情報を聞いて、カッサラに命令が下ると同時に、リンドも同じ命令を受けていたのだ。違うのはカッサラは軍の上官から、リンドはハジからという事だけだ。

「しょうがないだろ。あいつら連れて行ったのは……ターラだぜ」

　だからリンドは用意していた言葉を発する。ターラこと、イジュタラ・シンリクット船長。長年の敵である彼の名前を出せばうまくいくはずだ。

「ターラだと……！　あの男が現れたのかっ」

「ああ、あいつとやりあうなら、それ相応の準備がいる。一度態勢を立て直した方がいい」

　確かにターラはジャリス達に関かかわってはいた。しかし連れて行ったというのは噓だ。リンドはなぜ自分がこんな噓をつくのか判らなかった。だが一つだけ判っている事がある。ジャリス達をカッサラが見み逃のがしたのだと言えば、彼は間ま違ちがいなく処しよ罰ばつを受けるだろう。別にそれは構わないとリンドは思う。ただ何かが心の中で引っかかっていた。このもやもやした感じが今の自分に噓をつかせている。

「……それではお前はターラと戦う事もせず、ジャリス達にもまんまと逃げられたというのか。大した失態だな」

「あんた程ほどじゃないさ。俺はあんたみたいに入念に準備したにも拘かかわらず、失敗した訳じゃない。時間を貰もらえれば、必ず捕つかまえる」

　その言葉にハジが口を引き結んだ。マハル王国での失態は、ハジにとっても相当な痛手のはずだ。それを引き合いに出されれば、彼は折れるしかない。

「判った。では一度サウルナ国に戻ってこい。ターラが姿を見せたのなら、これからの対策を万ばん全ぜんにする必要がある。それから……この船と乗組員は始末しろ」

　その言葉にリンドが目を見開いた。そんな事を言われるとは、想定していなかった。

「何でだよっ。こいつらは別に何も……」

「そうやってお前が庇かばうからだ。私の目が節穴だとでも思っているのか？　船長のカッサラは、サウルナ国の軍人の中でも相当頭のきれる男だ。以前から軍の任務に不ふ審しんを抱いだいていた。彼に戻って来られては面めん倒どうな事になる」

　ハジにそういわれて、リンドの頭の中に、信じている、と言ったカッサラの微笑ほほえみが浮かんだ。あの笑え顔がおは噓ではない。カッサラは本気でそう思っているのだ。

「……俺がちゃんとカッサラを見張る。二度と彼に好きな事はさせない。それにジャリス達は船で移動するんだ。だから船はあった方がいいぜ。ジャリスを捕らえるちゃんとした理由さえあれば、カッサラはやるさ。あの有能な男をみすみす始末するのは惜おしい」

　その答えにハジはうっすらと笑った。その笑みが何を意味するのか、リンドは背筋がぞっとする感覚を覚えた。

「……人間に気を許すなとあれほど言ったのに。だがいいだろう、カッサラは生かしておく。彼にはまだまだ使い道がありそうだ。……リンド」

　聞く者を凍こおらせるような冷ややかな口調だったが、リンドは負けじと彼を睨にらみつけた。

「今度はジャリスとコダートを必ず捕まえるんだ。目的を忘れるな。もし忘れたら……」

　ハジはそういうと、にやりと冷たい笑みを浮かべた。

「その時はこの船もカッサラも、お前の前からいなくなる」

　その言葉が決して噓うそではないことを、リンドはよく知っていた。
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　バルク号は穏おだやかな波をかき分けて、追い風に乗りながらカトゥーナ国の港を後にした。カッサラの船は確かに乗り心ごこ地ちはよかったが、やっぱり自分達の船が一番だとジャリスは思う。

　順調に進むバルク号の甲かん板ぱんでは、ジャリスとコダートが太陽の光を浴びて立っていた。周りにいるシャルマ達も真しん剣けんな眼まな差ざしで二人を見ている。

「行くぞ」

　緊きん張ちようしたコダートの低い声が響いて、ジャリスは彼に背を向けた状態でぎゅっと目を瞑つぶった。

「いいわよっ、コダート」

　その声を合図に金色に光を放つ指輪をはめたコダートの右手が、ジャリスの背中に振ふり下ろされる。ジャリスは来るであろう身体からだのしびれを想像して、身を強こわばらせた。

　だがコダートの大きな手を背中に感じても、ジャリスの身体には何の異変も起きなかった。

　慌あわてて振り向いたジャリスが空を見あげても、そこにあるはずの光に満ちた不死鳥ベルヌの絵は、影かげも形も無かったのだ。

「あれ？　も、もう一回、コダート」

　そういったジャリスに、コダートがもう一度金の指輪をはめた手で、彼女の背中に触ふれる。しかし、やはり何の変化も起きなかった。

「駄だ目めだ……。何で出ないんだ」

　呟つぶやいたコダートに、ジャリスも再び振り向いてため息をついた。

「何か足りないんじゃありませんか。前にその光の絵が出た時の事を思い出してみては？」

　腕うで組ぐみしてこちらを見ているシャルマにそういわれて、ジャリスはハジと戦った時の事を思い出す。しかしあの時はイルシュを救う事と、目の前のハジを倒たおすのに精せい一いつ杯ぱいで、あまり詳くわしい事までは覚えていなかった。コダートも同様のようで、難しい顔をしたまま口を開く。

「よく考えてみれば、指輪をはめてお前に触さわったのは一回や二回じゃないだろう。お前の記き憶おくが戻った時と、光の絵が出た時は不思議な感覚があったが、それ以外では何も起きてない。シャルマの言う通り、何か条件があるのかもしれないな」

　コダートの意見にジャリスも頷うなずいた。同盟に捕まりそうだったとはいえ、謎なぞを残して消えてしまったターラが、我が祖父ながら恨うらめしく思える。

「……うーん、同じ種類の指輪だと言ってたけど、あの地図を出すのは、銀の指輪じゃないと駄目なんじゃないかしら？」

　ジャリスが頭を振り絞しぼって出した結論はそれだった。

「ああ、それもあり得るな。しかしターラがわざわざ俺達にこの指輪を渡わたしたのは、それなりの訳があるんだろう。お前の地図を見る手助けの為ために、俺が指輪を貰ったと思ったんだが……」

　コダートの言葉にジャリスは再び考え込む。しかしどんなに考えても答えは出なかった。

「駄目だわ……やっぱり判わからない。仕方ないわ、もう一度ターラを捜さがしましょう。また会おうって言ってたけど、待ってるだけじゃいつになるか判らないもの」

　憧あこがれていた祖父であるシンリクット船長の正体に、ジャリスは少々…いや、かなり不満だった。ジャリスがずっと会う事を夢見ていたシンリクット船長は偉い大だいな英えい雄ゆうで、決してあんな何を考えているのか判らない、いい加減な男ではない。

　ため息をついたジャリスは、風にたなびいている船の帆ほ柱ばしらに掲かかげられた旗を見あげる。

　そこには同盟の八角形の印に、三枚の旗が縫ぬいつけられていた。一つはタバラン国の鷹たか、一つはマハル王国の孔く雀じやく。そしてもう一つはカトゥーナ国の鷲わしの紋もん章しようだ。

「いいのかなぁ、貰っちゃって。正式な試練じゃなかったのに」

　ジャリスが旗を見ながら呟くと、船せん尾びで舵かじを握にぎっていたリクが肩を竦めた。

「いいんじゃないか、くれるって言うんだから。あの女王様が、今度は文句つけられないように手配してくれたんだろ？」

　リクの言う通りだった。ラスミアの行動は素す早ばやく的確で、いつの間にかジャリスは女王から正式な試練の依い頼らいを受け、それを遂すい行こうした事になっていたのだ。今回の事には誰も意見する者はいないだろう。それぐらいラスミアの手しゆ腕わんは完かん璧ぺきだった。

「そうですよ。結局賞金も宝も手に入らなかったんですから。このぐらいは当然です」

　シャルマはいつもと変わらぬ振りをしているが、すこぶる機き嫌げんが悪いのは、そのとげとげしい口調からも明らかだった。

「宝の事はもういいじゃない、みんな無事だったんだし。それに見習いが、持ち主不明の財宝を見つけたら、同盟に届け出るって掟おきてもあるでしょう。あのまま宝を持ってきたって、同盟に差し出すんだったら、わたし達の利益にはならないわよ」

「そうなのか？」

　そんなジャリスの言葉を聞いて、コダートが驚おどろいたように声を上げる。

「ええ、まあ見つけた者にも少しは恩おん恵けいがあるけど、ほとんどは同盟が管理する事になるわ」

　それを聞いたコダートが、何やら考え込むように眉まゆを寄せたので、ジャリスは不思議に思って首を傾かしげた。

「ですが、せっかく宝が目の前にあったというのに……」

　そんなジャリス達の背後で、後こう悔かいしきりのシャルマがそう呟いた。彼はそのまま足取り重く、船室に戻もどっていってしまう。

「シャルマには悪い事しちゃった。航行費用か……、ちゃんと考えないとね」

　航行する費用は、当面シャルマ達が同盟を手伝った手間賃で賄まかなえるが、そんなに長く航海する事はできないだろう。次に行った国で、ある程度お金を稼かせぐ方法を考えなければならない。

　ジャリスの言葉に、コダートはふっと余よ裕ゆうのある笑えみを浮うかべた。

「だが指輪の情報は手に入った。それにお前の夢にも一歩近付いたぞ。金ならきっと何とかなるさ。金を稼ぐのは、じゃじゃ馬船長のお守もりより簡単だしな」

　コダートの憎にくまれ口に、ジャリスは思わず怒いかりの声を上げた。

「どういう意味よー！」

　叫さけんだジャリスだったが、コダートが声を上げて笑ったので思わず驚いてしまう。なぜならこの船に乗ってから……いや、マハル王国でも彼がこんなに楽しそうにしているのを、見たことはなかったからだ。少しずつではあるが、彼がこの船とジャリス達に心を開いてくれている証しよう拠このようで、ジャリスは嬉うれしくなって同じように笑顔を見せた。

　そんな二人に、舵を握っているリクから声がかかる。

「発声練習がすんだ所で、行き先の指示をどうぞー。船長！」

　それに答えるように金の髪かみを海風になびかせたジャリスは、舳へ先さきを向いて片手で握った挙を上げ、船の隅すみ々ずみまで聞こえる程ほどの大声を上げた。

「西に向かってしゅっぱーつ！」

　どこまでも続く青い海に、新たなる冒ぼう険けんの旅を期待しながら──────

　　　　[image: ]

　バルク号の台所は狭せまい。船自体が小さいのだから仕方ない。食堂にもなるその台所で、何やら書き物をしているシャルマに、コダートが声をかけた。

「シャルマ、ちょっといいか？」

　振り向いたシャルマからは妙みような殺気を感じる。宝を逃のがしてからずっと彼はこの調子だった。

「何ですか？　忙いそがしいんですが」

　シャルマの気持ちもよく判る。この小さな船は抜ばつ群ぐんに速いが、古い上にあちこちがたがきていた。補強の夢が叶かなういい機会だったのに、後一歩の所で宝を取り損そこねてしまったのだ。

「すまない。実はこれなんだが……」

　コダートは懐ふところから、ずっと隠かくし持っていた物を取り出した。渡そう渡そうと思っていたのだが、ターラや指輪の話ですっかり忘れてしまっていた。

「なんです……ああっ！」

　シャルマのいつも冷静な目が、コダートが手に持っている物を見てきらきらと輝かがやいた。

　コダートの手の中には、握にぎり拳こぶし程もある金こん剛ごう石せきがあったのだ。

「ど、どうしたんですか？　これ」

　勢いよく立ち上がったシャルマは、コダートの手にある金剛石を摑つかむとランプの明かりに透すかして見ている。きらりと光った金剛石は、その手の中で存在を誇こ示じするように輝いていた。

「持ってきたんだ、あの宝の山から。これを航行資金に使ってもらおうと思って」

　神しん殿でんで宝を見つけた時、本物か調べようと手に取った金剛石をそのまま懐に入れたのは、船の補強をしたいと常々話していたシャルマをふっと思い出したからだ。だがジャリスに、見つけた宝は同盟に献けん上じようするという決まりがある事を聞いて、内ない緒しよでシャルマに渡そうと思い立った。生き真面目まじめな所のあるジャリスが宝石の事を知れば、きっと同盟に差し出してしまうだろう。

　その言葉に満面の笑みを浮かべたシャルマは、コダートの肩かたを叩たたいた。

「素す晴ばらしい！　凄すごいですよ、コダート。さすがです」

　よほど嬉しかったのか、興奮したようにシャルマは、何度も凄い凄いと繰くり返す。

「いや、それほどでも……」

　滅めつ多たに見られない、手放しで人を誉ほめるシャルマの姿に面めん食くらいながらも、まんざらな気分でもないコダートが、頰ほおを緩ゆるめてそう言おうとした時だ。

「あなたがこの船に乗ってくれて、私は今初めて、心からよかったと思いましたよ！」

　そういって感謝しながら、金剛石をにこやかに見つめていたシャルマの言葉に、コダートは引っかかりを覚えて呟つぶやいた。

「初めてって……じゃあ今まで俺のことは…………？」

　考え始めると何だか落ち込んでしまいそうだったが、シャルマはそんなコダートの様子に気づく気配すらない。金剛石を懐に大事そうにしまい込むと、再びコダートに目を向けた。

「このことはみんなには内緒ですよ。お金があると知られればリクは食べ物、ナッシルは酒、そしてジャリスは航行資金を考える事なく、ひたすら冒険したがりますからね。もしこの宝石の事をみんなに漏もらしたら……」

　シャルマの目があり得ないほどに冷たく光って、コダートは思わず背筋が寒くなる。

「その時はどうなるか……判っているでしょうね」

　笑顔だが彼の周りに漂ただよう空気が急に凍こおり付いた。そんなシャルマから感じる底しれない冷れい酷こくな雰ふん囲い気きに、コダートは思わず顔を引きつらせて何度も頷いた。

　そしてコダートはこの日初めて、バルク号に乗った事を、少しだけ後悔したのだった。







　あとがき







　こんにちは。伊い藤とうたつきです。

『アラバーナの海かい賊ぞくたち、出航は波乱の香かおり』いかがだったでしょうか。

　めでたく続きを出すことができました。これもひとえに、一巻を買ってくださった皆みな様さまのおかげです。本当に感謝の気持ちで一いつ杯ぱいです。ありがとうございました！

　今回は、色々と中身の詰つまった一冊になっているのではないかと、自分では思っています。

　ジャリスがとにかく元げん気き一いつ杯ぱいで、それに振ふり回されるコダート達が、可か哀わい想そうでたまらないと思いつつ、爆ばく笑しようする事もしばしばでした。

　何人か新しい人たちが出てきましたが、今回の私の一押しは、賞金首のターラ。あのふざけた感じが大好きです。私はどうもクセのある人が好みのようで、書いていてとても楽しい人でした。勝手に動いて喋しやべり出すので、困ってしまったりもしたのですが……。

　そんなこんなの二巻でしたが、少しでも皆様が楽しく読んで頂けたなら幸いです。

　あ、そういえば、二〇〇七年の七月に発売の雑誌『The Beans VOL.9』で、短編を書かせて頂けるようです。マハル王国から、カトゥーナ国に来る間のお話なので、よかったらそちらも読んで頂けると嬉うれしいです。




　イラストを描かいてくださった七なな海み様。いつも綺き麗れいでかっこいいイラストを、どうもありがとうございます。素す敵てきなイラストに、中身が追いつくように精しよう進じんします！

　今回我が家の事情で、多大な迷めい惑わくをかけてしまった担当様、本当に申し訳ありませんでした。これからも頑がん張ばりますので、どうかよろしくお願いします。




　一巻の感想のお手紙を下さった皆様、大事に大事に読ませて頂きました。凄すごく嬉しかったです。涙なみだが出そうでした。

　よかったら、この本のご感想とかご意見も頂けると嬉しいです。届いたお手紙は、心の支えにさせて頂きます。

　最後になりましたが、この本を手にとってくださった皆様、本当にありがとうございました。

　ジャリス達の旅が、少しでも楽しくてワクワクとしたものになるように、頑張っていきたいと思います！

　それでは、またお会いできる事を祈いのって。





伊藤たつき　　
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